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　握りしめたナイフの切っ先が、ぬらぬらと赤く光っている。
　その赤が、ナイフの柄そのものの色なのか、それとも血の色なのかは、よく分からなかった。
　僕は笑う。
　自然と笑えてきてしまう。
　それを我慢しようとして、含み笑いのようになる。
　フ、フフフ、グフ……なんて気持ち悪い声をあげながら。
　赤いナイフを、橋はし上がみ教授の胸に何度も何度も突き立てた。
　肉を抉えぐる鈍い感触が、手に伝わってくる。おぞましいと思うと同時に、快感も覚えた。
　これは必要なことなんだ、と頭の中に自分自身の声が響く。
　こうすることで、キリキリバサラはマスコミにすらなし得ることのできないスクープをものにする。アクセス数が増える。僕の名前がネット上で拡散し、信者が急増する。
　それを想像して、また笑う。
　骨が邪魔をして、ナイフの刃はあまり奥まで刺さらなかった。少し力を入れて押し込んでみる。すると、骨と骨の隙すき間まを縫うようにして刃は肉を裂き、深く深く沈み込んでいった。
　教授は、身動きもせず、けれどギラギラと光る瞳ひとみを愕がく然ぜんとしたように見開いて、僕をまっすぐに捉とらえていた。
　目が合って。
　僕は衝動的にナイフをその体から引き抜く。
　教授のうめく声。
　その声を聞きたくなくて、もう一度、胸の同じ場所にナイフを突き刺した。
　抜いて。
　また刺して。
　何度も。
　何度も。
　何度も何度も。
　教授の胸が血で真っ赤に染まっていく。
　僕の手も、深紅に塗まみれていく。
　教授の目には、いつまでも、僕の顔が映っている。笑っている僕の顔が、映っている――
「違う、僕じゃない！」
　たまらず叫んでいた。
「教授が最期に見てたのは僕じゃない！　あそこにたまたま居合わせただけだ！　なにもしてない！　僕が見つけたときにはもう死んでたんだ！　教授を殺したのは、僕じゃ――」
『言い訳したって無駄だってば』
　耳元で、女のハスキーな声がした。
　と同時に、いきなり床の感覚が消失した。視界が真っ暗になって、目の前に倒れていたはずの教授の姿も消えていた。
　自分が浮いているのか落ちているのか分からなくなって。もしかしたら水に浮いているんじゃないかとすら疑ってみた。
　手を伸ばしても、なにもつかむものはなかった。
　女の声だけが闇やみの中で響く。
『アンタはこれから、死ぬよりももーっと大きな痛みを味わいながら生きていかなくちゃダメなの。それが罰なの。分かるぅ？』
　目の前に、小さな体をフワフワと闇の中にたゆたわせて、ゾン子が現れた。
「分かんないよ」
　僕は、首を左右に振った。
「助けてよ。僕を助けてくれ。あの出来事は全部幻だって言ってよ……」
　橋上教授は死んでいた。
　殺されていたんだ。
　一体誰だれに？
　知るもんか。
　僕じゃない。
　僕はなにもしていない。
『ホントに？』
　ゆらゆら揺れるゾン子の冷たい一言が、僕の脳髄に突き刺さる。
　ただのキーホルダーのくせに。
『ホントに殺してないって言える？　誰がそれを証明してくれるの？』
　証明……。
　そんなの分からない。
　でも僕はやってない。やってないんだ。
『残念だけどアンタは――』
　ゾン子は、僕の鼻先まで迫ると、表情を変えず、こう、囁ささやいた。
『教授を、殺しちゃったんだ。とってもとっても猟奇的に、ね』


　目を覚ますと、僕は自分の部屋のベッドにうつぶせに横たわっていた。
　耳に届くのは、ベッドのスプリングがギシギシと軋きしむ音と、窓の外からの雨音だけ。時計を見ると、そろそろ日付が変わりそうな時間だった。
　部屋は暗い。でもさっきまでの絶対的な闇じゃない。雨粒で濡ぬれている窓越しに、吉きち祥じよう寺じの夜や闇あんと、そこにぼんやり浮かぶビルの照明や街灯の光が見えている。
「夢……」
　身を起こす。
　ずっしりと体が重い。
　よく見たら、ダッフルコートを着たままだった。しかも、雨に打たれたせいなのかコートはぐっしょりと濡れていた。
　そうだ、帰ってきてから着替えもせずにベッドに倒れ込んだんだったっけ。
　脱ごうとして、ふとポケットの中に手を突っ込んでみたら。
　あった。
　ひんやりとした、小さな塊。
　恐る恐る取り出してみた。
　入っていたのは、金歯。
　ただの金歯じゃなくて、鍵かぎと一体化しているもの。
　むせ返るような血の匂においの記憶とともに、吐き気もこみ上げてきて。
　僕は、うめくように、つぶやいていた。
「橋上教授は……死んだ」
　それ自体は夢でも、幻なんかでも、なかったんだ……。
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　一言、文句を言ってやりたい気分だった。今日という今日は、堪忍袋の緒が切れちゃったもんね。
　大学の構内の闇を、いくつもの赤色灯の明かりが引き裂いていて。数時間前から降り出した雨が、その赤色灯を滲にじんだ色に見せている。
　現場の状況に一通り目を通して成せい明めい大学の十号館から出てきた僕は、雨の冷たさに身を震わせた。
　目の前の中庭には、何台ものパトカーが停とまっている。せっかくの学生の憩いの場である芝生も、きっと明日の朝になれば、タイヤで荒らされて台無しになってるだろう。
　周囲には、警官や鑑識官、救急隊員などが溢あふれ、十号館にあたふたと出入りしていた。
　で、堪忍袋の件だけど。
　問いたいのはつまり、なんだってこんな時間に事件を起こすんだ、っていうこと。
　この世の中の、事件を起こすすべての犯人に言いたい。声を大にして言いたいね。
　おかげで、もうすぐ日付が変わろうかっていうこんな深夜に、僕ら警察が駆り出されることになる。こっちの身にもなってよ。これじゃ完全にブラック企業じゃないか。
　でも待てよ？
　今回の事件のそもそもの発生時間は、死体の発見よりもずっと前だっけ。さっき鑑識から聞いた死亡推定時刻は、だいたい今から六〜八時間前だったから。
　ということは、この時間に現場に来なくちゃいけなくなった一番の原因は、犯人よりもむしろ第一発見者にあるっていうことになる。
「はあ、まったく。なんにせよ時間を考えてほしいよね」
　その第一発見者は、大学が雇っている警備員のおっさんだ。大学構内にもかかわらず犯行時間から発見まで時間がかかったのは、試験期間が終わって春休みに入っているせいだったりするらしい。
　どうせなら、もうちょっと粘って明日の朝にでも見つけてくれればよかったのに。
　そうしたら、今日こそじっくりと、ヴァンガのデッキ構成の見直しができたんだ。僕が中学生相手にまた遅れを取ったらどうしてくれるんだ。
　本当に迷惑だよ、まったく。
「森もり塚つか」
　見ると、同じ武蔵むさし野の署の先輩刑事である篠しの山やまと幸こう崎ざきが駆けつけてくるところだった。寝ていたところを叩たたき起こされて、奥さんにぶーぶー文句言われながら慌ててスーツに着替えてきた、っていうような顔してる。既婚者組は辛つらいよね、こういう仕事。
「現場はどうだった？」
「本庁の捜査一課の皆さんに、途中で追い出されちゃいました」
　僕が肩をすくめつつそう答えると、篠山も幸崎も大げさに天を仰いだ。
　すっかり現場に行く気は失うせたらしい。
「状況を教えてくれ」
　それで済まそうというつもりらしい。できれば僕だってそうしたかったのに、よりによって管轄である武蔵野署の刑事課じゃ、僕が一番乗りだったんだからツイてなかった。
「ガイシャは橋はし上がみ諫いさ征ゆき、五十一歳。成明大学理工学部の教授」
　少しドヤ顔気味で、被害者の名前を告げてみたんだけど、篠山も幸崎も無反応だった。
「あっれ〜、テレビによく出てる橋上教授がガイシャだって話、もしかしてもうネタバレされちゃってました？」
「まあな」
　篠山がうなずく横で、幸崎が僕の手帳をのぞき込んできた。
「森塚、お前、きったない字だなァ」
「いやあ、あはは、母親にもよく言われます。我ながらだっせーですよね」
「その字、読めるのかァ？」
「もちろん。ほら、速記なんかと同じですよ」
　二人とも、うさん臭そうな目で僕を一いち瞥べつした。それ以上は興味はないらしくて、報告を続けるよう促してくる。
「えーっと、現場は橋上教授の研究室。そこの十号館の六階です。死亡推定時刻は今日の午後三時から五時までの間」
　細かい情報はどうせ合同捜査本部が組まれれば共有されるだろうから、大まかなことだけ伝えていくことにした。
「えーっと、死因は、今のところどれか分からず、って感じですね」
「〝えーっと〟はいらねえよ」
「あ、失敬しました」
　僕は笑ってごまかしつつ、首だけをペコリと下げた。
　篠山は古くさい体育会系の考え方を押し付けてくる、厄介な先輩だ。刑事としては有能なんだけど、僕ぐらいの世代にとってはけっこう苦手なタイプ。
「どれか分からず、ってのはどういうことだァ？」
　首を傾かしげたのは幸崎。
「鑑識がそう言ってんのか？」
「外傷がそれこそ無数にあったらしくて。拷問でもされてたんですかね。足も縛られてたそうですし。ガイシャのトレードマークのあのロン毛も、頭皮ごとむしり取られてたとか」
　篠山も幸崎も、眉み間けんを寄せて考え込む。
　ただの殺しではないのかもしれない、という刑事の直感が、二人にそんな顔をさせた。
「凶器は見つかったか？」
　そう聞いてきた幸崎は、いまだに僕の手帳の中身をチラチラと見ている。
「ああ、そうそう、血の付いたナイフがひとつ、現場に残されてました。しかも、割とこれ見よがしに」
「これ見よがし？」
「ええ。凶器はコレです！　って言わんばかりに、です」
「指紋は？」
「付いてたみたいですよ。べったりと。詳しくは鑑識に聞いてください」
　これから凶器を持ち帰って、付いていた指紋を洗い出して、データベースと照合して……っていう作業をしなきゃいけないから、指紋が誰だれのものなのかちゃんと分かるまで時間はかかるだろうけど。
「あ、それと、鑑識さんったらもうひとつ、変なことを言ってました」
「もったいぶるなよ」
「いや、ガイシャの歯がね、一本、抜き取られてたみたいなんですよ」
「歯……」
「いわゆる、インプラントっていう人工の歯です。普通はかなり深くまで埋め込まれてるんで、簡単に抜き取れるようなものじゃないらしいですよ。抜くなら、それこそペンチかなにかを使わないと無理、みたいな。しかも強引に抜いたりしたら、気絶するぐらいの痛みらしいです」
「抜き取られたのはいつだ？　死ぬ前か？　後か？」
「さあ、そこまでは。ただ少なくとも、今日であることは確かです」
「うーん、猟奇殺人、ってやつなのか？」
「それだったら怨えん恨こんが動機っていう方が可能性高いだろうな」
「とにかく、目撃証言についての聞き込みは、所轄の俺たちに回ってきそうだぞ」
　この寒い季節に、外を歩き回って当てもなく聞き込みをするのは、正直なところ気の進まない作業だ。それを想像してか、篠山も幸崎もわずかにうんざりした表情を浮かべた。
「そうそう、あと、もうひとつ怪しいことがありましてね！　これは、この僕、森塚駿しゆんの独自調査によるものなんですが！」
「独自調査？」
「はい、実は、とある同人マンガがありまして」
「なんだ、その、ドウジン、っていうのは」
「ええっ、篠山先輩、知らないんですか？　おっくれてるー」
　僕がクスッと笑うと、篠山が目を細めた。怒ってるような気がしたから、それ以上調子に乗らないことにする。
「同人は、音楽で言うところのインディーズみたいなものってところでしょうか」
「マンガなんか今は関係ねえだろ」
「ないと思うでしょう？　ところがどっこい、あるんですよ。まだ誰も気付いてませんけどね。僕だけは、今回の事件の話を聞いて、すぐにピンと来たんです。こういう視点はまさにオタならでは、なんでしょうね。フフフ」
「そのドウジンマンガが現場に置いてあったのか？」
「いえいえ。そうではなく。とある同人マンガのワンシーンと、今回の事件の犯行内容が、すごくよく似てるんです。具体的には、そのマンガというのは女性向けのエロ同人でしてね。作者は西にし園ぞの梨り々り花かという女性です。あ、必要だったら後で署に持っていきますよ。で、そのマンガだと男が男を死し姦かんした後、形見として死んだ男のインプラントの歯をナイフで無理矢理えぐり取って愛いとおしそうに持ち去る、というもので――」
「話にならねえな」
「森塚、今の話は本気で引いたぞ」
「えっ？　ちょ、え？」
　あっさり話を切り上げられると、篠山と幸崎は僕を置いて、十号館の中へと入っていった。
　ポツンと、雨の中に一人残される。
「やれやれ。まったく、僕が大スクープに匹敵する情報を教えたっていうのに。人の話はちゃんと最後まで聞くものだって子供の頃ころ教わらなかったのかな。ましてや刑事は、人の話を聞いてなんぼの職業でしょ」
　まあ、真ま面じ目めに聞いてもらえないのも仕方ないのかもしれない。
　なにしろ僕は、仕事よりもアニメが大事な、オタク野郎だからね。あはは。
　さてと。今日のところはこれで僕の仕事は終わりってことでいいかな。
　後は本庁のエリートの皆さんと、先輩方にお任せして、森塚駿は華麗に帰るぜ、ってね。
　ああ、その前に電話しなくちゃ。
　僕は携帯電話を取り出すと、〝いつもの番号〟へコールした。
　一度のコールで、すぐに繫つながる。どうやら僕からの連絡を、首を長くして待っていたみたいだ。
「エージェント・モリツカ」
『日本語で構わない』
「森塚調査員でありまぁす」
『……この電波は安全か？』
「オタクをナメないでもらいたい。完全なスクランブル通信だよ。この完かん璧ぺきなアルゴリズムの解析は誰にも不可能だろう」
　その説明を聞いて安心したのか、電話の相手は小さく鼻で笑った。
『状況は？』
「雨が鬱うつ陶とうしいよ。てるてる坊主を作っておけばよかった」
『天気予報によると、明日の昼にはやむ』
　冗談で言ったのに真面目に返された。
『〝リスト〟を手に入れたか？』
「いや。現物は見つからなかった。ただ……」
『ただ？』
「収穫はあった」
『と言うと？』
「そもそも僕らがずっと追いかけてきた〝リスト〟なんてものは、この世に存在しないのかも知れないって事」
『それはまたどういう―――』
「ＣＯＤＥだよ」
　相手の言葉を遮るようにそう告げると、電話の向こうで息を吞のむのが分かった。
「よりによってご丁寧にダイイングメッセージでそう書いてあったんだ」
『まずいな』
「もちろん問題はない。向こうにバレる前に消しておいたよ。ったく、僕が現場に一番乗りで良かった」
『そうか』
「やつらは何より抹消したい〝リスト〟がＣＯＤＥ化されてる事に気付いてない」
『リストは存在するのか？』
「あぁ。でも、わざわざＣＯＤＥ化してカモフラージュするくらいだからね。恐らく 〝書類〟のようなものとしては残ってないんじゃないかな。教授もそこまでバカじゃないでしょう」
『時間がない。リストを探せ』
「時間ね。命のタイムリミットのことですか。それにしても、実験用のモルモットにしちゃ多すぎでしょう……二百五十六人なんて、ね」
　僕はそこで、夜の雨の中にたたずむ成せい明めい大学十号館を見上げた。
「でも結局のところ……」
　電話の相手は一瞬沈黙し、そのまま通話が途切れた。


「未来は変えられないんだろうね」


　僕の独り言は、冷たい雨の中へと溶けてかき消えた。
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　その部屋は、地下二階の、関係者ですらほとんど近寄らないような長い長い廊下の奥にある。
　日の光がいっさい入ってこないその場所に、この日も数人の男たちが扇形に座していた。彼らと正対する形でひとりだけ立っている男は、例によってえんじ色のスーツに身を包んでいる。
「なぜ警察に通報されるような事態になったんだ？」
　苛いら立だたしげに吐き捨てたのは、白衣を着た的まと場ば医師だ。
「鷹たか栖す君、今回の件、あまりに不用意だったとは思わないのか？」
　問われた方の、えんじ色のスーツの男――鷹栖――は、あえてなにも言おうとしなかった。
　的場がなおも詰め寄ろうとするのを、横から代議士である羽は斗と山やまが制した。
「警察の件は心配しなくてもよろしい。軽く話は付けておいたのでね」
「羽斗山先生、そうは言いますが……」
「それよりも、リストがいまだ見つかっていないことの方が問題なんだよ。その点については、どうなっているのかな？」
　羽斗山の口ぶりそのものは、国会での答弁と同様に穏やかなものだったが、一方でその目は決して笑ってはいなかった。
「…………」
　鷹栖が答えるより前に、的場が口を挟む。
「橋はし上がみというあの小こ賢ざかしい教授からは、なにも聞き出せなかったんだろう？」
「はい。教授は決して喋しやべろうとはしませんでした」
「結果、殺してしまったと。お粗末にも程がある。ただのミスでは済まされないぞ。なぜこうなったのか、納得のいく説明を――」
「リストの件ですが、紙やデータとしては残っていない可能性があります」
　的場の言葉を遮って、鷹栖はそう答えた。
「橋上教授の自宅内を〝調査〟しましたが、やはりリストは出ませんでした」
　その〝調査〟というのが、文字通りの意味ではなく非合法のものであることを、この部屋にいる全員が瞬時に理解した。なおかつ、そのことを指摘する者は誰だれもいなかった。
「ただ――」
　鷹栖はそこで、座している者たちに背を向けると、傍らのティーワゴンに置いてあった一つの書類を手に取った。
　全員に見えるよう、頭の高さに掲げて見せる。
「教授の机に、一つだけ鍵かぎのかけられた引き出しがありまして。その中から〝あるもの〟が見つかりまして」
　リスト発見かと色めきたつギャラリーを前に、鷹栖は冷静に首を左右に振った。
「残念ながらリストではありません。教授がとある雑誌連載用に書いていた原稿のようなのですが」
「それがなんだと言うのかね？　我々が求めているのは、そんな些さ末まつなものではない」
「まあ、お聞きください、羽斗山先生。実はこの原稿のタイトルが、我々にとって非常に興味深いものなのです」
「興味深い？　ずいぶんもったいぶった物言いだね」
「ははは、もったいぶったつもりはありませんよ。タイトルは……『霊界化する世界と時間』とあります」
　鷹栖がそう明かしても、周囲の反応は芳しくなかった。戸惑ったように眉まゆをひそめ、黙り込んでいる。
　部屋が、水を打ったような静寂に包まれた。
　その静けさを破ったのは、座している者たちの中からではなく。
　カーテンで仕切られて薄暗い部屋の奥からだった。
「霊界化、とはな」
　その、感情を感じられない淡々とした声音が響いたとき、座していた者たちは驚きよう愕がくとともに、一斉に直立不動の姿勢を取った。
　まさかその声の主がその場にいて、話に介入してくるとは、誰も――鷹栖以外は――思ってもみなかったのだ。
「それは〝時間の牢ろう獄ごく〟から脱するための、手掛かりになると言うのだな？」
　鷹栖は声の主の方へと向き直り、
「はい、恐らくは。すでに理研の主要メンバーを集め、得られた情報から臨床実験を行う段取りで進めています」
「牢獄のカギ……か。フフフ」
　それ以降、カーテンの向こうから、声が発せられる事は無かった。


「パヴァリア啓明会に永遠の命のあらんことを！」
「パヴァリア啓明会に永遠の命のあらんことを！」
　鷹栖の声に続いて、全員が声を揃そろえて復唱し、うやうやしく頭を下げた。
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　その日は朝から、ネットもテレビも新聞も、橋上諫いさ征ゆき氏が殺されたという話題で持ちきりだった。
　ニュースによれば、昨日午後十一時頃ごろ、成明大学の構内で、同大理工学部教授、橋上諫征氏、五十一歳が血を流して倒れているのが発見されたという。
　遡さかのぼること数時間、事件現場から走って逃げていく男の姿が目撃されていて、警察は引き続き捜査を続けているそうだ。
　そして。
　私にとってなにより衝撃的だったのは。
「頭皮は剝はがされていた……か」
　橋上氏のトレードマークでもある長い髪は頭皮ごと剝がされ、現場から持ち去られていたという。
　テレビのワイドショーはほとんどをこの話題に費やし、生前の橋上氏の映像などを流しながら、コメンテーターたちが神妙な顔で犯人像や橋上氏の交友関係など、適当な妄想をいかにも専門家のような口ぶりで意見していた。
　ネットではより混こん沌とんとした議論が為なされていて、陰謀論から通り魔説まで、ありとあらゆる可能性が検討されていた。掲示板に登場した成明大学の学生を自称する人物が、真偽の定かではない橋上氏のゴシップ話や、他ほかの教授との確執を暴露したりと、とにかく蜂はちの巣を突いたような騒ぎとなっていた。
　人はなぜこうも、低俗な話題を好むのだろう。
　見ているだけで、吐き気をもよおしてくる。
　私にとって、橋上氏の死が特別なものであるから尚なお更さらだ。
　脳裏をよぎるのは。
〝私の悪魔〟が、橋上氏を殺したのだろうか、という疑惑。
「悪魔の儀式……」
　でも黒魔術代行には、対象の殺害は含まれていない。
　私は、これまで一度として〝私の悪魔〟に殺せと言ったことはない。儀式の対象者が亡くなるようなことは一切なかった……はずだ。
　確信が持てず、私は軽く身震いする。
　私はどれほど〝私の悪魔〟のことを知っているのだろう。
　現実には、私はいつもあの店に引きこもって、悪魔からの報告を待つだけ。悪魔が実際にはなにをしているのかを直接この目で見たこともないし、儀式の対象者のその後を確かめたこともない。
　思い出すのは、〝私の悪魔〟と出で逢あったあの日のこと。
　絶望に突き落とされていた私が巡り会った、残酷で優しい悪魔。


　三年前、世界で一番大切だった存在が、病院の医療ミスで死んだ――


　そんなこと、受け入れられるはずがなくて。
　お兄さまは生きていると信じて。
　お兄さまの体を、密かに病院から連れ帰り、一年間、一緒に暮らした。
　けれど親族にそのことがバレてしまい、私の幸せな幻想の日々は唐突に終わりを告げた。
　お兄さまが、私の大好きで優しくてかっこいいお兄さまではなく、強烈な腐臭を放つ干からびたミイラだったという現実を突き付けられたとき、私はその場から逃げ出した。
　絶望に苛さいなまれた私は、気が付けば日が暮れた住宅街をさまよい歩いていた。
　どこをどう歩いたのかの記憶も定かではなくて。
　周囲の景色は闇やみの中に沈み込んでしまい、自分が歩いているのがどこなのかも判別できなくて。
　ひどく息苦しかった。
　肺が言うことを聞いてくれていないのではないかと思った。
　喉のどをかきむしって、風通しをよくしたいとすら思った。
　靴を履いていなかったので、寒さでつま先の感覚はなくなりかけていて。
　靴下が破れて露出した指先から血が滲にじんでいて。
　誰も、私に手を差し伸べてくれなくて。
　たとえ手を差し伸べられても、お兄さま以外の人間に助けられたいとは思わなくて。
　――このまま消えてしまいたい。お兄さまのところに行きたい。
　ひたすら心の中でそう念じていた。
　お兄さまはすでにこの世にはいない。自分はお兄さまを二度も殺してしまった。そんな現実を突き付けられてしまったのだから。
　そうであるなら、生きている意味など私にはなかったのだ。
　むしろここで死ねば、今すぐにでもお兄さまに会いに行けるのではないかということに気付いて、心がいくぶんか楽になったぐらいだ。
　だから、タイミングよく〝その音〟が聞こえてきたときも、私の望みをいたずらな神様が叶かなえてくれたのだと歓喜した。
　一定のリズムで響き渡る、ひどく耳障りな、聞いているだけで不安をかき立てる警報の音。
　夜の帳とばりの中に、真っ赤な明かりが二つ、点滅していた。
　そこはとても小さな踏切で、周囲には人も車も見当たらなかった。
　下りている遮断機の先にあるのは、上下線二本分のレール。
　遠くから、電車の音が近づいてくる。
　私は本能的に、遮断機に手を置いていた。くぐり抜けるだけでいい、このゲートの先でお兄さまが待っているのだと、自分に言い聞かせた。
　そのときの私は、本当に救われた気持ちだった。心が浮き立っていた。嬉うれしさでこの身がよじれそうだった。胸がいっぱいになった。叫び出したい気分だった。
　今でもはっきり覚えている。
　電車の前照灯が、線路のはるか向こうに見えて。
　踏切の警報音と、胸の鼓動の音と、電車がレールの上を走る音と、そのすべてがスローモーションで聞こえ始めて。
　――この命を、終わらせよう。
　歓喜とともに、遮断機をくぐろうと腰をかがめたところで。
《テメエにはまだ、その権利はねえよ》
　その声は、とても遠くから聞こえたような気もしたし、耳元で聞こえたような気もした。ひどく突き放したようなその声の距離感がつかめず、けれど突然かけられた言葉に私はハッとして、遮断機をくぐるのを忘れ、背後を振り返った。
　そこには誰の姿もなくて。
「お兄さま!?　お兄さまなのですか!?」
　私の叫びは、直後にすぐ横を駆け抜けていった黄色い車体の轟ごう音おんにかき消された。
　だと言うのに、その声は、電車の音に遮られることなくなおも私の頭に響き渡り、一言一句はっきりと聞こえてきたのだ。
《死ってのは、選ばれし者に〝与えられる〟もんなんだぜ。テメエには、まだその権利はねえよ》
「お兄さまでしょう!?　どこにいるのです!?　お願い、私に姿を見せて！」
　私は電車の轟音に負けないよう、力の限り叫んでいた。
《違う。俺はテメエのお兄さまなんかじゃねえよ。勘違いすんな》
　人を不快にさせる、粘つくような、低く囁ささやくような男の声。
　これは、お兄さまの声なんかじゃない。お兄さまの声はこんな醜い声じゃない。根本的にまるで違う。この声は、もっと恐ろしいものだ。そう自覚した瞬間、ゾワリと、全身に鳥肌が立っていた。いつの間にか、ブルブルと体が震え出していた。
　電車が通り過ぎ、警報がやんで。遮断機がゆっくりと上がっていった。
　静寂と、闇が、残された。
　けれど私はその場から一歩も動けず。
「また、幻聴なのね……」
　そう思い込もうとした。
　すでにミイラと化していたお兄さまの声を妄想していたように。
　ここでもまた、誰だれとも知らない男の声を妄想しているのだと。
　頭がおかしくなっている私なら、じゅうぶん有り得ることだと。
《幻聴じゃねえよ》
　けれど、声の主は私のそんな現実逃避を許してはくれなかった。
《勝手に俺をテメエの一部にしてんじゃねえ。俺は俺として存在してるんだからな》
　会話が成立していた。
　冷たい風が、私の髪をなびかせて。うなじに吐息を吹きかけられたような気がして、たまらず私は自分を抱きしめた。
「だったら……あなたは……」
　声の主がさっき言った言葉を、脳裏で暗唱していた。
　死とは、選ばれし者に〝与えられる〟もの。
　では、そう語った声の主の正体は――
　黒魔術を知る私には、思い当たる節がひとつあった。
「悪魔、ですわね……？」
《…………》
「あなたは、悪魔なのでしょう？」
《……ああ、そうだ》
　声が、応こたえた。
「フフ……フフフ……やっぱり……。私の、私だけの悪魔……」
　これは罪に対する罰なのだと、悟った。
　死ぬことなど、私には許されないのだ。
　お兄さまと会うことは、許されないのだ。
　それがお兄さまの遺体を愚ぐ弄ろうした、頭のおかしい妹の末路。
　その痛みを、責めを受け続け、やがて選ばれし者から権利を〝与えられた〟とき、私はそのときこそあの世で待つお兄さまに会うことができるのだろう。
　だから私はそこで、死ぬのをやめた。
　いや、厳密に言えば。
　あのとき、あの踏切で。
　悪魔に魅入られた水み無な瀨せ莉り愛あという名の少女は死んで、同時に、紅くれないノの亞あ里り亞あとして生まれ変わったのだ。
　それから、私は〝私の悪魔〟によって生かされている。
　主従関係というよりは、契約でのみ繫つながった関係と言った方が正しいかもしれないけれど。
　だから、必要以上に互いに干渉することはない。
　悪魔が、私のそばにいないときにどこでなにをしているかなんて、私はこの二年近くの間、考えることすらしなかった。
　そんな〝私の悪魔〟が、実際に人を殺すことなど、あるのだろうか。


　昔のことを思い出しながら、家を普段より早めに出て、雨の中を紅ノ館まで歩いた。
　店に入ると、いつも以上に部屋の中の空気が冷え切っているような気がして、私はハッとした。
　気配を、感じた。
「……いらっしゃるのですね？」
　恐る恐る、声に出して聞いてみた。
《ああ》
　まさか、悪魔の方が私を待っているなんて。
　こんなこと、今まで一度もなかった。しかも、狙ねらい澄ましたかのようなタイミングで。
　悪魔に対して疑念を抱いてしまった私の心が、読まれているのかもしれない。
　気まぐれに、私を試す気になったのだろうか。悪魔と契約する者として私がふさわしいかどうか。
　ひとつでも答え方を誤れば、悪魔は容赦しないだろう。
　コートを脱ぎながら、どうすべきか思案していたら。
《橋はし上がみ諫いさ征ゆきが死んだことは知っているか？》
「…………」
　私は驚いて、声を上げそうになった。
　まさか、悪魔の方からその話題を振ってくるなんて。
　ここで噓うそをついても、私の細かな仕草などですぐにバレてしまう気がした。この店での定位置、私がいつも座るイスに身を落ち着けて、私はあえて正直に話すことにした。
「あれは、貴方あなたの仕業ですか？」
《フフン、人聞きの悪い冗談はよせよ》
　悪魔の乾いた笑いが、私の頭の中に響く。ゾクリと身震いしてしまうほどの笑い声。
「本当に……？」
《なんだよ、俺が殺したと思ってんのか？　それでビビってションベンちびっちまったか？》
「契約では、呪のろう相手を殺してはならないと、決めたはずですわ」
《契約では、成果報告はしねえ、と言っといたはずだぜ》
「…………」
　やはり口では悪魔には勝てない。
　この悪魔の機嫌を損ねてしまうのではないか、という恐怖もある。
　決して心を開いていい相手ではないのだ。
　と、悪魔は苛いら立だたしげに舌打ちをした。
《あたふたしてんじゃねえよ。最近のテメエはずいぶん安定してたってのに、また昔に逆戻りか？　あんま俺をイラつかせると――》
　悪魔が、急に押し黙った。
「……？　どうしたのですか？」
　返事はない。
　沈黙しか返ってこない。
　どこかへ行ってしまったのかと思ったけれど、まだ気配は確かにこの部屋の中にある。
　私は、手元にあるアーリマン――そういう名のドール――の頭をぎゅうっと握りつぶし、息を潜めた。
　すると突然、部屋の隅に装飾として置いてあったアンティークの電気スタンドの電球が、激しい炸さく裂れつ音とともに弾はじけ飛んだ。
「きゃっ！」
　とっさにアーリマンを盾にするように顔をかばう。
　見ると、割れた電球の細かな破片が床に散乱していた。
　これが、〝私の悪魔〟の力。
　直接この目で見るのは、はじめてだった。
　悪魔とはいつも、お話しをしていただけだったから。
　はじめてその力をまざまざと見せつけられて、恐怖で腰が抜けそうだった。イスから立ち上がることもできなくなった。
　私は、踏み込みすぎてしまったのだろうか。
　けれど、悪魔は。
《……奴やつに関しては、俺は〝まだ〟手を下してなかった》
　そう、答えた。
《やってもいいかとは思ったが、俺より先に誰かが殺しちまったってことだ。今回の件はどうもきな臭い。もし俺をハメようって奴らがいるんなら……こっちもやり方を考えねえとな》
　悪魔の声には、怒りが満ちている。
　その怒りの矛先は、私ではなくて、悪魔ですら予測できなかった、なにか見えない力に対して向けられていた。
　私たちは、とても厄介な状況に巻き込まれつつあるのかもしれない。
　こんなことならば、ポストに血で濡ぬれた大量の毛髪が入れられていたときに、もっと注意すべきだった。
《テメエにも手伝ってもらうぞ。拒めば、次に弾け飛ぶのはテメエの頭だ。分かるな？》
　私はチラリと、砕けた電気スタンドへと目をやって、乾いた唇を舌で舐なめ、ゆっくりとうなずいた。
「承知しました。貴方の存在を、誰かに知られるわけにはいきませんものね」
　悪魔を、信用してはならない。
　けれどこのパートナーを、私は失うわけにはいかない。他ほかの誰かに渡すつもりもない。
　いつか私に死を与えてくれるまで―――
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　この日のムムー編集部は、いつもより少しだけ落ち着かなかった。
　朝、橋上先生が殺害されたニュースが流れると、うちの編集部にも問い合わせの電話が何件か来た。そのほとんどはマスコミだったわけだけど。
　そもそも、事件のことをまともに把握している編集者なんて誰一人としていなかった。
　なにしろ、橋上先生のコラムの担当者である私自身が、先生が殺されたなんてことをいまだに信じられないぐらいなんだし。
「澄すみ風かぜ！」
　不機嫌そうな様子で、編集長の高たか藤ふじが私の机のところまでやって来た。
「橋上先生の家族と連絡付いたのか!?」
「いえ、まだ……」
　編集長から指示されて、すでに何度も橋上先生の家に電話はかけていた。一年近くの付き合いになるけれど、実は私は先生のご家族とはほとんど交流がなかったりする。基本的に打ち合わせでもなんでも、先生ご本人とだけ会っていたから。
「さすがにこのタイミングで家に押しかけていくのはまずいよな」
　編集長は、困惑した様子で考え込む。
　私は、橋上先生の家を何度か訪ねたときのことを思い出した。
　実は先生の家に行くのは、苦手だったりする。
　あの家には〝いる〟から。私はそこそこ霊感がある体質で、そういうものにはとても敏感だから分かるのだ。
　あの家の中には、強い気配を感じた。あれほど存在感のあるものには、滅多に出会うことはない。
　って、今はそんな話どうでもいいんだった。
「そもそも、ご家族にはなんて話せば？　まだ払ってない分の原稿料はどうすればいいでしょう、って言うんです？　無神経すぎるでしょ」
「だったら線香上げに行くついでに――」
「通夜もまだですって」
　私は呆あきれてため息をつく。
「お、そ、そうか！　通夜だ！　そのときに教授の奥さんと話せるんじゃねえか!?　またはお母さんとか」
「どうでしょう……空気を読むなら、その場で話すのも微妙な気が……」
　編集長は頭をガシガシとかきむしる。
「分かった。とりあえず、通夜をいつやるかだけ確認しろ。いつか分かったら花を出しとけ。それ以外の細かいことは後回しだ」
「あの、編集長――」
　自分のデスクに戻っていこうとする編集長を私は追いかけ、少し躊ちゆう躇ちよしつつ、切り出す。
「橋上先生のコラム……打ち切りですよね？」
「今月号の原稿、もう受け取ってたのか？」
「いえ、まだです……」
「じゃあ、どうしようもねえだろ。幽霊に書いてもらうわけにもいかんだろうし」
「ただ先生が、そろそろ新しいテーマで書きたいって前に話していて。最初の原稿はもう完成していたらしいんですよ」
　編集長はなんとも言えない曖あい昧まいな表情で肩をすくめた。
「それ、いつの話だ？」
「先月です」
　その話をされたときに受け取っておけばよかったって、今さら後悔しても遅い。
「遺稿、ってわけか。もし本当なら載せたいがな」
　ですよね……と答えようとして、でもそれより先に、編集長がポンと私の肩に手を置いた。
「とりあえず、なんか差し替え用の記事、考えとけ」
「うえぇぇ!?　い、今からですか!?」
「今からだよ！　すまんが頼むぞ！」
　編集長は言うだけ言うと、さっさと編集部から出て行ってしまった。完全に言い捨て。投げっぱなし。
「……アセンションだわ」
　仕方なく自分の席に戻り、一息つく。
　思ったより、ショックを受けていない。
　橋はし上がみ先生は打ち合わせの場でも気さくに話してくれる人で、私みたいなまだまだ若くて青臭い編集者にもよくしてくれた。
　だから、その人が殺されたと聞いて、最初は頭が真っ白になったけど。
　その後にあれこれ対応しているうちに、けっこう普通に雑事に追われる自分に気付いたのだ。
　葬儀に行って遺体に対面すれば、もっと悲しくなるんだろうか。
　それにしても先生は、いったい誰だれに殺されたりしたんだろう。警察は犯人の目星を付けているんだろうか。そもそも殺された理由は――？
「って、考えてたってしょうがない」
　とりあえず、橋上先生の原稿を整理しようと決めた。手を動かしていた方が、あれこれ考えずに済むし。
　整理整せい頓とんは私の信条だ。どの机も見るも無惨な状態である編集部の中にあって、私のデスクだけがむしろ異質に見えるほど片付いている。
　橋上先生が連載していたコラムの原稿は、一つのファイルにまとめてある。ただ、他にも打ち合わせのときに使ったメモや、先生に借りた資料本などもあった。特に資料本は、後で遺族の方に返さないとまずい。いざそのときに慌てないよう、今のうちに整理しておきたかった。
　橋上先生は大学の教授だけあって、人にいろいろなことを教えるのが好きな人でもあった。毎回打ち合わせや、原稿を受け取るタイミングで「これ面白かったから君もぜひ読んでみなさい」と勧めてくれた。
　先生に借りた本は、いまや二十冊近く溜たまっている。少しずつ読んではいたけれど、編集者としての仕事が一杯で、なかなかじっくり読む暇を作れなかったのも事実で。
　そんな風に借りた本が、机の下の紙袋の中にしまわれたままになっていた。
　先生、ごめんなさい……。
　心の中で謝りつつ、その紙袋を引っ張り出す。
　せめて遺族の方に返す前に、できるだけは読んでおきたい気もする。
　どんな本があったか確認するため、ひとまず紙袋から全部引っ張り出してみた。
「あ……」
　その本の山に交ざって、一ヶ月ぐらい前になくしたと思っていた手帳が出てきた。
　ブラウンのカバーが付いた、特段かわいくもない機能重視のＢ６サイズ。間違いなく私の物だ。
　見つけるのはもう諦あきらめていたけど。どうしてこんなところに紛れ込んでしまっていたんだろう。
　でも、このタイミングで見つかってよかった、とも思う。この手帳は、橋上先生との打ち合わせのときによくメモ用に使っていた。もしかしたら、橋上先生の魂が、あの世に行く前に私のためにちょっぴり気を利かせて、見つけさせてくれたのかもしれない……なんて考えるのは、不謹慎だろうか。
　試しに、パラパラとページをめくってみた。
　今になって読み返してみれば、どれも意味不明な単語ばかり。
　でも、そこに書いてあるどんな言葉も、一目見ただけで、そのとき打ち合わせで橋上先生とどんな話をしていたか、まざまざと思い出すことができた。
「あ……れ？」
　じんわりと、視界がにじむ。
　なんか、急に涙ぐんできた。
　ようやく、悲しくなってきたのかな。
　メガネを外して、軽く目め尻じりを拭ぬぐう。
　お通夜と葬儀には、必ず行こう。橋上先生に、ちゃんとお別れを言ってこないと。あと、やっぱり遺稿があるならなんとかして世に出したい。ご家族の許可はもちろん取らなきゃいけないだろうけど。
「……ん？」
　感慨に耽ふけりながら、なおも手帳のページをめくっていたら。
　気になる走り書きを見つけた。
　わざわざそこだけ、赤いペンで書き込まれ、さらに念入りなことに『※重要!!』なんて添え書きまである。
　メモしてある言葉は三つ。
『水の底』『月明かり』『たくさんの人』
「なんだっけ、これって」
　字は、間違いなく自分のもの。
　書いたこともぼんやりとは覚えている。
　ただ、いったいなんの話をしているときに、どういう意味でこれを書いたのかは、さっぱり思い出せない。
「ん〜……、つい最近だったと思うんだけどな」
　それこそ先月、先生に会ったときだったような気がする。
　なんとか思い出してみようとしたものの、まったくダメだった。
　手帳の他ほかのページに書かれているものについてはすべて克明に思い出せるのに。
　こんな重要そうな言葉だけ、記憶から綺き麗れいさっぱり抜け落ちている。
　思い出せないもどかしさでモヤモヤした。
「ちょっと落ち着こう」
　コンビニに行って、コーヒーでも買ってくるかな。
　私は手帳を閉じると、机の上をそのままにして席を立った。
　編集部を出て、エレベーターホールへ。
　下行きのボタンを押そうとした、そのとき。
「っ！」
　静電気の軽い衝撃が指先に走って。
　同時に、頭の中をいくつかの映像がよぎった。
「アセンション！」
　思わず叫んでしまった。
　慌てて周囲を見回して、近くに誰もいなかったことにホッとする。
「思い出した思い出した」
　静電気と同時に脳裏に浮かんだのは、さっきのメモを書いたときの記憶だった。
　やはり先月、橋上先生のところに原稿を取りに行ったときに、今後の連載について軽く打ち合わせをして。
　そのとき、珍しく先生から質問されたのだ。
　――澄風くん、最近見た夢で覚えていることはあるかな？　その夢についてのイメージワードがあれば、いくつか挙げてみてほしい。
　そのときに答えたのが、『水の底』『月明かり』『たくさんの人』だったんだ。
　夢の具体的な内容自体、今はあんまり覚えていない。夢ってすぐに忘れてしまうから。でも、きっとこの時は覚えていたのかも。
「先生、なんであんなこと聞いてきたんだろう。連載で夢を題材にするつもりだったのかな」
　結局、本人からは理由を教えてもらえないままになってしまった。


「橋上先生は殺されたんだ」

   
  site 30　相川実優羽　２月26日（金）




「えっ？　またその怪しい喫茶店行くの？」
　放課後、教室の掃除をしながら今日のこの後の予定を話してたら、ちいちゃんが驚いた顔をした。
　床をホウキで掃きながら、私はうなずく。
「ということは、例の怪しそうな先輩に会いに行くわけ？」
　ちいちゃんの言う先輩ってゆうのは、ガモ先輩のこと。以前、先輩が視聴覚室まで押しかけてきたとき、もちろんちいちゃんもあの場にいた。ってゆうか、私の方から先輩に声をかけたのをばっちり見られてた。後になってそのことについてあれこれ質問されたっけ。
「あの人、変な人だけど、怪しくはないよぉ」
　むしろ一番怪しいのって、マスターイズミンさんだと思う。かなりおネエ入ってるし。
「そうかなあ。だって、いかがわしいウェブサイトの運営してる人でしょ？　私見たよ。みゅーのことも面白おかしく記事にしてた」
「みゅ!?　ちいちゃん、あれ見たんだ」
　リアルの友達にはあんま見られたくなかったかも。ガモ先輩って、ネット上だと煽りまくりだし。
「ねえ、みゅー、ホントに大丈夫？　あんたってちょっとユルいところあるから、私心配だな」
「ユルいって……ちいちゃん以外には言われたことないんですけど」
「ユルいよ。だって、この前みゅーに取材したいって言ってきた、なんだっけ、オカルト雑誌の編集者の人」
「ムムーの桐とう子こさん？」
「そうそう、その人だって結局、みゅーのこと取材するだけして、記事にはしなかったんでしょ？」
　澄すみ風かぜ桐子さんとは、数ヶ月前に知り合った。
　私たちがやってるニコ生番組がまだほとんど話題になってなかった頃ころ、偶然放送を見てくれた桐子さんが、私のことを『ムムー』で取り上げたいって連絡してきてくれたんだ。
「それは紙面の都合だって。後でごめんなさいって謝られたし」
　結局、企画自体はボツになったけど、色々話してるうちに私と桐子さんはすっかり意気投合しちゃって、以来、プライベートでもたまにメールするような仲にまでなった。
「ムムーの人はたまたまいい人だったかもしれないけど、ホントに怪しい人だってたくさんいるんだからさ。もしちょっとでもヤバイと思ったら、いつでも私に連絡するんだよ？」
　ちりとりを手に握りしめたまま、鼻息を荒くするちいちゃん。ホントに私のこと心配してくれてるんだなあ。
「うみゅう、私、ちいちゃんと友達でいられて幸せ〜」
　ふざけてちいちゃんに抱きつくと、頭をナデナデしてくれた。
「よしよし、ユル〜いみゅーのこと、私が保護者としてしっかり面倒見てあげるから」
「じゃあ今度、サーカスの生クリームチョコバナナクレープおごって」
「調子に乗らない」
　おでこを軽くはたかれたところで、
「おいそこ、ちゃんと掃除しろよ」
　同じ掃除当番の男子たちに文句を言われてしまい、私たちは慌てて掃除に戻った。


　学校は昨日から、放課後の部活動を全部禁止にした。隣接する大学内で起きた殺人事件の犯人がまだ捕まってないせいで、危ないって判断したんだと思う。暗くなる前に家に帰るようにって、担任が口を酸っぱくして言ってて、一部のヤンチャな男子たちが「俺たち小学生じゃねーっての」と、茶化してた。
　掃除を終えた私は、ちいちゃんと一緒に校門を出た。
　銀杏いちよう並木の道を駅へ向かって歩く。秋にはキレイな黄色に染まるこの道だけど、今の時期はどの木も葉が落ちてて、かなり寂しい感じ。
　学校から吉きち祥じよう寺じ駅までは、歩くとけっこうな距離。だいたい二十分くらいはかかる。大学の正門前からバスが出てるけど、いつも学生だらけで超混こんでるから、私もちいちゃんもできるだけ歩くことにしてた。
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  「前に、みゅー、私のこと占ってくれたでしょ？」
「うん。二、三ヶ月ぐらい前だっけ？　確かちいちゃんを〝視みた〟ときは、小鳥が見えたんだよね」
　でもちいちゃんは鳥なんて飼ってなくて、本人や家族を含めて鳥に対しての因縁もなくて。あのイメージはなんだったんだろうって、うやむやになったままだ。
「みゅーに占ってもらってから、私なんだか鳥が気になっちゃって。ネットでいろいろ鳥の写真を見てるうちに、飼いたいなあって思い始めてきたの」
「そうなの？　どんな鳥？」
「インコ」
「わ〜、いいな。じゃあ、もしかして私が視たの、将来ちいちゃんが飼う予定のインコちゃんだったのかも」
「あはは。そうだったらいいなあ。今、お母さんを説得中なんだ。で、ほらこれ見て」
　ちいちゃんが、携帯で撮った写真を見せてくれた。
　そこには、鮮やかなレモン色の羽毛を持つインコが写ってた。動いてる途中で撮ったせいか、ちょっとブレちゃってるけど。
「かわい〜！　でもちいちゃん、写真撮るのヘタ」
「それは言わないでよ」
　ちいちゃんが写真を撮るとすぐブレる。そういうこと、これまでにもけっこうあった。
「この鳥、どこで撮ったの？　本物？」
「家の近くにペットショップがあるんだけど、そこで見つけたの。最近、三日に一度は通ってるんだ。見てるだけだから、お店には迷惑なんだけどさ」
　三日に一度なら、けっこうなペース。すごく熱心って言ってもいい。きっと、飼いたいってゆう気持ちも本物なんだろうな。
「インコって、いくらぐらいするものなんだろ？」
「この子は五千円」
「けっこうするなあ。お小遣いだけじゃ無理だね」
「しかも鳥とり籠かごとかも一緒に揃そろえないといけないから、実際はもっとかかるんだって」
　学生に五千円は超大金。特に女子高生はなにかと日々の生活でお金がかかるものだし。
「お母さん、説得できるといいね」
「うん。もし飼えたら、名前はもう決めてるんだ。『ドードー』っていうの」
「えー。なにそれ。なんか……変なんだけど」
「分かってないな、みゅーは。『不思議の国のアリス』に出てくるでしょ。ドードー鳥。そこから取った名前だよん」
　ああ、そうゆうのってすごくちいちゃんらしいかも。おとぎ話とか童話とか大好きで、将来は絵本作家になりたいっていつも言ってるぐらいだし。
「でも、アリスに出てくるドードー鳥って、インコだっけ？」
「違うけどいいの！」
　けっこうテキトーだった。もっとこだわりがあるかと思ったのに。
「ちいちゃん、絶対後悔するって。だって、ドードーだよ？　ダサくない？　もうちょっと考えようよ」
　私が必死に説得すると、ちいちゃんは唇を尖とがらせた。
「……考えとく。そもそも、まだ飼えるって決まったわけじゃないし。今日も帰りに寄るけど」
　そんな話で盛り上がっていたら、駅前に辿たどり着くのはあっという間だった。
「じゃ、またね。バイバイ〜」
　駅前で、私たちは手を振って別れた。
　その後、ひとりでブルゥムーンに行ってみたけど、ガモ先輩も成なる沢さわさんもいなくて、一時間ぐらいマスターイズミンさんの相手をさせられた。
　ヘトヘトになって帰った頃には日は沈んでて。
　着替えてる時にふと携帯を見たら、ちいちゃんからメールが来てた。


『小鳥ば』


　内容は、その三文字だけ。
　それと、一枚の奇妙な写真が添付されてた。
「ちいちゃん、また写真ブレてるし」
　あまりにブレすぎて、どこで写されたものかも分かんないぐらいだもん。
　かろうじて分かるのは。
　どこにでもありそうなどこかの道。路上に落ちてる一枚のトレーディングカード。夕焼け空。ちいちゃんのものっぽい長い影。
　でも、この画像をはじめて見た人はみんな、そうしたものにはきっと見向きもしないだろうなって思った。
　だって、画像の右上に、大きくはっきりと、すごく不自然なものが写ってたから。
　誰だれだって、その異常さに気付く。
　それは白い光線のようなもの。
　明らかに、周囲の景色から浮いてるもの。
　自然に写った光なんかじゃない。
　私は、これと似たようなものを、子供の頃テレビでやってた番組で見たことがあった。
「心霊写真……？」
　ゾッとして、慌ててちいちゃんに『これなに？』ってメールを返した。直接電話もしてみた。
　でも、メールの返信はなかったし、電話にも出てくれなくて。
　土日を挟んだ次の月曜日、ちいちゃんは学校を休んだ。
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「第一世代のバグの件について、その後どうなっているのかね？」
　羽は斗と山やまの問いかけに、鷹たか栖すは淡々と答えを返した。
「以前ご報告した通り、実験の影響により第一世代の電気性能は高まる一方です。霊界との親和性が想定以上に強くなっている。バグ因子が増殖しているのはその影響です」
「質問しているのは、それにどういう対策を取っているのか？　という事なんだが」
「…………」
　鷹栖は羽斗山の問いに対して珍しく沈黙した。にもかかわらず表情が特に変わらないことに、羽斗山は少ししびれを切らしたようだった。自分から続ける。
「例えば〝オッドアイ〟の出力を調整して、バグに対するコントロール範囲を拡張する事はできないのかね？　あれは、ニコラ・テスラが残した最大の発明だ。１９３２年のウォーデンクリフタワーとは比べものにならないほど、性能も向上しているわけだろう？」
「おっしゃる通りですが、微調整は難しいかと。低くすれば実験データが取れません。高くすれば親和性はますます高くなってしまいます。現状が、モルモットたちに干渉できる最適の出力です」
「かと言って、バグ因子を放置するのも問題だろう」
　的まと場ば医師が苦々しげな口調で口を挟んできた。
「このまま実験を継続した場合、どうなるんだ？」
「ある程度コントロール下にあったモルモットたちの野性化に、拍車をかける可能性が」
　鷹栖の返答に、座している者たちの間から失望や落胆のため声が漏れた。
「指をくわえて見ているだけでは、なにも改善されないよ」
　羽斗山が肩をすくめながら言った。
「今なら、多少強引なことをしても大きな問題にはならないだろう。そのための〝オカルト〟だからね」
　的場がそれに同調した。
「あらゆるメディアを使って流行をお膳ぜん立だてしましたからね。いまやこの国には、およそ二十年ぶりのオカルトブームが訪れている。テレビを点つければ朝も夕方もニュース番組で心霊写真特集が組まれているほどだ」
「本来、民衆をコントロールすることは困難だがね、〝霊界から遠ざける〟という一点においてのみ言えば、我々はオカルトの力によりそれを達成しているわけでね」
　そう語る羽斗山も的場も、その他の座している者たちも、表情は満足げだ。
「鷹栖くん、第一世代二百五十六人のバグについては、君の責任をもって相応の〝対策〟を取りたまえ」
　羽斗山の指示に対し、鷹栖はかすかに目を細めつつ、ゆっくりうなずいた。
「承知しました。お任せを」
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　差していた青い傘を、そっと畳んだ。
　頭上の木から雨粒が一滴、タイミングよく頭に落ちてきて、その冷たさにたまらず身震いしてしまった。声を出すのはかろうじて我慢できたけれど。
　真冬の、平日の昼下がりということで元々閑散としている時間帯。雨が上がったばかりの井いの頭かしら公園には、人の姿はほとんどなくて。
　だからこそ、私は雨が降ると衝動的にこうしてここに足を運んでしまう。
　青い傘を差して、静まり返った公園を歩くと、それだけで自分がファンタジーの世界へ迷い込んだかのように錯覚して、とても幸福な気分になるの。
　しかも今日は、思わぬ収穫があった。
「この公園には悪魔が取り憑ついておる！」
　公園の野外ステージの上で、その人は演説していた。演説、というより怒鳴り声に近いのだけれど。
　聴衆は、私ひとりだけ。
　まさか、彼に会えるなんて。今日の幸運は、きっとこれで使い果たしてしまっただろう。
　ネットでは以前からたびたび話題になっていた。
　――井の頭公園には〝神様〟がいる。
　その神様こそ、彼だ。
　見た目は、汚らしいジャンパーとスエット、一部黒く変色した縦たて縞じまの白い野球帽という出いで立たち。ジャンパーの肩の部分は、フケまみれになっている。背は低く猫背気味。年齢不詳だけれど顔は皺しわだらけで、明らかに五十歳は超えているだろう。
「武蔵むさし野のの大地は、ウォーデンクリフの電磁波によって汚染されておるのだ！　もちろんこの公園もだ！」
　静かな公園内に、神様の声はよく響いた。
　今、この空間にいるのは、神様と、私だけ。
　それが、とても素敵な巡り合わせに思えた。
　それに、なぜだろう。彼の話の内容が妙に気になってしまう。
　だから私は、聞き取りづらい神様の言葉に、黙って耳を傾けていた。
「ニコラ・テスラの実験は続いておる！　それこそが東京電磁波塔による世界システムなのだ！」
　彼は私の存在を、どう思っているのだろう。
　話し続ける彼は、私がこの場で立ち止まってからこれまで一度も、私のことをはっきりと視界に捉とらえようとしない。
　私に気付いていないなんてことはあり得ない。野外ステージの上からなら、周囲をよく見通せるのだから。
　なのに、私の方を見ようともしないのは、なぜ？
　私の存在なんてまったく眼中にないの？
　自分に酔いしれていて、他人なんかどうでもいいの？
　酔っ払って前後不覚になっているの？
　意図的に見ないフリをしているの？
　単に、照れているの？
　神様って、照れるものなのかしら。
　たとえどれだけ歳としの離れた人だろうと、男性から相手にされないのは、女のプライド的にちょっとばかりショックだったりするのだけれど。
　私の内心など当然知らず、彼はなおも怒鳴り続けている。たまに、手に持ったワンカップの日本酒を口に運ぼうとするけれど、すでにその中身は空。けれど、しばらくするとそれを忘れたかのように懲りずにカップを口に持っていき、中身が入っていないことに舌打ちを繰り返す。
「かわいらしい人」
　聞こえないように、つい独り言をつぶやいてしまう。
　世の中の男性は総じてかわいらしいというのは、私の持論だったりするので。
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  　それこそ、歳は関係ない。
　なんだか、だんだん我慢できなくなってきた。
　彼の瞬間瞬間の姿を、どうしても絵にして残したい。そんな、マンガ描きならではの衝動が湧わき上がってくる。
　野外ステージ前のベンチに腰を下ろすことにした。
　でも、雨上がりということもあってそれは濡ぬれていて、もし座ったらお尻しりが泥だらけになってしまう。
　困ってしまったけれど、すぐに思いついて、今朝買ったばかりのマンガ週刊誌をベンチに置いた。そこに腰を下ろす。これなら、お尻が濡れることはない。表紙に写っているグラビアアイドルには申し訳ないけれど、我ながら名案だった。
　座った拍子に、シャラリと胸のペンダントの飾りが音を立てた。この音が気に入って、以前に衝動買いしたものだ。でも、神様はその音にすら関心を示さなくて。
「二基の巨大なアンテナが、武蔵野一帯へ二十四時間体制で向けられておる！　衆人環視の下で堂々とじゃ！　人々が怒りを露あらわにしないのは洗脳されている証拠なのじゃ！」
　――本当は、気付いているくせに。
　そんな想像をするだけで、ますますその汚らしい初老の男性のことがかわいらしく思えて、身悶えしてしまいそう。
　バッグからスケッチブックを引っ張り出し、じっくりと神様を観察しながら、まっさらなページに鉛筆を走らせた。
　私は、神様をスケッチする。
　ふとそんなロマンティックなフレーズを思いついて、ひとりでクスクスと笑う。
　今度出す本のタイトルにするのも悪くない。
「目に見えず音もなく匂においもない！　だがそれは確実に我らの生活を蝕むしばんどる！　病院に行ったところで無駄だ！　あそこにこそ闇やみの陰謀が渦巻いておるからな！」
　神様は、モデルとしては挑戦しがいがある。
　皺だらけの顔をくしゃくしゃにして、口から唾つばを飛ばしながら演説する様子には、鬼気迫るものがあった。
　できればその表情を維持したままピタリと静止してほしいけれど、神様相手に絵画モデルのような注文はできないし。
　なかなか思うように描かけないのは、それだけが理由ではなくて、寒さで手が早くもかじかんできたせいもある。
　ふと思いついて始めたスケッチだけれど、このまま続けるべきだろうか。さっさと切り上げてしまうべきだろうか。
　迷いながら、なおも鉛筆を滑らせていたら―――
　背後から、砂利を踏みしめる足音が近づいてきた。
　私と神様だけの時間を、邪魔された気分。
　舌打ちしそうになるのをこらえて、振り返ってみた。
　そこに、ブラウンのスーツとベージュのトレンチコート、コートと同色のソフト帽という出で立ちの、小柄な青年がいた。
「あっれ〜？　おかしいな、ここでヴァンガのカード受け渡しをするって、ヤフオクの出品者に言われたんだけど。やっぱり現地受け渡しなんて信用しちゃいけなかったかなぁ」
　よく分からない独り言をつぶやきながら、首を傾かしげている。
　神聖なる巡り逢いの時間は終わり、場に急速に俗っぽさが戻ってくる。
　青年はなおも周囲を見回してから、今この瞬間に気付いたかのように、私に視線を固定した。
「おっと、もしかして貴女あなたが取引相手？　あ、僕のハンドルネームは『どーもぜにがたです』なんですけど」
「分からないわ。申し訳ないけど」
　微笑ほほえみつつ否定すると、青年はソフト帽を取ってゆっくりお辞儀した。
「それは失敬を。いや、実はネットのオークションでヴァンガのレアカードを落札しましてね。一刻も早く生意気な中学生たちに自慢してやろうと、手渡し可の取引を選んだら、待ち合わせ場所にここを指定されたんですよ。しかしうっかり騙だまされたようです。はあ、失敗したな。あ、とは言え最近は貴女みたいな美しい女性ヴァンガプレイヤーも多いので、もしかしたらと、ちょっとした淡い期待を抱きながら声をかけちゃったわけなのですよぉ、はい」
　立ち振る舞いがクネクネしていて、少し奇妙な人。少なくとも私の知り合いにはいないタイプだ。
「クス、かわいらしい学生さんね。コスプレかしら？」
「これでも大卒の社会人ですよ。この格好も僕の仕事着です」
「ふぅん？　ということは私より年上なのね。それでも、やっぱり私の印象としては、あなたはかわいらしいと思う」
　と、童顔のトレンチコート君は真顔になってスッと背筋を伸ばした。
「今、貴女は私の大事なものを奪っていきました」
「へえ。聞かせてもらおうかしら。大事なものって？」
「私の心です」
　どこかで聞いたことのあるフレーズだった。
　つい、噴き出してしまう。
　なかなか徹底しているけれど、やはり小柄で童顔なので、どうしても滑こつ稽けいに見えてしまって。
「ところで」
　トレンチコート君が、野外ステージの方へと目を向けた。
「汚染は武蔵野だけではない、東京だけでもない、日本だけでもない、すでに世界へと広がりつつあるのだ！」
　私とトレンチコート君のやり取りなどまったく意に介することなく、神様はなおも怒鳴り続けている。
「あのオジサンは、何者です？」
「神様」
　私がそう答えると、トレンチコート君は意外そうな顔をした。
「神様のお知り合いをお持ちで？」
「いいえ。知り合いじゃないの」
「でもあのオジ……神様のことを絵に――」
「勝手にやっているだけ」
「怒られないんですか？」
「案外平気みたいね。神様は心が広いのよ、きっと」
「見せてもらっても？」
　トレンチコート君の申し出に私は快くうなずき、まだ描いている途中だったけれどスケッチブックを手渡した。
「やあ、これはとても上手だ！　どこぞの壁サークルの方ですか？　む、待てよ、でも萌もえ絵という感じじゃないんだよなあ。ただ、とても上う手まい。どこかで見た絵柄のような気もします。んー、学生さん？　芸大生？」
　私は首を横に振った。
「学生だけど、芸大じゃなくてすぐそこの成せい明めい大」
「あそこに芸術学部なんてありましたっけ？」
「ないわね」
「ただの学生にしては絵が上手すぎる……」
　そんなどうでもいいことで真剣に考え込んでいたトレンチコート君はやがて、ハッとして顔を上げた。
「そうか、ここは吉きち祥じよう寺じ。吉祥寺に住む漫画家は多い。つまり貴女も漫画家ですね？　ぜひとも僕と握手を！　そうしたらもう一生この手は洗いません」
　一言も漫画家だと答えていないのに、彼はもう私と握手するつもりで手を差し出してきている。
　その手を見て、私は肩をすくめた。
「漫画家と言っても、同人だから」
「ということはコミケに参加したりしていますか？　ジャンルは？　ＢＬだと僕の守備範囲外になってしまいますが。でもやはりどこかで見たことがある気がするんですよ、この絵柄」
「…………」
　なんだか、このトレンチコート君の喋しやべり方、少し苦手かもしれない。まるで、最初から知っていることをいかにもとぼけて、私の口から語らせようとしているように感じて。
　ううん、〝まるで〟じゃないか。
　トレンチコート君は、最初から私が目当てだ。でもナンパとは思えない。それ以外のなんらかの理由を持って、彼は近づいてきている。
　その辺の勘は鋭い方なのよね、私って。
　どうせだから、ちょっとからかってみることにした。
「君は、噓うそをついているでしょう？」
「というと？」
　トレンチコート君はきょとんとして首を傾げる。いちいち芝居がかった仕草。
　私はため息をついて見せた。
「どこで私の本を見たことがあるっていうの？　聞きたいな。聞かせてよ。私をナンパするための噓じゃないって言うなら、ね」
「う〜ん、それが、本気で思い出せない。あぁ〜、ださい。今、僕はすごください感じだ。すみませんがペンネームを聞かせてください。あなたの作った同人誌のタイトルでもＯＫです。僕もこの目で読んでいるかもしれない」
「私のペンネームは、西にし園ぞの梨り々り花か――」
「ええ、知ってます」
　名乗れって言ったくせに、言い終わる前に私の言葉を遮り、手を握ってきた。
　その目つきが、明らかに変わったように見えた。例えるならまるで、羊から一瞬で狼おおかみに変化したみたいに。
　その違和感をはっきりと自覚できたから、彼が私の手を握りしめながら浮かべた笑みが、空恐ろしく感じた。
「やっぱり、最初から知っていたのね。いじわるな人」
「貴女の描いた『昏い水の底』が、今ネット上で話題になっています。ご存知ですか？」
　馴なれ馴れしく手の甲をさすってくる。
「本当にネットなのかしら？」
「もちろんです」
「話題って、例えば、面白くない、みたいなこと？」
「そうですね。僕も読ませてもらいましたが、確かに面白くない」
　はっきり言ってくれるのは、むしろ嫌いじゃない。この人のことを好きになることはないけれど。
「ただ、とても興味深い内容でした。特に、三本目の話がいい。とてもいい」
「三本目？」
　それは男性同士の歪ゆがんだ純愛を描いたポルノだった。
「ＢＬは守備範囲外じゃないの？」
「そうです。ただ内容そのものにはとても興味がありましてね。ぜひ、どのようなきっかけであの話を着想したのか、聞いてみたいとずっと思っていたんです。だって、普通だったら思いつきませんよ。愛する人の死体を犯した後、その歯を形見代わりにナイフでえぐり取る、なんていうことはね」
　それは雨上がりの昼間の公園でする会話の内容としてはふさわしくなさすぎて。
　私は、たまらず自じ嘲ちよう気味に唇を歪めた。
「私は、アイデアを思いついたりはしないの」
　彼の手をやんわりと振り払う。
　ベンチから立ち上がり、彼の目をじっと見つめ返した。
　彼は目をそらさない。
　私がなにを考えているのか、探ろうとしている？
　あるいは、自分がなにを考えているのか悟られまいとしているのかしら？
「生け贄にえを捧ささげよ！　世界システムが完成する前に、生け贄を捧げるのだ！」
　ラブシーンのように見つめ合う私とトレンチコート君に構わず、神様はなおも叫び。
　その拍子に、私は彼から一歩離れた。
「私の描く作品はすべて――」
　スケッチブックを返してもらう。
「私が、夢で見たものなのよ」
　そう答えた瞬間に。
　トレンチコート君はふっと息をついた。
「ところでＣＯＤＥのことなんですが」
「……？」
　いきなり話題を変えてきて、私は戸惑う。
　さっきと同じ。
　私のペースで話させてくれない。
「コード？　イヤホンとかの？」
「違います違います。アルファベットでシーオーディーイー。ＣＯＤＥですよ」
「よく分からないわ」
「夢で見たものを漫画にしているなら、その夢は予知夢ですか？」
　話題がまた元に戻る。
　こんがらがってきた。
　そんな私に、トレンチコート君はポケットからおもむろに、一枚の紙を取り出して見せてきた。
「あなたの描いた『昏い水の底』の１ページをコピーしたものです」
　トレンチコート君が指し示したのは、ごく何気ないコマだ。その背景に描いてあるオブジェの部分が、ご丁寧に赤いペンで囲われていた。
「ここ、見てください。文字が書いてありますね。アルファベットだ。なんて書いてありますか？」
「Ｃ、Ｏ、Ｌ、Ａ」
　清涼飲料水のオブジェだ。ネットに落ちていた画像を参考にして描いた。あえて、少しもじってあるけれど。


「違いますよ。分かっているんでしょう？　あなたが、描いたんですから」
「……そうね。これはＣ、Ｏ、Ｄ、Ｅ。で、それがなんなの？」
　トレンチコート君は次に、一枚の写真を取り出した。
　暗い部屋で撮ったらしいその写真。床に赤いペンキで描いてあるのは『ＣＯＤＥ』という歪んだ字だった。
「私の作品となにか関係のある写真？」
「とある殺人事件で、被害者が残したダイイングメッセージです」
　夢は、現実のものになった。
「あなたは……誰だれ？」
　たまらず、私は問いかけていた。
　もはや神様の演説も耳に入っていなかった。
「聞かなくても、あなたは既に僕のことをよくご存知のはずですよ。だって僕、こう見えても――」
　トレンチコート君が薄ら笑いを浮かべて私に詰め寄ってきて、耳元で囁ささやいた。
「あなたのマンガに出てくる刑事ですから」
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　目、目、目……。
　とにかくみんなが僕を見ている。そんな気がする。
　猟奇殺人の容疑者。
　頭のオカシイ人間。
　サイコパス。
　殺人鬼。
　人でなしのクソ野郎。
　みんなが僕のことをそういう目で見ているんじゃないか。
　それを想像して、足がすくんだ。
　週末はそれでも雨が降っていたから、傘で自分の顔を隠すことができたけど、今日の日中にはそれもやんじゃったから。
　陽ひは落ちてすっかり暗くなってるものの、ずっと心臓は早鐘を打っていた。
「鍵かぎ穴あなを……鍵穴を探さなきゃ……」
　僕は追われている身だ。
　警察にはもうとっくに僕の存在がバレてるに違いない。
　ニュースでも言っていた。橋はし上がみ教授が殺された現場から逃げる人影を見た人がいる、って。
　きっとネットの裏サイトとかでは僕の顔写真まで貼はられてて、街を歩く全員が僕のことを血眼で捜してるんだ。
　いつ指を差されるか分からない。ほんの数秒後かもしれない。
「鍵穴を……」
　ふと、建設途中のマンションを見かけて、そっちにフラフラと足を向ける。この日の工事は休みなのか、ひっそりと静まり返っていて人の気配もない。
　建設現場を囲っているフェンスに、なんの変哲もないくすんだ色をした南なん京きん錠じようがかけられていた。出入口として開閉可能なアコーディオン式のフェンスに、それは鍵として取り付けられている。
「鍵穴……！」
　僕は吸い寄せられるようにその南京錠に近づきつつ、ポケットから金歯鍵を取り出した。それを南京錠の鍵穴へと差し込む。
「入れ……入ってくれ……」
　当たり前だけど、鍵穴と鍵の大きさは、まるで合わなかった。
「なんで……入らないんだよぉ……」
　無理にねじ込もうとすると、金歯鍵そのものが欠けたり壊れちゃうかもしれない。
　仕方なく僕はその場から離れた。
　周囲の目を気にしながら、とにかくひたすら鍵穴を探して歩き続ける。
　この鍵だけが、今の僕を窮地から救ってくれるもののはずなんだ。だから僕は、これにすがるしかなかった。
　理性では分かってる。そう簡単に、そう都合よく鍵穴が見つかるわけなんてない。
　でも自分を救うためには、探し続けるしかないんだ……！
　そうやって、寒い中を歩き続けていたら、武蔵むさし野の八はち幡まん宮ぐうの前に出た。車がやけに渋滞していて、苛いら立だたしげなクラクションが何度も響く。
　なんだかいつもより騒がしい。
　恐る恐る様子を探ってみると、原因は八幡宮のすぐ隣にある安あん養よう寺じの前だった。そこに多くの人が群がっていた。照明もこうこうとたかれている。
　彼らがマスコミだと気付いたとき、僕はハッとした。
　橋上教授の葬儀が、今日安養寺で開かれるって、昼頃ごろのニュースで見た気がする……。
　街道沿いからだと、寺の本堂を見ることはできない。小道が少し奥へと続いていて、そこにある門の先が境内になっているからだ。
　門の前で、複数のテレビ局のレポーターたちが寺を背景にしつつカメラに向かってなにやら神妙な様子で喋しやべっている。
　ちょうど夕方のニュース番組の時間だから、生中継中らしい。
「あ……あ……」
　近寄れない。近寄れるわけがない。
　もしここで、のこのこと寺の中に入っていったりしたら、僕の姿がテレビに映っちゃうし。
　それに、教授の遺族に、なんて言えばいいんだ。教授の遺体を見つけて歯を引っこ抜いて通報もせず逃げましたなんて、言えるわけがないじゃないか！
　とにかくマスコミに見つかるのはまずい。あいつら、警察から情報をリークされてるはず。きっと僕の顔も知れ渡ってる。
　今すぐここから離れないと……。
　その場で回れ右をして、来た道を引き返す。
　体が震えるのは、寒いからなのか、それとももっと別の理由なのか……。
　手はかじかんでいて、痛みすら感じる。
　家に帰ろう。
　誰にも見つかるな。誰にも怪しまれるな。
　顔を上げられない。足あし許もとだけを見つめて、重く感じる足を前に進める。
　惨めな気持ちと、教授への罪悪感で、吐き気をもよおす。
「これじゃ……犯罪者じゃないか……」
　僕はこのまま社会からドロップアウトしちゃうんだろうか。
　学校は、教授の死体を見たあの日の翌日からずっと休んでいた。
　母さんは僕の顔色があまりに悪かったせいか、特になにも言わずに休むのを許してくれた。
　学校じゃ、僕のことを心配するようなクラスメイトはいない。唯一、りょーたすから何度か電話が来たけど、全部無視していた。
　このままじゃ、待っているのはガチの引きこもり生活だ。
　こんなはずじゃなかったのに。
　こんなこと、望んでなかったのに。
　なんで僕はあの日、橋上教授のところなんかに行ってしまったんだろう。
　涙が出そうになったけど、周囲の人に怪しまれると思って必死でそれをこらえた。
　不安が、全身にのしかかってくる。体が重い。歩くだけでとても疲れる。人や車の多さに動どう悸きがだんだん速くなり、息苦しくなってくる。たまらず、大通りから狭い路地に入った。この辺は一歩路地に入れば、五日市街道と並行するように住宅街を裏道が貫いている。人通りの数もぐっと減る。
「鍵穴……」
　廃屋の前を通りかかった。玄関の引き戸は、ガラスにヒビが入っている。もう長い間、放置されているんだろう。暗い中で、僕はドアに寄っていき、鍵穴を探し当てて鍵を差し込んでみた。
「入れよ……入れよ……」
　垂れてきた鼻水をすすりつつ、鍵穴に無理矢理ねじ込む。
　そうしながら、ふと脳裏をよぎるのは。
　この鍵を――この歯を――橋上教授の遺族に、返した方がいいんじゃないだろうか、っていうこと。
　そしたらきっと楽になれる。
　でもすぐに、自分でそれを否定した。
　この鍵を手放したら、それこそ僕は破滅だ。そんな気がする。
　教授の家に忍び込めればいいのに。
　そんな不穏な考えも浮かぶ。
　教授が持っていた鍵なら、それに合う鍵穴は教授の研究室や自宅のどこかにあるって考えるのが一番自然だ。
　ただ、このタイミングで教授の家を訪ねることなんて無理だった。っていうか教授の家がどこにあるのかも知らない。
「うぅ、なんだよ……なんで、こんな……っ」
　どれだけ無理矢理ねじ込もうとしても、その引き戸の鍵穴に鍵は入らなくて。
　力を込めすぎて手が滑り、金歯鍵を取り落としてしまった。
　慌てて地面に這はいつくばり、目を凝らして鍵の行方を捜す。
　なんとか見つけ出して拾い上げたとき、通行人の何人かが僕に怪け訝げんそうな目を向けていることに気付いた。
　目、目、目。
　いくつもの目が、僕を射抜いてくる。
「や、やめてよ……」
　背中を冷たい汗がつたう。
「僕を見るなよ……」
　慌てて立ち上がり、急ぎ足でその場から離れた。
　外部の情報をシャットアウトしろ。
　視線なんてスルーしろ。
　僕は誰だれにも見られていない。
　大丈夫大丈夫大丈夫……。
　ぶつぶつつぶやきながら、ひたすら歩き続ける。
　できるだけ人のいない狭い路地を選びながら、家路を急ぐ。
　暗い。
　まるで自分が、先の見えない闇やみの中を歩いてるみたいだ。
　一人になりたいのに、一人でいるのが怖い。
　どれぐらい歩いただろう。
　もはやここは現実の世界じゃないのかも知れない。


　ふと気付くと、空から激しく翼をはためかせる音がした。
　カラスの羽音にしてはやけに耳に響く。
　ぎょっとして顔を上げた僕の前に、空から舞い降りたのは……。


　人間―――？


　いや、こいつは悪魔だ、と本能的に悟った。
　全身黒ずくめのその姿は、暗くら闇やみの中に溶けこんでいてはっきりしない。
　血の色にも似た紅あかい双そう眸ぼうだけが浮かび上がり、異様なくらいギラギラとした輝きで、まっすぐ僕を見据えている。
　男の背中には象徴的な大きな翼が覗のぞいている。


「あく…ま……」


　羽毛のない黒い翼、そのてらてらとした表面には、星明かりがかすかに反射している。
　想像上の悪魔の姿そのものを体現した存在が、なぜかそこにいた。
　僕は恐ろしくなって、踵を返して逃げようとした。自然と悲鳴を上げていた……かと思ったけど、声は出なくて。
　直後に、全身に強いしびれが走った。
　静電気を数百倍、数千倍も強くしたような。
　りょーたすのポヤガンで撃たれたときのような。
　そんな衝撃が全身を駆け抜ける。
　寒い。
　もともと空気は冷え込んでいたけど、その寒さとは違う種類の冷気が全身を包む。氷水を浴びせかけられたみたいだ。寒さを通り越して痛みを覚える。体が、文字通りカチンコチンに凍り付いていく。手足の先の方から徐々に感覚が失われていく。
　動けない。手も足も、口も、眼球すらも動かせない。
　視界の中にぼんやりと映っている悪魔は、僕に向かってなにか喋ってるみたいだったけど、聞こえてくるのは、不快な歯ぎしりの音だけ。
　と、悪魔は僕の鼻先まで顔を寄せてきた。
　火傷やけどしそうなくらい熱い吐息が頰ほおにかかる。
　悪魔は鋭いかぎ爪づめを生やした手を、僕の胸元に置いた。
　心臓を持って行かれる――
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  　そんな気がして絶叫したくなったけど、できなくて。
　ただ絶望のままに為なす術すべなく事態を見つめていたら、悪魔は、かすかに嗤わらって、僕の体を突いた。
　凍り付いて石像のようになっていた僕はバランスを失う。
　体が揺れ、傾き、倒れていく。
　僕の目には、地面が勢いよく迫ってくるのが見えた。
　そうして、アスファルトの上に倒れた衝撃で、僕の体は粉々に砕け散った――


「――っ!!」
　跳ね起きた。
　勢い余って、ベッドから転げ落ちる。
「…………」
　自分の部屋だった。
　息が苦しくて、ゼイゼイと荒い呼吸を繰り返す。喉のどがカラカラに渇いていた。でも水を飲みに行く気力も湧わかなくて、僕は床に這いつくばったまま、しばらく呆ぼう然ぜんとしていた。
　時計を見ると九時過ぎだった。窓の外は明るい。学校の始業時間には完全に遅刻だ。最近はずっと休んでるから関係ないけど。
　遠くから複数のヘリの音が響いてきていて、やけに騒がしく感じる。
「夢オチか……」
　橋はし上がみ教授の事件があった夜以来、眠ると必ずうなされるようになった。
　いっそ全部夢にしてくれたら、どんなに楽だろうって思うこともある。
　全身は汗びっしょりだった。着ていたシャツがじっとりと湿っていて、肌にまとわりつく。
　っていうか、股こ間かんあたりがすごく生温いんだけど。
　まさか……。
　心の中で必死に否定しつつ、恐る恐るズボンをめくって確認してみると。
『あーあ、その年にもなっておねしょしちゃったんだ〜。はっずかし〜。きゃはは』
「え？」
　ベッドの傍らに置いておいたスカイセンサーから、女の声が聞こえてきた。
　耳を疑った。
　この声って、僕が教授の死体を見つけたときに歯を引っこ抜くよう指示したあの声じゃないか！
　慌ててラジオにすがりつく。ラジオにくくりつけてあるゾン子のストラップがゆらゆらと揺れた。
「ゆ、ゆ、夢じゃないよな！」
『おねしょしちゃったのが？』
「お、お前だよ、お前！　喋しやべってるよな!?」
『私のことなんてどうでもいいでしょ。それより、大変なことになってるのよ！　テレビ点つけて！』
「どうでもよくないよ、お前いったいなんなんだよ、お前のせいで僕は――」
『うるっさい、いいからテレビ点けて！　早く！』
　有無を言わせない迫力に、僕は従うしかなかった。
　着替えることすら許されず、ラジオを入れたバッグを肩に提げてリビングに向かう。母さんはもう出かけたのか、姿はない。
　リモコンを持って、テレビの電源を入れた。
『――たった今警察から最新の発表がありました！　これまでに発見された遺体は全部で、ご、五十一体！　五十一体となりました！　その数はさらに増えるだろうということです！』
「え？」
　悲鳴にも似た女性レポーターの声に、僕はテレビ画面に目を向けた。
　映っているのは、見知った風景。どう見ても井いの頭かしら公園だった。
　でも、いつもののどかな雰囲気は画面内からはまったく伝わってこない。警察官たちがあたふたとした様子で走り回り、それを遠巻きに多くのマスコミたちが見ている、という構図だった。あちこちにブルーシートによる覆いが張られ、公園内の池を見通すことはできなくなっている。
　なにかとんでもないことが起きている。それだけは、一目で分かった。
『繰り返し、お伝えいたします！　今日未明、東京都三み鷹たか市の井の頭公園内の池から、少なくとも五十体を超える遺体が発見されました！　池には、さらに百体以上の遺体が沈んでいるとみられます！』
　五十体？　さらに百体以上？
　ゾワリと、悪寒が走った。
「なんなの……それ……」
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〝死の世界〟ってどんなところか知ってるか？
　カリスマ霊能者やら、お偉い学者さんらがテキトーな話をでっち上げては、都合良く世界観を作ってるみてえだが、あんなのは当然ながら全部ウソだ。
　これまでに映画とか漫画とか小説とかで描かれてきた霊界とかいうものだって、笑っちまうくらいにデタラメだ。
　つまり、ちゃんと生きてる人間で、死んだ後の世界を知ってる奴やつなんてほとんどいねえってことだ。
　けど、ここが重要なんだが、死の世界を知ってる奴は、ごく一部だがマジでいる。
　で、実は俺もその一人だったりする。
　俺がどうして死後の世界を知ってるかって？　そんなの説明するまでもねえ。
　なぜなら俺は、何度も、何度でも――


　死んでいるからさ。


　俺が最初に死んだ日は、とにかくクソ暑くて、蟬せみの鳴き声がウザいほどに騒がしかった。
　あのとき、俺の目の前に急に俺のニセモノが現れた。
　一瞬、自分が二つに分身したのかと疑ったよ。
　でもすぐに、そうじゃねえって理解した。
　だってもう一人の俺は、目の前で眠っちまったまま、起きようとしないんだ。
　それでピンときた。俺は分身したんじゃなくて、死んじまったんだってな。
　ま、謎なぞって呼べるほどのものでもなかったわけだ。俺みたいなクソ野郎でもすぐ理解できるぐらい、状況は分かり切ってた。むしろ最初に「分身したか？」なんて考える俺は猿並みに頭の回転が悪いって言える。


　俺は、あのとき〝自殺〟したんだ。


　結果、幽体離脱しちまったことになるのかな。死んだつもりが、肉体と魂が分離しただけで済んだ。
　すぐに体にも戻れた。
　テメエの人生をほんの少しだけ見直し始めたのは、皮肉にも自殺した後ってことになる。
　ちなみにその後も何度か死んでみたが、決まって元の体に戻ることができた。
　こいつはマジですげえ能力なんだって、何度か試してようやく確信した。死ぬ気になればなんだってできるってよく言うが、まさにその通りだったってわけだ。
　一度だけ、幽霊遊びをあまりに長く続けちまったときがあった。だいたい二週間ぐらい体から離れてたけど、それでも全く問題なしだった。
　まあ、体にけっこう負担がかかるから、あんまりしょっちゅうやるのは無理だけどな。やりすぎると次の日まで起き上がれないぐらい体じゅうの関節が痛くなる。骨が軋んでるんじゃねえのかと思うぐらいだ。長くやり過ぎるとマジで死ぬかもしれねえ。試したことはねえが。
　それと、詳しいことは分かんねえが、どうやら幽霊のときに体感してる時間と、リアル世界の時間には、けっこうな誤差があるらしい。
　不思議なんだが、幽霊でしばらく過ごしてからリアルに戻っても、あんまり時間が進んでねえ。俺は勝手に、幽霊でいる間はもの凄すごいスピードで未来を見てきてるんだって思ってる。生きてる体に戻っても実際にあんまり時間が進んでないんだよ。信じられねえような話だが、そもそも幽霊の話だ。何がどうなってるかはさっぱりわからねえ。


　で、ここからが面白いところだ。
　何年か前に俺は、西武新宿線の武蔵むさし関せきあたりの線路沿いで、幽霊として何度目かの〝さまよい実験〟をやってたんだ。
　けっこう深夜で、周囲の家はいずれも窓の明かりが消えていた。
　そこで、俺は一人の女を見かけた。
　冬のクソ寒い日に、コートも着ず、靴も履かずフラフラ歩いていやがった。
　少し気になって様子を見ていたら、女は踏切の警報音が鳴り続ける中、バカみてえに遮断機をくぐり抜けようとしはじめた。
　線路の先から迫る電車が、警笛をヒステリックに鳴らしてた。
　そんなクソうるせえ状況の中で、なぜか知らねえが、俺にはハッキリと女の声が聞こえたんだ。女は口を開いてもねえのにな。
　要するにあれは心の声だったんだろう。
　とにかく聞こえたんだ。
　そのときばかりは「ほぉ、さすがは幽霊」って思ったよ。
　込み入った事情は俺には知ったことじゃなかったが、女は死のうとしてた。死ねば幸せになれるみてえなことを、ひたすら心の中で念じてやがった。
　さすがにいくら幽霊の俺でも、電車に轢ひかれて女がミンチになるところなんて見たら寝覚めが悪い。
　だから試しに、俺も心の中でだけ、女に呼びかけてみたんだ。幽霊になってからそうやって誰だれかに話しかけるのは、それがはじめてだった。
　で、だ。
　その場に実体もなく存在してる俺の声を聞いた女は、俺のことをなんて呼んだと思う？
〝悪魔〟だって言ったのさ！
　あのときはまったく傑作だったな！
　しかもその女、悪魔と呼んだくせに俺のことを恐れるどころか、むしろ懐いてきやがったんだ！
　とんだ死にたがりのメンヘラ女だぜ、まったく！
　ま、俺としても〝悪魔〟って呼び名は、意外と気に入っちまったわけだが。
　女との関係は、その日から始まった。
　頭が沸いてる女の話を長々と相手にするのは結構しんどかったんだが、しばらくして女がいきなり「黒魔術代行屋をやりたい」って言い出しやがった。
　それには俺もピンと来た。
　――これは間違いなく金になる、ってな。
　なにしろ女には、俺っていう〝本物の悪魔〟が憑ついているんだから。
　実際、女は自分に酔いやすい性格だった。思い込みが激しいとも言える。たまに、自己催眠でもかけてるんじゃねえかと思うこともある。
　女は俺のことを疑おうとしなかった。
　だからこの二年近く、俺たちは相棒としてつかず離れずの関係を維持できたのかもしれねえ。
　だがここに来て、俺の周囲が少しきな臭くなりつつあった。
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  　橋はし上がみとかいうおっさんの髪が、紅くれないノの館のポストに入れられていたときあたりから、イヤな予感はしてたんだが。
　女が動揺し始めてるのが、俺にとっては面倒だった。
　このままだと俺と女の関係に綻びができるかもしれねえ。
　そうなれば大事な金づるを逃しちまう。
　さてどうするか。
　まずは、女の周辺をうろちょろと嗅かぎ回ってる連中の正体を探ってみることにしようか。
　当然、女にも協力してもらう。
　というわけで女の店に行ってみると、女はこの日に限って、奇妙なことを言い出した。
「今朝は、いつもより貴方あなたの声がはっきり聞こえるような気がします」
「へえ、なるほどねえ。そいつは面白いな」
　俺はたまらず笑いそうになっちまった。
「ま、そりゃそうなるよな。フフン」
　だが、そんなことは俺にはどうでもいいことだった。
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　定時に出社したら、編集部は大騒ぎになっていた。
　このあいだ橋上教授が亡くなったときとは比べものにならないほどで、誰もが本来の仕事をほっぽり出し、ある人はテレビに釘くぎ付づけになっているし、ある人はネットでひたすら情報を集めているし、ある人は知り合いの専門家などに片っ端から電話をかけていた。
　いったい何事!?
　なにかとんでもない事件でも起きたのだろうか。
　今朝はちょっと遅刻しそうだったから、ろくにニュースとか見ていなかったのだ。
　私はコートを脱ぐと、編集長が陣取っている来客用ソファへ向かった。そこに、この編集部で一番大きなテレビが置いてある。
「おはようございます、なにかあったんですか？」
　私が声をかけても、編集長はかすかにうなずくだけで、テレビ画面に釘付けだ。他ほかに集まっている十人ほどの編集者たちも含め、みんな深刻そうな面持ちで見入っていた。
　私も画面へと目を向けた。
　画面左上には、テロップが表示されている。それを読んで、自分の目を疑った。


『井いの頭かしら池に七十体以上の遺体』


「え、七十……!?」
　七十人分の遺体が見つかったっていうこと？
　井の頭池って、そんなに大きい池じゃない。水深だってそんなにないはず。
　それにあの公園は、平日でもかなりの人が訪れる憩いの場で、吉きち祥じよう寺じ駅からも近い。そんな人目の多い場所から、七十体もの遺体が見つかっただなんて。
　そんなこと、あり得るの!?
　テレビ画面には、井の頭公園を空撮している映像が流れていた。
　ヘリに乗る男性レポーターは、冷静になろうと努めているもののその努力はまったく功を奏していない。
『すでに最初の遺体が発見されてから、三、いえ、四時間ほどが経たっていますが、現場には捜査員の数がさらに増え、騒然としています！　上空からは井の頭池の全体が見渡せるのですが、あちこちで、今も、ボートに乗った捜査員の手によって遺体が引き上げられているのです！　女性や子供のものと見られる遺体も多く、これはもう悪夢としか言い様がありません……！』
　レポーターの言葉通り、捜査員によって遺体が引き上げられている様子も映し出されていた。
　みんな服を着たままで、あまりの生々しさに私は言葉を失ってしまった。
　水死体の特徴として体のガスが溜たまってパンパンに膨れあがるケースがあるけど、見る限りそうした死体は少ないみたいだ。まだ亡くなってからそんなに時間が経っていないのかもしれない。
「死体、映しちゃっていいのかよ？」
　編集長がボソッとつぶやいた。
　まるでその声が聞こえたかのように、同じタイミングで、男性レポーターが泣きそうな顔をしつつ、カメラ目線で叫んだ。
『カメラさん、なんとか遺体映さないようにして！　さっきから何度か見切れてる！　あんなかわいそうなの、視聴者には見せられない――』
　と、画面が切り替わった。
　今度は公園内にいる女性レポーターが画面に現れる。
『先ほど、新しい情報が入りました！　発見された遺体が、百体を超えました！　警察の発表によりますと、発見された遺体は百体を超えたということです！』
「アセンション……」
　百……。
　その数字に、すぐには実感が湧わかない。
『池に沈んでいる遺体はまだかなりの数にのぼり、最終的に二百体を超える可能性が高いとみられます。引き上げ作業はかなり難航しており、身元確認作業もまったくできていない状況です』
　と、報道ヘリの飛ぶ音とは別に、やけにけたたましい音がその中継画面内から響き始めた。
『あっ、ご覧ください！　大型の、あれは、パワーショベルでしょうか。公園内に入ってきました！　池の方へと向かっていきます！』
「おいおい、まさかあれで、池の底をさらうつもりかよ!?」
　テレビを見ていた編集長があ然として声を上げた。
「池にはまだ遺体が沈んでるってのに！　いや、遺体だけじゃない、この事件の謎なぞを解き明かすような重要ななにかが眠っているかもしれないってのに！　それなのに重機を池に突っ込んで根こそぎかっさらうなんて、警察はバカなのか!?」
　いかにもムムー的な思考だけど、それは正論だ。この事件は常軌を逸している。現場はできるだけ保存した方がいい。なのに警察は、遺体をすべて引き上げることをなによりも優先したようだった。
「いったい、なにが起きたんです!?　なんでこんなにたくさんの死者が……!?」
　誰も答えてくれない。
　ここでテレビを見ている全員が、私と同じように戸惑っている。
　この事件は異常だ。
　テレビに映った遺体の損傷具合を見る限り、死後それほど時間は経っていない。
　だとしたら、ごく短期間のうちに――おそらく一日か二日の間に――あの池に百体以上の遺体が忽こつ然ぜんと出現したことになる。
「これ、オカルト現象、ですかね？」
　おそるおそる編集長に声をかけてみたが、うなずくだけでそれ以上の反応はなし。
　憶測はよくない。もっと情報を集めるのが先決かもしれない。
　私は自分の席からノートＰＣを持ってきて、ネットに繫つないだ。
　そもそもどうしてこんなに多くの遺体があの池から見つかったのか。彼らはいつ、どうやって死んだのか。
　それを知りたかった。
　各ニュースサイトを回ってみる。
『井の頭池で五十人以上の遺体発見』
『池の中にはなお遺体が。二百体以上の可能性』
　関連記事のリンクを辿たどっていくと、そうした見出しが次々と出てきた。
　やっぱり、詳しいことは警察もマスコミもまだ摑つかめていないらしい。
　そんな状況にもかかわらず、海外のＣＮＮやロイターなどもすでにニュースとして扱っていた。
　ダメもとで、まとめサイトなども検索してみる。
　まだ情報はほとんど出ていないにもかかわらず、２ちゃんねるのニュース速報板には関連スレッドが乱立し、祭りに発展しているみたい。
　試しにまとめサイトの一つをのぞいてみた。




『井の頭池で死者数五十人以上』


　今日午前六時頃ごろ、東京都三み鷹たか市の井の頭公園で、池に人が浮かんでいると警察に通報があった。警察が調べた結果、二十〜三十代の男性の遺体が井の頭池の中から発見された。さらにその周囲から、立て続けに五人の男女の遺体が見つかり、武蔵むさし野の署は井の頭公園を封鎖し、捜査員を増員して捜査に当たっている。
　午前八時までに確認された遺体は五十体を超えたが、なお池の中には多数の死体が沈んでいる模様だ。




2：名無しがお送りします
　は？　五十体!?


8：名無しがお送りします
　え！！！！？？？？
　あの池にそんなに沈んでたの！！！？？？？
　いつから!?　いつから！！！？？？


9：名無しがお送りします
　マジかよ昨日行ったけど死体なんてどこにも見当たらなかったぞ!?


10：名無しがお送りします
　去年、あの池のボートに彼女と乗ったんだよな
　そういえばそのときもドブみたいな匂いがしてた希ガス


12：名無しがお送りします
　さらに増える可能性ありとかヤバすぎだろ。最終的にどれぐらいになるんだろう


13：名無しがお送りします
　日本終了のお知らせ
　お前らまたな


16：名無しがお送りします
　災害とかのニュースでも最初は「怪け我が人にんが数人」って報じてたのに、時間が経つにつれ
　てどんどん犠牲者数増えるでしょ？
　あれと同じ。確認取れてないから数字少ないだけ
　これからどんどん増えるよ
　監察医が死体を調べて死亡確認したらはじめて池から引き上げられた「息をしていない
　人間」は「死体」と認定される
　今ごろ監察医の前に死体が順番待ちしてる状態だわ


17：名無しがお送りします
　いったいなにが始まるんです？


21：名無しがお送りします
　シャレにならない
　マジヤバイってこれ！
　怖すぎてチビりそう


24：名無しがお送りします
　おいおいそんな大量殺さつ戮りく、誰だれがやったんだよ？
　こんなの個人で殺せる数じゃねえだろアホか


25：名無しがお送りします
　>>24
　だれも殺人とは言ってないだろ
　流れ読めや


　ヒント：アホはお前


26：名無しがお送りします
　だったら事故って言いたいのか!?
　だったらいったいなんの事故だよ？
　それこそあり得ないだろ
　現実的に考えろよ


31：名無しがお送りします
　井いの頭かしら公園の神様のしわざとしか思えんな
　あそこ神様居るって知ってた？


32：名無しがお送りします
　なんかの呪のろいじゃね？
　吉きち祥じよう寺じって最近いろいろあってヤバかったし


35：名無しがお送りします
　>>31
　今、その話イラナイから
　ってか秋田市


36：名無しがお送りします
『たまたまあの池で事故が重なった』
　なんて思うヤツは居ないだろうな？
　そんな偶然はあり得ない
　なんらかの意志が働いているのは間違いない


54：名無しがお送りします
　>>36
　その意志というのが人間の意志だとは限らないよな？
　怨おん念ねんとか呪いとかそういう呪じゆ術じゆつ的てき要素も考えるべき


61：名無しがお送りします
　お前ら知ってた？
　日本じゃ毎年８万人以上の人間が行方不明になる
　その98％は所在確認されるけど
　残りの２％は不明のままだ


　あとは分かるな？


63：名無しがお送りします
　天てん狗ぐじゃ！　天狗のしわざじゃ！！！


67：名無しがお送りします
　そう言えば友達の友達が
　井の頭公園はヤバイから近づくなって前に言ってたらしい
　霊感ある人ならすぐ分かるらしいお


71：名無しがお送りします
　この前、池の水抜いて大規模掃除してましたよね？
　あれ、いつでしたっけ？


75：名無しがお送りします
　>>71
〝かいぼり〟だろ
　２０１４年だったはず
　ニュースになってた
　もちろんそのときは死体なんか一体も上がらなかった件


81：名無しがお送りします
　自転車が大量に沈んでたんだよね
　あの数のチャリが沈んでたなら
　人間だって百人沈んでてもおかしくない
　池の水もきたないから底見えんし


83：名無しがお送りします
　バカなの？
　さすがにそれはないわ
　こういうバカが居るから陰謀も平気で渦巻くわけだ


84：名無しがお送りします
　どこで死んでどうやって池に棄すてられたんですかねー！！？？
　誰か答えてみろー！！！！
　教えて！　ホームズーー!!


89：名無しがお送りします
　ひとりで五十人殺すとか無理だろ
　組織犯罪ならカルト宗教とか秘密結社とか絡からんでるのか？
　あの辺でそんな組織の噂うわさって聞いたことないぞ


93：名無しがお送りします
　仮に組織だとしていったいどんなヤバイ儀式かましたんですかねえ
　大量の生け贄にえとか中世じゃあるまいし。。。
　サタンでも呼び出したんかいな[image: ]


95：名無しがお送りします
　怖すぎる……もう部屋から出られない


97：名無しがお送りします
　>>95
　一生引きこもってろニート


99：名無しがお送りします
　>>97
　家に引きこもってひとりかくれんぼしてたって
　失しつ踪そうしちゃう人居るんだからムリじゃん！
　ニートだって安全じゃないんですよ!!


112：名無しがお送りします
　マジで幽霊とかの仕業な気がしてきた


120：名無しがお送りします
　例えば深夜とかに殺人鬼が徘はい徊かいしてて
　一日一人殺して沈めてたって話ならあり得るだろ
　その殺人鬼が人なのか人外なのかは知らんけど


126：名無しがお送りします
　死体を沈めたら浮いてくるでしょう？
　そんなの常識
　でも今日の朝まではまったく見つからなかったわけで
　映像見ると死体に重りが付けられていた形跡もなかった


　だったら考えられるのは
　・なぜかすべての死体が重りも付けられていないのに浮いてこなかった
　・昨日までは死体は池にはなく、一晩で突如出現した


　どっちにしろぶっ飛んでるわ
　超常的な力の介入なしじゃ説明できない


130：名無しがお送りします
　２ちゃんとかでオフ会やろうぜ的な募集なかったの？
　過去ログ漁あされば見つかるんじゃないか？
　みんなでｗｗｗ一緒にｗｗｗ自殺しましょうｗｗｗ
　みたいなの


133：名無しがお送りします
　>>130
　オカルト板行け
　そんなのいくらでも見つかる
「みんなで一緒にヤバイ霊を降ろすオフやろう」とか
「悪霊と対決オフ」とか
「心霊スポットで一暴れしようぜ」とか
　そういう連中の誰かがアホやって
　マジで霊の怒りを買って呪い殺されたかもしれん


134：名無しがお送りします
　吉祥寺に住んでるが
　救急車やパトカーのサイレンがずっと聞こえてる
　それはしょうがないとしても
　マスコミのヘリがウザすぎ
　いったい何機飛ばしてんだ！[image: ]


158：名無しがお送りします
　井の頭公園来てみたよー
　警察に入るなって怒られたｗ
　なんか公園だけ周囲より気温が五度ぐらい寒いような…
　俺の気のせいか？
　寒すぎてマジ震えてきた
　五分前までこんなことなかったのに


161：名無しがお送りします
　そう言えば俺
　二ヶ月前に井いの頭かしら公園で兵隊の幽霊見たんだった！


166：名無しがお送りします
　取材してるマスコミの中にも気分悪くなって倒れてる人続出してるってマジ？


171：名無しがお送りします
　そ　も　そ　も　な　ぜ　井　の　頭　公　園　な　の　か


　死体を棄てるならあんな人目の多い場所よりも
　海とか山奥とかに棄てた方がよっぽど目立たないだろ
　そこに棄てなきゃいけないなんらかの理由があったんだよ
　それは吉きち祥じよう寺じでここ何ヶ月か奇妙な事件が連発してるのと
　関係してるはず


183：名無しがお送りします
　吉祥寺の地下には龍脈が流れてる云うん々ぬんとかそういう話？
　初耳だけどなあ
　あの街って呪術的な要素あったっけ？




　ざっと書き込まれたコメントを読んでみて、思った以上にオカルト寄りの考えをする人が多いと感じた。
「もしかして書き込んでる人って、全員うちの熱心な愛読者だったりして」
　いや、そんなことはどうでもよくて。
　議論は活発に交わされているけど、どれも憶測で話をしているだけで、特に有力な情報はなかった。
　テレビの前へ戻る。
　編集長がテレビのリモコンを操作して、チャンネルをザッピングしているところだった。
　いまやほとんどの局が、報道特別番組に切り替えてこの事件を報じていた。
『こちら、武蔵むさし野の署前です』
　画面が、警察署前からの中継を映し出した。
　女性レポーターがクリップボードを持ち、深刻な表情でカメラを見ていた。
『先ほど、警察より発表がありました。現在までに確認された遺体には、いずれも外傷は見当たらない、とのことです。繰り返します。現在までに確認された遺体にはいずれも外傷はありませんでした』
　外傷がない……。
　じゃあ、死因は服毒死か水死……、あるいは……呪のろい？
　そんなまさか。
　百人も殺す呪いなんて、聞いたことがない。
『現在も井の頭公園は封鎖されておりまして、捜査員による懸命の捜索が――』
『見たんだ！　私は見たんだよ！』
　突然、中継映像に女性の甲高い声が響き渡った。
　レポーターが驚いたように顔をしかめ、画面外へと目を向ける。カメラがその視線を追った。
　四十代と思おぼしき小太りの女性が、マスコミが陣取る場所にやって来て、大声で何事かを主張し始めたようだった。
　完全に放送事故だ。中継の邪魔をされたわけだから、マスコミはみんな迷惑そうな顔をしていた。
　だが女性は気にする様子もなく一方的にがなり続けている。
『昨日の深夜に！　私は見たの！　池に入っていく人たちの姿を見たんだよ！』
　……これ、もしかして目撃証言じゃ？
　マスコミたちもざわつき始め、カメラが一斉にその女性に向けられた。
『池に入っていくってどういうことです？　もっと具体的に！』
　マスコミの中から女性に向けて質問が飛んだ。
　女性は向けられたマイクの一つを奪うと、口から唾つばを飛ばしながらさらにまくし立てた。
『具体的もなにもあるもんか！　私はあそこにあるマンションに住んでて、八階のベランダからずっと見てたんだ！　公園は真っ暗だったけど、人の気配がなんとなく分かったんだよ！　暗い中でけっこうな人数が歩いているって感じたんだ。そんなのここに三十年住んでるけどはじめてさ！　ここは夜はほとんど人はいないからね。若い子の集団がたまにわーわー騒いでるときがあるけど、昨日はそういうのとは訳が違ったんだ。公園は静まり返ってたんだよ。いつも通りすごく静かだったんだ！　なのに、たくさんの人の気配だけはするんだよ！　公園の入り口に街灯があるだろ!?　その下を歩いて公園に入っていく人を何人も見たよ！　散歩でもするみたいに歩いていって、そのまま柵さくを乗り越えて自分から池に入っていったんだ！　服を着たままでね！　自分から水の中に潜って……浮かんでこなかった！』
　その話は支離滅裂だった。
　女性が興奮していることもあって、いまいちなにを言っているのかも理解しづらい。
「死んだ人たちは全員自殺だってことか？」
　テレビを見ながら、編集長が絞り出すような声でつぶやいた。
　マスコミから次々と女性に質問が飛ぶ。
『その池に入っていった人の身体的特徴は？』
『男もいたし女もいた！　子供だっていたんだ！』
『集団で池に入っていったのですか？　何人ぐらいで？』
『違うよ、一人だよ！　一人ずつ！』
　女性が苛いら立だった様子で答える。
『みんな、一人ずつこの公園に入っていったんだ！　時間だってバラバラさ！　私はベランダからずっと見てた！　薄気味悪くて怖かったけど、気になって眠れなかったんだ！　結局夜の一時ぐらいから、明け方までずっと見てた！　その間、五分おきぐらいに一人とか二人がフラッとやって来て、そのまま池に入っていったんだ！』
「なにそれ……」
　そんなことって……あり得るの？
『人数は数えましたか!?』
『なんで通報しなかったんですか？』
『通報なんて……できるわけないでしょう！　あんな……あんなの、今でも現実とは思えない！　映画の撮影でもしてるんじゃないかって……だって、みんなあんなに整然と、自分から池に入っていったんだよ!?　一人ずつ、順番でもあるみたいに！　騒ぎもせずに！　あれを見て百人以上も人が死んでるなんて、想像すらできないわよ！』
　ついに女性はその場で泣き出してしまった。
　あまりに非現実的な話に、マスコミもどうしたらいいか分からず戸惑っている。
『え、ええー……。どうやら女性は、公園の近くのマンションの住人のようですが……、突然のことで、我々も混乱しておりまして……、警察からは目撃証言についてはまだ捜査中という発表だけがあったのですが……これは新情報？　でしょうか？　ええー、いったんスタジオにお戻しいたします』
　スタジオに戻っても、キャスターやゲストのコメンテーターたちは絶句していた。
　今の女性の話、にわかには信じられないけど。
　もしも本当だとしたら、この事件は集団自殺事件ということになる。
「あの、編集長？　これって、集団催眠って線で考えるのは……安易ですかね？」
「そ、そうだな。とにかくな、こりゃとんでもない事態ってこった。おい平ひら田た！　何人か連れて吉祥寺行ってこい！」
　先輩の平田さんが、編集長にいきなり名指しされ、慌てた様子で外出の準備を始める。
「ムムーで追いかけるんです？」
「え？　なんだって？」
　編集長は視線はテレビに向いたまま、問い直してくる。
「ムムーで追うんですか？　うちはゴシップ誌じゃないって言ったの、編集長ですよ」
「文句は帰ったら聞く。とにかく動かないことにはなにも分からないだろ！」
「……ですね。じゃあ私も行くべきです？」
「ったく……どうなってんだ」
　編集長は答えない。考え込んでいる。確かにさっきの女性の証言は、明らかにムムーで検証すべきものだ。実際、私もさっきから鳥肌立ちっぱなしだし。
「さっきのニュースで証言していた女性、当たってみた方が良いですか!?」
「とにかく澄すみ風かぜ！　探してこい！」
「あ、はい！　分かりました！」
　こんなに焦っている編集長を見たのは初めてだ。
　急いで出掛ける準備をし、直前にあれこれ確認をしておきたかったが、編集長への問い合わせも多く話が出来ず。


　私は諦あきらめて編集部を飛び出した。
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「一体どういうことなのか、説明したまえ！　こんな強引なやり方が許されると思うのか？」
　羽は斗と山やまが椅い子すを蹴け倒たおすほどの勢いで立ち上がり、鷹たか栖すに詰め寄った。
　普段穏やかな物腰の羽斗山がそこまで激げき昂こうするのは、珍しいことだった。
　とはいえ、それもある意味で当然の事態と言えた。
　井の頭池での事件は、彼らにとっては橋はし上がみ教授の件以上に想定外の出来事だったのだ。
　もっとも、彼らと正対する鷹栖だけはこの部屋で唯一、冷静だった。
　なぜなら――
「鷹栖くん、君の独断で今回の件を引き起こしたというのは、本当なのか!?」
　険しい顔でそう指摘した的まと場ばの言葉に、鷹栖は表情を変えずゆっくりとうなずいた。
「事実です」
「いったい何様なんだ！　確かに君はこの計画の管理者ではあるが、だからと言って好き放題やっていいわけではないぞ！」
「多少強引なことをしても大きな問題にはならないとおっしゃったのは、羽斗山先生のはず。実験の継続か破棄か。どちらを優先させるかについて、我々の中では共通の認識が確立していると思いましたが。目的を最優先に考えた結果が今回の〝相応の対策〟です」
　鷹栖の方は、悪びれる様子も殊勝な態度を取る気配もなかった。今回の対応に間違った点はひとつもなかったと言わんばかりだ。
「第二フェイズへの移行は段階的にという話だったはず。それを無視し、第一世代を一度ですべて破棄するとは無茶苦茶だ！　私はそう言っているんだよ！」
　座している者たちのほとんどは、羽斗山同様にまるで納得していない様子だった。それを察した鷹栖は軽くため息をつくと、
「実験用のモルモットも、放し飼いにすれば、時には人に嚙かみつくことがあります」
　いつもの芝居がかった口調で、語り出した。
「……？」
　鷹栖の唐突な話に、座している者たちは誰だれもがきょとんとしている。
「彼らを高スペックだと言うのは自由ですが、私の考え方は違います。野性化したモルモットは、計画そのものを瓦が解かいさせかねません。第一世代に確認されたバグは、まだ数人ではありましたが、それはまさに前兆でした。時間が経たてば、その数は二ケタ、三ケタまではね上がる可能性はじゅうぶんにあったのです。同じケージの中に、病気のモルモットが数匹発生したと考えてみてください。それを放置すれば、ケージ内のすべてのモルモットに感染したはず。早急に対応する必要がありました」
「だからケージごとまとめて破棄したと言いたいのか？」
　羽斗山がうめくように問とい質ただす。
　その判断はあまりにも極端なものであり、座している者たちの間でも簡単に是非を決められるようなものではなかった。
「理屈は通ってはいるが……」
　医師であり研究者でもある的場は渋々理解を示そうとしたが、羽斗山はまだ納得していなかった。
「それにしてもだ。一度にあの人数とは……。さすがの私でもかばいきれないよ。独断専行が過ぎる」
「黙もく禱とうでも必要でしょうか？」
　鷹栖の挑発的な態度に、羽斗山は歯ぎしりした。
「モルモットどもの命の価値などを問題にしているのではない。毎回毎回、事後処理にどれだけの数の人間が関かかわっているのかを知らないわけではないだろう」
「羽斗山先生の手はわずらわせません。〝オカルト〟によるマインドコントロールはじゅうぶんに効いている。そうおっしゃったのは羽斗山先生ですよ？」
「…………」
「〝場の空気〟というのは、この国の国民性においてなにより優先されるファクターなのです。たとえ、いかに常軌を逸した事態が発生したとしてもです。そうでしょう？」
　もう、誰も文句を言わなかった。
　鷹栖はそんな彼らの表情を楽しそうに眺め、高らかに宣言した。
「役目を終えた第一世代の破棄を受け、当初の予定を繰り上げて、計画を第二フェイズへ移行させます」

   
  site 37　我聞悠太




『井いの頭かしら公園の遺体二百五十六人に。捜索打ち切り』


　　　　　朝読新聞DIGITALより


　先月二十九日、東京都三み鷹たか市の井の頭公園内にある池から多数の遺体が発見された事件で、警視庁武蔵むさし野の署は一日夜、井の頭池全域の捜索が完了し、最終的に見つかった遺体は二百五十六人にのぼったと発表した。現在、身元確認作業が進んでいるが、これまでに確認できたのは三十四人となっている。二百五十六人の死因はほとんどが水死で、外傷のある遺体は見つからなかった。武蔵野署では、事件性はないとして捜査本部は設置しない方針だ。




■ニート通神
　は？
　事　件　性　は　な　い　？
　それはひょっとしてギャグで言っているのか？
　予想の斜め上を行く発表ｗｗｗ
　マスコミは集団催眠説で世論誘導する気まんまんみたいなんですけどｗ
　どうなんのこれｗ
　はい、バサラーの皆様、どうぞ斬きり斬りバッサリしてください。




1：我こそは名無し土ど左ざ衛え門もんなり
　これはシャレにならんやろ [image: ]
　壱げと


3：我こそは名無し土左衛門なり
　事件性はないワロタ
　隠いん蔽ぺいしようとしてるのバレバレ


10：我こそは名無し土左衛門なり
　二百五十六って人数は偶然じゃない
　絶対にその数に調整した人間がいる
　事故なんかじゃない


14：我こそは名無し土左衛門なり
　捜査しないってこと？
　じゃあホントの真相は小藪の中？
　警察は日本国民ナメすぎだろ


20：我こそは名無し土左衛門なり
　判断が早すぎるのが逆に不自然なんだよな
　せめてちょっとぐらい捜査しようや
　これまで池さらってただけでロクに捜査してる様子ないやん
　なのになんで事件性がないって判断できるんや


22：我こそは名無し土左衛門なり
　事件性はない＝事故
　よかった、吉きち祥じよう寺じに大量殺人犯はいないんだね
　良かったよかった


31：我こそは名無し土左衛門なり
　これってさ、事故だとしたらどんな事故ありえんの？
　毒ガス？　集団食中毒？
　そこらへんすら説明しないのって異常じゃね？


35：我こそは名無し土左衛門なり
　陰謀だ！　陰謀の匂においを感じる！


42：我こそは名無し土左衛門なり
　>>31
　毒ガス説は無理がある
　死因がほぼ水死だっつってんだから
　まぁ噓うそくさいけどなｗ


43：我こそは名無し土左衛門なり
　死因が水死でも毒ガス発生を否定する根拠にはなりません
　毒ガスから逃げるために池に潜ったのではないでしょうか？
　毒ガスと言ってもテロ行為のためにまいたと決めつけるのは早計
　たとえば地中から毒性ガスが噴き出した可能性だってあります
「ほとんどが水死」っていう記事の言い回しも気になりますね


48：我こそは名無し土左衛門なり
　井の頭公園内を細かく調べたのなら発表があってもいいはずだよ
　毒ガスの痕こん跡せきはなかったってね
　もし毒ガスが出たなら植物の葉などに付着している
　井の頭公園には動物園と水族館もあるから
　当然動物たちも死ぬはずだよ
　でもそういう発表はない
　だから毒ガスは出ていないでＦＡ


52：我こそは名無し土左衛門なり
　まぁ、マスゴミが言ってる集団催眠って方が説得力はありますよね


55：我こそは名無し土左衛門なり
　問題は集団催眠を誰がかけたか？　って話だ
　それとも二百五十六人でどこかに集まってクスリでもキメたか？


57：我こそは名無し土左衛門なり
　陰謀論好きなお前らは
　集団催眠に悪意が介在していると思いがちだが
　プラシーボ効果って言葉もあるぐらいだし
　無意識に悪意もなく集団催眠をかけられた可能性も考えるべき
　それこそカルトとか占い師とかじゃなくて
　アイドルのコンサートとかで集団催眠にかかる可能性だってゼロじゃない
　クラブとかは客をトランス状態にするために心地よくなる音楽をガンガンかける
　あれと同じ


58：我こそは名無し土左衛門なり
　ゼロじゃないだけで限りなく低いだろ
　それに催眠術や洗脳で人って死ねないって聞いたぞ
　本人の望んでいない行為に誘導することはできないって


61：ヤッパシヤバゾウ ◆iQ1CwzKqLM
　>>58
　某寺院みたいにカルト宗教での集団自殺は過去に前例があるわけだし
　催眠をかけられる人間の環境とか心理状態次第じゃない？


62：我こそは名無し土左衛門なり
　催眠術って基本的に、本人が望んでないことには命令されても従わないよ
　二百人以上を集団催眠にかけるには大規模な施設と長い期間が必要
　外の世界と隔絶された場所で閉鎖的な集団生活を送らせて
　徐々に精神的に追い詰めていく
　それぐらいやってはじめて、〝死ね〟って暗示はかかる
　それが俗に言う洗脳ってやつだ


64：我こそは名無し土左衛門なり
　>>61
　それって『人民寺院』じゃない？


　ちなみにコレ、絶対ググらない方がイイです
　いや、割とマジで


　つべの動画まじヤバイからな
　って、これフリじゃないからなｗ


65：ヤッパシヤバゾウ ◆iQ1CwzKqLM
　>>64
　せっかく実名避けたのに。。。
　どうなっても知らんぞ [image: ]


67：我こそは名無し土左衛門なり
　事件の日になにかの集会やコンサートなんかが吉祥寺近辺で開かれていたなら、それを
　調べればいいのでは？
　っていうか警察は調べたのか？


69：我こそは名無し土左衛門なり
　吉祥寺なら小劇場もあるし
　三み鷹たかや荻おぎ窪くぼまで含めるとけっこうな数になる
　>集会やコンサート


72：我こそは名無し土左衛門なり
　ハモニカ横丁にメンヘラ気味の女がやってる
　黒魔術代行屋の店があるんだけど知ってる？
　もしかしてあいつがひとりひとり順番に呪いでもかけてったんじゃない？


73：我こそは名無し土左衛門なり
　黒魔術ｗｗｗ
　キリバサも質が落ちたな
　ただのオカルトファンは半年ＲＯＭってろ


74：我こそは名無し土左衛門なり
　>>72
　黒魔術代行屋知ってる！
　スッゲー怪しいトコだけど、客入ってくのは見た事ある！


76：ヤッパシヤバゾウ ◆iQ1CwzKqLM
　それ黒魔術代行屋って名前じゃなくて紅くれないノの館な
　つttp://www. rouge_small_castle.co.jp/


77：我こそは名無し土ど左ざ衛え門もんなり
　なにココ恐っ！
　マジでダメなヤツやん


78：我こそは名無し土左衛門なり
　>>76
　主の名前ｗ
　紅ノ亞あ里り亞あｗ
　厨ちゆう二にセンスぱねぇっスｗ


79：我こそは名無し土左衛門なり
　っていうか、誰だれも「大量殺人鬼がいる」って話をしてないのが逆に不気味
　警察とマスコミの世論誘導にまんまと乗せられてないか？


80：我こそは名無し土左衛門なり
　個人で二百五十六人殺すのは可能かい？
　例えば深夜とかに徘はい徊かいして
　一日一人殺して沈めてたって話ならあり得る？


82：我こそは名無し土左衛門なり
　日本の治安ナメんな
　そんなん二百五十六日も続けられるわけないだろ


84：我こそは名無し土左衛門なり
　亞里亞さんなら微レ存


85：我こそは名無し土左衛門なり
　何日も死体沈めといたら
　体内のガスで膨張するわ
　あそこの池って鯉こいがいたよな？
　食われて損壊するんじゃない？


88：我こそは名無し土左衛門なり
　組織犯罪の可能性は？


92：我こそは名無し土左衛門なり
　組織犯罪のセンは薄いと思う
　あんな目立つところに死体を二百五十六人も棄すてる意味が分からん
　なにかの見せしめか


　犠牲者全員の身元が判明すれば
　共通点とか見つかるのかな？


93：我こそは名無し土左衛門なり
　夜のうちにダンプカーで運んできて池に投棄したんでしょう
　きっとそういう目撃証言がそのうち出てくるはず
　なんにせよ警察が捜査打ち切るのが早すぎ


94：名無しがお送りします
　あのババアの目撃証言がうさん臭すぎて
　警察もマスコミも混乱してる気がする


95：名無しがお送りします
　やっぱり集団催眠による入水自殺が妥当な線か？


96：ニート神
　ちょｗｗｗお前らｗｗｗなんなのｗｗｗ
　バサラーのくせにちっともオカルト寄りじゃありませんねｗｗｗ
　改宗でもしやがったんですかｗｗｗｗｗｗ




　ノートＰＣのキーボードを、力強く叩たたく。
『ｗ』のキーを無表情のままで連打し、コメント投稿ボタンをクリックした。
　それからグッとガッツポーズ。
「はぁ、井いの頭かしら公園集団自殺事件とか、キリキリバサラにどうかアフィで儲もうけてくださいと言わんばかりの、おあつらえ向きな事件だよね。アクセス数急増間違いなし！　吉きち祥じよう寺じ在住でよかったですよ、ははは。ここからはニート神こと僕のターンでしょ！　これならウッド……バスターズ？　ラバーズ？　ベアーズ？　をりょーたすに奢おごるぐらいのことは余裕でクリアできそう！」
　僕はマスターイズミンに出してもらったドリンク――正しくはただの水――をくいっと飲み干した。
　普段は記事を書いたら書きっぱなしでバサラーたちの議論を眺めるだけなんだけど、つい興奮しすぎて自分でもコメントを書き込んじゃったよ。
　でも実際のところ、僕が今書き込んだことは事実だ。オカルト系まとめブログであるキリキリバサラだけど、ここにコメントを書き込む通称バサラーの連中は、むしろオカルトをバッサリ否定し、記事に対してツッコミを入れまくるのが一種の様式美として形成されていた。もうそれこそ根拠もなく全否定するぐらいの切れ味があった。
　……はずなのに。
「マスコミの世論誘導にまんまと引きずられちゃってる？　確かに最近オカルトがプチブームとかなんとかいろんなメディアが煽あおってるけどさあ。ヤフコメもツイッターも２ちゃんも、低脳な思考停止人間どもがそろいもそろってオカルトこえええって小並感コメント書いてるって、日本終わってたって感想しか持ちませんよ。これじゃせっかくの二百五十六人集団自殺事件――略してニゴロ事件――なのにキリバサが盛り上がりませんよ」
　なんてことを、ノートＰＣに向けて愚痴っていたら。
　僕に向けられる視線に気付いた。
　ブルゥムーンの店内を見回すと、カウンターのあたりに女子二人と性別不明一人が固まっていて、遠巻きに僕を見ていた。
「ちょっとちょっと、りょーたすもみゅうポムもマスターイズミンも、なんでそんな顔してるんです？　まるで幽霊でも見てるような顔しちゃって」
「アタシはただドン引きしてるだけよん」
　ウインクしながら、いともたやすく人が傷つくことを言うマスター。マジでキモい。
「マスターはともかく、りょーたすとみゅうポムはバサラガールなんだから、もっとこっち来て手伝ってよ」
「ってゆうか、ガモ先輩、すっかり元気ですね……」
　みゅうポムは、おずおずとした様子でそう言った。
「最近、ちっとも姿見せなかったから。それが久々に来たと思ったらいつもよりテンション高いんで、ビックリってゆうか」
「そうよ〜。ガモタくんが一週間以上もうちに来ないなんて、これまで一度もなかったことでしょ？」
「もしかしてみゅうポムは、ぼ、僕のこと、心配してくれてるんですかねえ？」
　聞いてみると、みゅうポムは少しアンニュイな雰囲気で微笑ほほえんで見せた。
「ん、まあ、そうなる……かな」
「アタシだって心配してたわよ〜！」
　キモいマスターは華麗にスルーして、と。
「うおお、あのみゅうポムに心配してもらえるなんて！　ニート神やっててよかった！　いまいち顔色がよくないように見えるのも、そういう理由だったんですね分かりました！」
「でもガモ先輩」
　と、さらにテンションあげあげになった僕に対して、みゅうポムはふと真顔になった。
「この事件のこと茶化すのは、よくないと思う」
「え、いや、だって、キリキリバサラはこれまでだってずっとこのスタンスでやって来たわけですよ。もちろん僕がクズなのは分かってるけど、どのまとめサイトだって同じようなことやってるし」
　実際、オカルトなんて一切関係ないまとめサイトだって、今回の事件のことは一斉に取り上げている。
　突き詰めれば、視聴率至上主義のマスコミだって利益のためにこの事件に時間を割いているわけで。
「そ、それにおかしいと思わない？　つまりええと、なんかテレビでもネットでも、みんなでオカルトだオカルトだって大騒ぎじゃん。いくらなんでも不自然すぎでしょ」
「それはしょうがないんじゃないかしら？　最近、オカルトがブームになってるわけだし」
　マスターイズミンがグラスを拭ふきながら平然と言う。
「それにガモタくん的には、オカルトブームになってくれた方が嬉うれしいわけでしょう？」
「そりゃそうですけど、今回のブームは明らかにマスコミやそのさらに上の連中――つまり政府ですけど、そのあたりが仕掛け人だってバレバレじゃないですか!?　ファッション業界と同じですよ！　あれだってファッション誌やアパレルメーカーが毎年季節ごとに〝この冬の流行はこれ！〟って事前に雑誌とかで告知して、スイーツ脳な女子たちがまんまとそれを後追いしてるでしょ。で、かわいいって思い込まされてゴム長靴とか履いてたわけですよ。カーディガンを肩から掛けちゃったりね。そのうちこいつら軍手とかも〝かわいい〟って言って身に着けるんじゃないかって思ったよね僕は。はっはっは」
　一気にまくし立てたら、みゅうポムにまでドン引きな顔をされた。
「ガモタンは〜、今日はいつもよりとってもとっても〜、元気だね〜♪　一・五倍？　二倍？　十倍？　百万ば〜い♪」
　りょーたすがくるくる回りながら魅惑のダンスを踊り出す。なんだか久しぶりだ。
　でも、これに付き合い出すとりょーたす劇場が始まっちゃうからまずい。僕は目の前で繰り広げられる不思議な舞いをスルーして、情弱の三人に僕なりの説をぶちかましてやることにした。
「とにかく今マスコミやネットでみんなが言ってるような説は、信じちゃダメって話ですよ。マスター、ドリンクおかわり！」
「アタシだってさすがに呪のろいとか幽霊の仕業とかを信じるつもりはないけど……」
　マスターイズミンは新しいグラスに水を汲くんで、カウンターの上に置いた。僕の席まで持ってきてくれるつもりはないらしい。
「そもそも二百五十六人がどうやって死んでいったのかって、実はよく分かってないでしょ？」
「なに言ってんのよガモタくん。あなたテレビ見てなかったの？　目撃者だっていうおばさんが喋しやべってたじゃない」
「そうそう、あのおばちゃんね。でもあの人の言ってることって、本当なんですかねえ」
「噓うそだって言うの!?」
「そうなんですか？」
　マスターイズミンもみゅうポムも、目を丸くしている。
「いや、分かりませんけど」
「あら適当！」
「それにしたってみんな無条件であのおばちゃんの証言を鵜う吞のみにしすぎじゃないですか？　この機会に便乗して有名になりたいだけの人かもしれないですよ。っていうか普通、あんな怪しそうなおばちゃんの話は信じませんて」
　みゅうポムが首を傾かしげる。
「カルト宗教による集団催眠説もダメなの？」
「まあ、集団催眠説はオカルトとリアルのちょうど中間辺りを狙ねらった、いいバランスの説だとは思うよ」
「いちいち言い方が偉そう」
「ニート神ですから！」
　胸を張ってドヤ顔をかます。
「でも、カルト宗教じゃないと思うなあ。そういうのが吉祥寺界かい隈わいにいたってことなら、事前に地元民とトラブル起こしてそうだし」
「そういうニュースは見たことないわね」
「でしょ？」
「じゃあ、ガモ先輩はこの事件の真相について、どう考えてるんです？」
　おっ、食いついてきたな。
　ここでビシッと僕が小説に出てくる探偵みたいに推理を披露すれば、みゅうポムは僕に惚ほれてしまうに違いない。
「僕は集団催眠はなかったと思うね。これは……集団自殺だ」
「集団自殺？　どこが違うんですか？」
「催眠術なんてかけた人はいないってこと。そういう、いわゆる陰謀論って実は見えない敵と戦ってるだけなわけだけど。これって幽霊の祟りを恐こわがるのと理屈は同じだったりするんだよね。これに気付いてない人多すぎ」
「ガモタくんは気付いてるの？　どうせ気付いてるって言うんでしょうねえ」
　マスターがため息をつきながらそう聞いてくるから、僕は当然のようにうなずいた。
「だって、意味分からなくない？　二百五十六人を集団催眠にかけて自殺させたとして、その人になんの得があるの？　ねえ、ある？　ないでしょ？」
「ガモ先輩、落ち着け〜」
　……つい興奮してしまった。
「え、ええと、日本の毎年の自殺者数、知ってる？」
　僕の問いかけに、誰だれも答えない。まったく無知だな。
「三万人だよ三万人」
「そんなに……」
「つまりさ、東京で自殺志願者を二百五十六人集めるのって、実はけっこう簡単なんじゃない？」
「そんなわけないでしょ〜！」
「いや、簡単だと思うなあ。募集の見出しはこう。〝自殺志願者でオフ会やりましょう。同じ気持ちを持つみんなでひとしきり騒いだ後、クスリをキメて同じ場所で自殺しましょう。そうすれば日本中を揺るがすような報道で最期を飾れます〟的な」
「ガモタくんの不謹慎っ！」
　マスターに罵ののしられてもちっとも嬉しくない。みゅうポムなら許すけど。
「それで？　その後は？」
　みゅうポムは……真剣な顔で僕の話を聞いていた。
「まあ、全員でいっせいに死のうとすると、人数が人数だけにきっと騒ぎになって、死ぬ前に通報されちゃう。だから少人数に分かれて、数人ずつ順番に死んでいくわけ。列形成スタッフとかいてもおかしくない。要するにイベントなんですよ」
「……自殺する前に、そんな冷静でいられるかな？」
　問いかけに、僕はうなずく。
「そんなオフ会に集まって自殺しようとする人間って、一人じゃ死ぬ勇気もなかった連中ですよ。それこそ駅に行って電車の前に飛び出せばそれだけで死ねるのに、それをしなかった。だから衝動的に死にたくなったわけじゃない。逆に同じ自殺志願者と集まることで〝空気〟みたいなものが形成されるでしょ。こいつらと一緒なら死ねる、っていう空気。日本人はなにより空気を読まなきゃ生きていけない人種なんで。空気を読んで死ぬのです。フフフ、ナイス皮肉」
　誰も笑わなかった。
「これはイベントだから、参加する人たちの他ほかに、ボランティアとして実行委員がいる。つつがなくイベントが成功するように動く」
「その企画した人たちがぁ、今回の首謀者なのー？」
　りょーたすがここでまさかの横から参加。踊りながらもずっと話を聞いてたらしい。
「首謀者……じゃないと思う。その人たちも自殺志願者なんじゃない？　もちろんオフ会に参加してやっぱ自殺やめた、って人もいたと思うよ。でもこれぐらいカジュアルな自殺オフ会っていう方が、説得力あると思わない？　これ、キリバサで明日あたり僕の主張として発表しようと思うわけだが」
「まさか、ちいちゃんも……」
　みゅうポムはなぜか不安そうな顔になっていた。
　踊り終わったりょーたすが、僕に迫ってきた。
　踊って汗をかいたのか、りょーたすの息は少し荒い。ほんのり頰ほおが上気している。
「ねえねえ、ガモのすけ〜。お侍のガモのすけ彦ひこ十じゆう郎ろう五ご郎ろう左ざ衛え門もん〜」
「顔近いって。っていうかその変な名前、なに？」
「ガモタンは、見えない敵さんはいないって、どうして分かるの〜？」
「え……？」
　見えない、敵？
　りょーたすに言われて。
　脳裏に閃せん光こうのように思い出されたのは。
　橋はし上がみ教授の研究室でのこと。
　僕があそこで入れ違いになった、何者かのこと。
　ラジオの声の指示に従って教授の歯を必死で引っこ抜こうとしていたとき、廊下から聞こえてきた足音は、僕と入れ違いで研究室に入ってきた。
　教授を殺した、真犯人。
　いまだに、捕まっていない。
　もしもそいつが、教授の研究室から教授の歯を引っこ抜いて逃げ出した何者か――つまり僕――に気付いていたら？
　もしもそいつには仲間が大量にいたとしたら？
　自分たちの正体を隠いん蔽ぺいするために、その〝歯を引っこ抜いて逃げた何者か〟を殺そうと考えているとしたら？
　でも誰かは特定できないから、だったら成せい明めい大学や成明高校の学生を片っ端から殺していこうと考えたとしたら？
　もしも、今回のニゴロ事件で死んだ人たちが、成明大学や成明高校の学生や関係者だけに限定されていたとしたら？
　ゾクリと、背筋が凍った。
　見えない敵は、いない保証はない。
　だったら。
　オカルトだって、否定はできないんじゃないか？
　今まで、オカルトなんて絶対噓だと思ってたのに、そう言い切れなくなってる自分に驚く。
　ラジオが勝手に喋るぐらいなんだから、見えない敵がいても、ちっともおかしくないって、思い始めてる。
「ガモタン？」
　ハッとした。
　我に返ると、目の前にりょーたすの瞳ひとみがあった。その瞳に僕の顔が映っているのが見えるぐらい、距離はさらに近くなっていた。
　あと、おっぱいが僕の肩に当たってた。
　今、僕はどんな顔をしているだろう？
　さっきまでの、自分のことしか考えてないクズなアフィブログ管理人としての顔を、できているか？
　悟られちゃダメだ。
　普通の顔をしてないと。
　特にりょーたすには、まずい。
　りょーたすは、あの日の経緯を知っているから。
　僕が疑われないためには、普通にしてないと。
「そ、そうだ！　実は紹介したい人がいるんだ！　えーと、人なのか？　いや、物？　物体？　まあいいや、とにかく見てよ。きっと世界の常識がひっくり返っちゃうよ」
　僕は慌ててりょーたすから離れると、スカイセンサーの電源を入れて手近にあるソファに置いた。
　きょとんとするりょーたすとみゅうポム、マスターイズミンに対して、僕はスカイセンサーを指し示す。
「なんと！　このラジオ、喋るんだ！　女の子の声でね！　ああ、そこのマスター、ついにこいつおかしくなったかみたいな目で見るのはやめてください」
　僕はラジオを置いたソファの横にしゃがみこみ、ラジオからぶら下がっているゾン子ストラップを見せつける。
「これ分かる？　〝マママ〟のゾン子ね。この子が喋ってるように錯覚しちゃったから、声のことも僕は勝手にゾン子って呼ぶことにしてる。とにかく聞いてみてよ。絶対ビックリするから」
　そこで僕はスカイセンサーに向き直り、スピーカー部分を軽く指で突いた。
「おーい、ゾン子？　いる？　いるよな。悪いんだけどちょっとみんなに挨あい拶さつしてみてよ」
　……無音。
　スカイセンサーがうんともすんとも言わないのでボリュームを上げてみる。


『ザ―――ジジジジ、ジジ、ザザ―――――』


　あの声は一向に聞こえてこない。
「あるぇ？　おーい、ゾン子？　寝てるのか？　っていうかゾン子って寝るとか起きるとかって概念あるのか？　電源入れたら起きるのか？　まあ、そんなことはどうでもいいからとにかく喋ってくれよ。みんな待ってるから」
　どれだけ呼びかけても、うんともすんとも言わなかった。
　昨日から今日にかけて、家でゾン子とさんざん喋りまくった。本当に一日中喋ってたんだ。僕が寝ようとしても「寝るなー！」って怒ってくだらない話に付き合わされたぐらいだ。さっきの集団自殺オフ会説だって、ゾン子と喋しやべって考えを整理できたから出てきた推理だったりするんだ。ぶっちゃけ僕ひとりじゃ考えがまとまってないだろうし。
　なのに、今はまったく呼びかけに答えない。
「昨日は僕に口うるさく指図したくせに！　なんでなんにも言わないんだよ！　おーい！」
「ガモタくん、これ」
　マスターイズミンが、神妙な顔をして、テーブルの上にホットミルクを置いた。
「飲んで。アタシからの奢おごり」
　同情された！
　とても残念な人を見る目で見られてる！
　マスターイズミンだけじゃない。みゅうポムもそんな目をしてる！
「ゾン子たーん？　起きてまちゅか〜？　りょーたすですよ〜。ぽややですか〜？」
　りょーたすだけは、信じてくれたのか、単におもしろがって僕の真ま似ねをしてるだけなのか、ラジオに呼びかけてくれているけど。
「きょ、今日は、ゾン子は学校にでも、行ってるみたいですねえ。あは、あははは……」
　僕の言い訳が、ブルゥムーンの店内に虚むなしく響いた。
　鬱うつだ。死にたい。
　これじゃ完全に頭のおかしい人じゃないか！
　いたずらに微笑ほほえむゾン子ストラップと目があって、思わず文句のひとつも言いたくなる。


「ったく、あんなに相手してあげたのにさ……」


　ちょっと井いの頭かしら公園に行ってこようと思ったけど、警察がいるかもしれないからやめた。
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　家に帰ってくると、体が急にずっしりと重く感じた。自分で思っていた以上に疲れたみたいだ。
　そりゃそうだよ。一週間ぶりにブルゥムーンに行ったけど、ずっと緊張しっぱなしだったから。緊張を隠す為ために必死で喋りまくってた。いつもとテンション違うっていうのは自覚してた。全身からイヤな汗が滲にじんでた。
　りょーたすとマスターイズミンはバカだからいいけど、みゅうポムには……ちょっと怪しまれたかもしれない。
　りょーたすは、二人に喋ったんだろうか。
　橋上教授が殺された日、僕がまさに教授に会いに行ったことを。
　りょーたすは今日、そのことについてはまったく触れなかったけど。
　いくらりょーたすがちょっとオバカで特殊な女子だからって気になってないわけがない。
「でも、もう考えたくないよ……」
　疑心暗鬼にばかりなって、なにも信じられなくなる。
　僕は思考を放棄するとコートを脱いでベッドに倒れ込んだ。
　ひどく眠い。
　最近は眠りが浅くて、ずっと寝不足だ。昨日はゾン子に寝かせてもらえなかったし。
　今日こそは、ゆっくり寝たかった。
　目を閉じる。
　でもすぐに、橋上教授の顔とか、金歯を引っこ抜いたときの感触とか、むせ返るほどの血の匂においが蘇よみがえってきて、胸が苦しくなる。
　ふとんを頭からかぶる。体が震え出す。
「落ち着け。落ち着け……」
　必死に自分に言い聞かせていたら。
『ちょっと！　コラ！　おーい！　寝るな！　くっ、ラジオから手が生えていれば！　アンタのもみあげを思いっきり引っ張ってやるのに！』
「…………」
　ラジオから、ピーピーと甲高い怒鳴り声が聞こえてきて、そのおかげかどうかは分からないけど、事件のフラッシュバックは消えてくれた。
　ため息をついて、僕はふとんから出た。
『あー、今ため息ついたでしょ？　アンタってそういうところあるわよね。でもアンタが嫌がる理由が分からない。せっかくウチみたいな美少女とお喋りできてるのに。男子高校生なら普通もっと喜ぶはず。もしかしてホモなの？　それともやっぱりバカ？』
「……顔も見えないのに美少女って自称されても困りますがな」
　そんなの、ツイッターの自撮り女よりも信用できない。とりあえず僕の脳内ではゾン子の顔に変換してるけど。アニメのゾン子とは声も違うし性格だって違う。だからちょっと僕の認識には齟そ齬ごがあるんだ。このラジオ――ゾン子と喋ると軽く眩暈めまいがしてくるのも、そのせいかな？
『っていうかアンタね、さっきの件、どういうつもり？』
「さっきって？」
『ブルゥムーンでのことに決まってるでしょ！』
「ああ、それならそっちこそどういうつもりだよ〜。僕の前じゃこんなにぺちゃくちゃ喋りまくるのに、どうしてあのときはうんともすんとも言わなかったわけ？」
『喋るわけないでしょ！』
「なんで？　寝てた？　それとも恥ずかしくなったとか？」
『他ほかの人にウチの存在バラしてどうすんのよ！　もーう！　それぐらい分かりなさいよ、バカ！　おバカもんユータ！』
「って、バレたらまずいわけ？」
『おバカもんユータがね』
「どういうこと？」
『ラジオから美少女の声が聞こえてきて喋ることができるんです、って本気で言ってるイタい男子高校生がいたら通報間違いないもん』
「それは、ゾン子が喋れば解決じゃん」
『ムリムリ。だってウチ、絶対喋らないから』
　な、なんという水掛け論……。
　やっぱりゾン子は僕以外には存在を知られたくないんだ。
　そりゃ、なぜか人のラジオを通して会話を成立させられる謎なぞの少女なんて、バリバリのオカルトだもんな。
「だったらせめて、僕にだけは教えてよ。君って何者なんだよ？」
　ゾン子は答えない。
「どうして会話ができるんだ？　このラジオにはスピーカーはあっても、マイクは内蔵してない。出力はできても入力はできないんだ。いったいどうやって君は僕の声を聞いてるわけ？　っていうか電源入ってないのになんで声がするんだ？」
　ゾン子はなおも答えない。
　スカイセンサーは沈黙してしまった。
「おーい？」
　無視かよ。
　試しに何度か電源スイッチを入れたり切ったりしてみた。ボリュームつまみを調整したりもしてみた。でもなにも変わらなかった。
　やばい、ヘソ曲げちゃったかも……。
　こうなったら、僕にできることは一つしかない。
「あの、ゾン子さん……生意気言ってすみませんでした」
『分かればいいのよ、分かればー』
「コントかよ！」
　ってツッコミ入れつつスカイセンサーを窓から放り投げたくなったけど、ぐっとこらえた。
　この気まぐれな美少女（自称）と二度と喋れなくなるのは、僕にとってはすごくまずいことだったから。
　実際のところ、昨日と今日と、ゾン子はずっと僕の話し相手になってくれていた。そのおかげで僕は今の状態まで回復できたんだ。
　それに……。
　ゾン子がいなかったら、僕はきっと今ごろ、橋はし上がみ教授殺害の犯人として留置場にいるか、真犯人によって殺されてとっくにあの世行きだっただろう。
　あの研究室でゾン子が僕にあれこれ指示を出してくれたから、今もこうして無事でいられる。
　ゾン子は、なにかを知っている。
　橋上教授が殺された理由とか、真犯人のこととかまで知っている……はず。
　コートのポケットの中にある金歯鍵かぎを握りしめた。
　この鍵が、真犯人に繫つながっているかもしれない。
　僕が自分の無実を証明して真犯人を出し抜くために、ゾン子と、この鍵を手放したらおしまいなんだ。
　なんとしても、繫ぎ止めておかなくちゃ。


　台所に行って、コップ一杯の水をあおる。
　それからなんとなく、リビングでテレビのスイッチを入れた。
　時間は午後七時を過ぎた頃ころだった。民放ならこの時間はバラエティ番組をやっているところだけど、たまたま映ったそのチャンネルでは報道特別番組として、井の頭池のニゴロ事件を特集していた。
　有識者と呼ばれるおっさんたちが深刻そうな顔をしてあれこれ憶測で話をしている。
　こいつらだって結局のところまとめサイトと同じだよな。無責任に社会を煽あおって、それで金を稼いでいるんだから。
　ニゴロ事件そのものには興味あったけど、番組には興味がなかった。ネットで情報を集めた方がよっぽど有益だ。
　他のチャンネルに替えてみる。ニュースや報道特集番組をやっている局がさらに二つあったけど、どっちもニゴロ事件についてだった。
　橋上教授が殺された事件のことなんて、世間はすっかり忘れちゃったみたいだ。
　それは僕にとってはありがたいような気もするけど、なんだか恐ろしくなってぞくりと身震いした。
　自分の部屋に戻り、ノートＰＣを開く。
『ねえおバカもんユータ。そろそろアンタのお母さん帰ってくる時間でしょ？　今日の夕食はアンタが大好きなカレーライスよ。あ〜、ウチも食べた〜い』
　ゾン子の話はほとんど聞いてなかった。
　検索エンジンに、〝橋上諫いさ征ゆき〟と打ち込む。
　キーを叩たたく指が震えた。
　事件から一週間、ネットでこのキーワードを検索することができなかった。怖かったからだ。いきなりトップに〝殺したのは我が聞もん悠ゆう太た〟って出たらどうしようって思って。
　とてもじゃないけど、検索できなかった。
　でも今なら。
　少しでも証拠がほしいから。
　思い切ってエンターキーを押した。
　すると、数日前の日付のニュース映像が出てきた。
　そこに映っていた映像を見て、またハッとしてしまう。
　安あん養よう寺じで行われた葬儀の映像だ。当日のニュースで流れたらしい。
　境内に、参列者の姿が多数映っていた。
　テレビの男性レポーターが深刻な顔をして話していた。
　さらに、喪服姿の中年女性と若い男が橋上教授の遺影を持って参列者に頭を下げている様子へと続いた。テロップには〝故・橋上諫征さんの妻と長男〟と出た。二人には多くのカメラのフラッシュが浴びせかけられた。
　長男は、僕と同じか、少し上――大学生くらいに見えた。きっと教授の息子だから頭もいいんだろう。でもその映像から受ける印象は、憔しよう悴すいしつつも気丈に振る舞おうとしている痛々しい姿。
　僕も父さんを亡くしたから、この息子の気持ちがよく分かった。
　また、胸の奥の方がギリギリと軋きしむように痛み出した。
　こんな映像、見るんじゃなかった。
　映像を消し、他の検索結果を見ていく。
　でも、容疑者についての具体的な目新しい情報は特に見当たらなかった。当然と言えば当然だけど。
　キリキリバサラはどうだろう？
　橋上教授についての記事って、実は作ってないんだけど。
　ただ、数ヶ月前に橋上教授がテレビで『オカルトはあります』的なことを言い出したときに一度、簡単に取り上げたことはあるんだよね。
　そのときの記事に、もしかしたら新しく誰だれか書き込んでないかな。
　そんな藁わらにもすがる思いで、該当の記事を開いてみた……んだけど。




398：オカルトはありませぇん
　ロン毛橋上死亡記念まきこ


400：オカルトはありませぇん
　オカルトあるならゾンビにでもなって復活してみろｗｗｗ


415：オカルトはありませぇん
　橋上ざまあああああああ


417：オカルトはありませぇん
　結局オカルトはあったの？　なかったの？


420：オカルトはありませぇん
　こいついちいち論点ずらしたり議論はぐらかしたりして
　話聞いててイライラするんだよな
　死んでくれて清々したわ


422：オカルトはありませぇん
　オカルトはなかったでＦＡ




　この数日で付いた最新のコメントは数えるぐらいで、しかもどれも人間性を疑うようなクズコメントばかりだった。
　バサラーがここまで品性下劣な連中だらけだったなんて、ガッカリだよ。これじゃ便所の落書き以下じゃないか。
　イライラして、キーボードにバンバンと手を叩きつける。
「っていうか検証とか議論とかしろよ！　役に立たなすぎでしょ！　ホント使えない！」
　ただ――
　そこで、一つの書き込みが目に留まった。




446：どーも銭形です
　橋上の事件だけど
　去年の冬コミで売ってた女向けのエロ同人で
　すごく似てるシチュがあったの思い出したんだよね
　西にし園ぞの梨り々り花かの『昏い水の底』ってやつ
　なんか関係あるのかな？




「エロ同人……？」
　なに言ってんだこいつ、って最初は思った。
　事実、そのコメントには特に誰もなにも反応してない。
　でも、気になった。それが唯一の建設的な書き込みだったっていうのもある。
　もしかしたら、その西園っていう人がみゅうポムみたいなすごい力の持ち主で、今回の事件のことを透視したりしたのかもしれない。
　見たい。そのエロ同人を。
　そこからの僕の行動は早かった。
　次の日、朝一番で学校をサボって電車に飛び乗り、新宿へ出た。
　とらのあながオープンすると同時に入店し、目を皿のようにして『昏い水の底』を探した。ＢＬコーナーだったからかなり恥ずかしかったけど、目当てのものはなんとかゲット。
　店を出るなりその場で中身を確認した。
　西園梨々花の『昏い水の底』は、短編のＢＬエロマンガが五本収録されてる薄い本だ。
　ＢＬなんてまともに読んだことはないけど、案の定男ウケする萌もえ絵じゃなかった。
　とりあえず最初から通して読んでいく。
　男同士が絡からんでること自体はあんまり抵抗はなかった。というのもエグそうな部分はほぼ真っ白に塗りつぶしてあったから。全裸の美形な男が二人、抱き合ってキモいセリフを言ってるぐらいの印象。
　一本目の話は、水の底に沈んでいた死体たちがゾンビとなって陸地に上がってくる話。クトゥルー神話が絡んでるのかと思ったら別にそんなことはなかった。ゾンビ男は悪魔と呼ばれて、最初は少女とセックスしてたけど、事件の捜査に来た刑事の男がゾンビ男を少女から寝取ってＢＬ展開になっていた。ゾンビ男絶倫すぎ。
　二本目の話は、『コトリバコ』って呼ばれる小鳥を入れるための箱を持つアルビノの少年の悲恋話。少年は斜に構えたスカシ野郎ですごくムカつく奴やつだった。二人の『福の神』と呼ばれる神職の双子と３Ｐしてた。
　一本目も二本目も、設定ばかり懲りすぎていて、そんなに面白くなかった。
　うんざりして、バサラーの情報はガセだったかなって思い始めた。そうして、三本目の話に入ったとき、ハッとなった。
　三本目もやっぱり愛し合っている男同士の話だった。二人は愛し合っているが故に永遠に離れたくないと考え、（なぜか）片方の男が相方をナイフで滅多刺しにして殺害した。その後、殺害した相方を死姦し、そして――
　殺した相手の歯を、えぐり取って、形見として持ち去る。
　そんな結末。
「同じ……だ……。いや、同じか……？」
　冷静に考えろ。
　確かに歯をえぐり取って持ち去ってるのは同じだ。橋はし上がみ教授の歯が一つえぐり取られてたことはメディアでも公表されてる。シチュエーションだけ見ればまったく同じ。
　でも、同じなんだろうか？
　僕が橋上教授の歯を抜き取ったのは、教授を愛してたからじゃない。それにナイフでえぐり取ったんじゃなくてペンチで引っこ抜いたんだ。
　死体から歯を抜き取るなんていうのも、推理小説じゃよくあるシチュエーションのはず。
　そう言い聞かせつつ、もう一度その話を最初から読み返してみて。
「あ……こ、これ……！」
　男が殺されるシーンが描かれたページで、気付いた。気付いてしまった。
「噓うそ……だろ……そんな……」
　本を持つ手が震える。
　この本を描いた西園梨々花という人物は、やっぱり、二ヶ月以上も前に、橋上教授の死のシチュエーションを知っていたんじゃないか？
　あるいは、西園梨々花こそが、橋上教授を殺した犯人である可能性が、すごく、高い。
　それは警察もまだ公表してない情報だ。
　それを知ってるのは、橋上教授が死んでいたあの現場を見た人間だけだ。僕と真犯人と警察と、あとは第一発見者ぐらい？
　その同人誌に描かれていたもの。
　報道でも一切触れられていない、犯人へと繫つながる数少ない証拠。
　何気ないコマの隅にさりげなく配置されているオブジェに描かれていた、四つのアルファベットの単語。
　それは、あのダイイングメッセージと同じ。


『ＣＯＤＥ』
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「そのお友達の事、警察には？」
「家族の人が、捜索願いを出したって」
　私はそう答えて、目の前にある窓の外へと視線をさまよわせた。
　サンロード入り口近くにあるエクセルシオールの二階席からは、下を歩く人たちの姿がよく見える。夕方前ってゆう時間帯だからかな、夕食の買い物に来てる主婦や、学校帰りの学生が目立った。
　でも店内の方は、一人で訪れてる女性客が多い感じ。制服を着てる学生は私以外には見当たらない。女子高生ってゆう生き物は、マックみたいなファストフード店の方が好きだったりするのだ。
　今日だって、この店を選んだのは私じゃなくて桐とう子こさんだったし。
　何て言うか、ちょっと緊張するって感じ。
　店の中は暖房が効いてたけど、私はなんか寒気を覚えて、たまらず自分自身を抱きしめた。不安を抱いてばかりだと良くないと思い、気を紛らわしてみたけど、やっぱりちいちゃんの事が気になっちゃう。この繰り返し。
「どこ行っちゃったんだろ……」
　ちいちゃんは、私の親友で同級生だ。『みゅうのニっコニコ生占い☆』を始めたのだって、ちいちゃんが「やろうよ」って言ってくれたから。放送もずっと手伝ってくれた。いつだって私のことを気遣ってくれてた。ちいちゃんが一緒にいてくれたから、私は勇気を持ってあの番組を続けることができたんだ。
「大丈夫？」
　ちょうど約束通りの時間に現れた桐子さんが、私の顔色を見て心配してくれた。
　そういうさり気ない優しさが、さすが大人の女性だなあって思えて、本当に尊敬できる人。
　だから、この件も桐子さん以外に相談できる相手は思いつかなかった。
「それで、何か進展あった？」
「ちいちゃんがよく行ってたお店なんかを、毎日学校帰りにのぞくようにはしてるんですけど……。当然見つかるわけないし……。私……どうしたらいいのか……」
「捜索願いだけじゃ、警察は動いてはくれないものね……」
　桐子さんの言葉に、私はギュッて自分の膝ひざに置いた手を握りしめた。
　ちいちゃんがいなくなって、今日で一週間になる。
　最悪の事態をどうしても想像しちゃいそうになって、必死で頭の中から振り払う。そんな毎日。
　昨日、同じように連絡が取れなくなってたガモ先輩が久々に顔を見せてくれて、だからちいちゃんだってひょっこり帰ってくるかもしれないって、少し希望を持ったんだけど。
「井いの頭かしら公園の事件のこと考えると怖くて。タイミングがタイミングだから、もしかしたらちいちゃんもあの中に含まれてるんじゃないかって気がして……。ホントはそんなこと、考えたくないんですけど……」
　ガモ先輩があの事件についてあれこれ推理してたのを聞いちゃったのが、間違いだったかも。
　それで、いてもたってもいられなくなって、こうして桐子さんに相談に乗ってもらってる。
「確かにあの事件の犠牲者、まだ身元が分かったのは半分くらいらしいわね」
　その身元が判明した犠牲者の中にちいちゃんの名前があるのかどうかは、まだ調べていない。もしそこにちいちゃんの名前を見つけちゃったら……って思うと、怖くなっちゃうんだ。
　ちいちゃんのお母さんからは今のところなんの連絡もないから、あの事件とは関係ないんだって思うことにしてるけど。
「あんまり思い詰めたらダメ。信じて待ち続けましょう。私、警察関係にも知り合いいるから、ちょっと当たってみる」
「はい……すみません」
　桐子さんの気遣いの言葉に泣いちゃいそうになったけど、唇を嚙かんでグッと耐えた。
　奢おごってもらったメープルラテを、一口飲む。その甘さと温かさのおかげで、ほんのちょっとだけど心がほぐれた。
「なんかちょっと楽になった気がします」
「そう。だったらよかった」
　桐子さんは、すぐに頰ほお杖づえを突いて軽くため息をついた。
「私もちょっと最近バタバタしててね。私の方こそあんまり周りが見えてないかもしれない。身近な人が亡くなったこともあってね」
「…………」
　私は窓の外をぼんやりと眺めた。
　ガラスに反射した自分のしょんぼりした顔が、うっすら見えてる。
　それが、前にビジョンで見た、水底の風景に重なった。もしかしてあの水底のビジョンは、井の頭公園の事件を示唆してたのかな……？　まさかね。
「ねえ、桐子さん。人って、あんなに簡単に死んじゃうものなんですか……？」
　気が付くと、私はそんなことをポツリとつぶやいてた。
「桐子さんは、死後の世界って、あると思いますか？」
　ムムーの編集者なら、きっと〝ある〟って答えるはず。だからそれはちょっと卑ひ怯きような質問だって思う。自分の求めてるのと同じ答えを言ってほしくて、私、あえて桐子さんを選んで聞いちゃってる。
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  「そうね。もちろんあるわ」
　それでも、桐子さんがそうやってうなずいてくれた事で、私は案の定ホッとした。
「私ね、死後の世界を否定すると、一気に世界が窮屈に感じるの」
　桐子さんはかすかに微笑ほほえんで続ける。
「死後の世界じゃなくて、天国とか、霊界とか言い換えてもいいけど。そういう世界を心底肯定できるような、画期的な根拠を見つけたいなって、いつでも思ってるわ。あ、宗教以外での根拠、ね」
「いつか、見つけてね、桐子さん」
　そうしたらきっと、死ぬのは怖くなくなるのかもしれない。死んだパパとも、ホントの意味で会えるようになるかもしれない。
「任せなさいって。ただし、私がその世界を見つけた暁には、全人類から通行料を取るから。実み優ゆ羽うもそのつもりでいてね」
　桐子さんは胸を張り、そんな冗談を言って笑った。
「あ、そうだ桐子さんにお願いがあるんだった」
「なに？　通行料ならおまけしないわよ？」
　私はスマホの写真フォルダを開いて、その中の一枚の写真を見せた。
「これってどう思います？」
　桐子さんはいつもは見せないような厳しい表情で、私のスマホ画面を見つめながら。
「うーん。少なくともこれは心霊写真じゃないわ」
　私が見せた画像をしばらく眺めていた桐子さんは、そう言ってかすかに微笑んだ。
「ちいちゃんが最後に私に送ってきてくれた画像なんです。奇妙な白い光みたいなの写ってますよね？」
　ムムー編集者で霊感も強いらしい桐子さんだから見てもらったんだけど。
「たぶん、これはストラップかなにかが写り込んだだけだと思う」
「そう、ですか……」
　不安が少しは軽くなったんだから、それはいい事なんだけど。
　手掛かり、なくなっちゃった。
「でもこれ……ちょっと安心した」
　微笑んだままスマホをテーブルの上に置き、不思議な事を言う桐子さん。
「安心、ですか？」
「うん。そう。そのちいちゃんの事なんだけど……一つだけ言える事があるとすれば……」
「……」
「ちいちゃんは〝死んでない〟わ」
「それってどういう――」
「さっきの写真が本当にちいちゃんの手掛かりだとすると、そこから死者の波動を感じないの。なんかこう、ピピッと来ちゃうのよ」
「うん、うん……」
　その言葉が嬉うれしくて、私、ちょっと涙ぐんじゃってた。
「だから、あなたはしっかりしてなきゃダメよ？」
「はい」


「あ、ところで実優羽」
　店を出たところで、桐子さんがふと思い出したかのように聞いてきた。
「あなた、最近、キリキリバサラっていうサイトの人と会ってる？」
「え？　あ、はい」
　うなずくと、桐子さんがメガネの位置を直した。街灯が反射して、キラリと光った……ような気がした。
　桐子さん、なんで知ってるんだろ？　もしかして桐子さんにも、ガモ先輩が作った私の記事、見られちゃった？
「その人、どんな人？」
「どんなって……」
　まさか桐子さんが、ガモ先輩に興味あるなんて思わなかった。
　正直に言っていいのかな……。
「かなりダメダメな人です。彼氏にはしたくないタイプって言うか」
　ガモ先輩、ごめんなさい。
「アブなそうな人？」
「あ、そうゆうんじゃないです、全然、ホントに。ガモ先輩は……あ、我が聞もん悠ゆう太たさんってゆう人なんですけど、いたって変態さんですね」
「変態ならウチの編集部にもごろごろ居るし慣れっこかな」
　桐とう子こさんは駅に向かって歩き出した。歩きながらも、さらにガモ先輩の年齢とか職業とかを立て続けに聞いてきて、私は戸惑いながら一つ一つ答えていった。
　やがて桐子さんは、腕組みをして「う〜ん……」と軽くうなった後、道の端の方へと私を引っ張った。
　真剣な表情でじっと私を見つめてくる。
「ねえ実優羽。その我聞くん、近いうちに紹介してくれない？」
「はあ」
「今、個人的に取材してる件と、もしかしたら関係があるかもしれないの」
「え、そうなんですか？　ガモ先輩、なにかやらかしたとか？」
「ああ、ううん。そういうわけじゃないわ。でもあのキリキリバサラってサイトに、何か重要な情報が集まってる気がして。取材してみたいの」
「あー、はい。きっと大丈夫だと思いますけど」
『ムムー』の編集者って聞いたら、きっとガモ先輩は泣いて喜ぶかもしれない。少なくともあの人が拒否するとは思えなかった。
「ごめんね。私の方が頼み事しちゃって」


　桐子さんと駅前で別れた後、家へ向かって歩き始めたと同時。
　つまり私がひとりになったと同時。
　鞄かばんの中からサスペンス映画みたいな、ちょっと怪しげな音楽が鳴り出した。これは登録のない番号から着信があった時に鳴るメロディだ。
　慌てて鞄からケータイを取り出し、画面を見るとやっぱり知らない番号。


「ちいちゃん!?」


『…………』


　私は、考える間もなくその電話に出ていた。
「もしもし!?　ちいちゃんなの!?」


『うぅ…………』


　相手はなにも喋しやべらない。でも息づかいがかすかに聞こえた。
「もしもし！　ちいちゃん!?　ちいちゃんなんでしょ!?」
　必死で電話に向かって呼びかける。
　すると。
『えと……違う』
　そう答えてきた相手の声は……ちいちゃんじゃなくて、男の人の声だった。
　ガッカリして、電話を切りたくなる。
　でも。
『父の件で話がしたい』
　相手がそう言ってきたから、つい、聞き返しちゃった。
「誰だれ……？」
『ＳＡＲＡＩだ。前に、君のニコ生番組で話したことがあるだろう』
「……！」
　ドキッとした。
　そう、覚えてる。一ヶ月ぐらい前に『ニっコニコ生占い☆』で、私、この人と話したことがある。
　確か、キリキリバサラの常連――バサラーさんだって、ガモ先輩が言ってた。わざわざ私を論破するために相談を装って電話をかけてきて。
　でも、そこで私が見たビジョンがあまりに辛つらくて衝撃的だったから、私は泣いちゃって。
〝あなただって、お父さんと話したいこと、あるでしょ？　今しか、ないんだよっ。後回しにしたら、超絶後悔しちゃうから！〟
　そう言ったんだった。
　そして、この人のお父さんはその後、亡くなった。ニュースでそれを見たときは、私、言葉にならなかった。
　ズキリと、胸に痛みが走った。
　私が占わなければ、この人のお父さんも、殺されることはなかったのかな。
「橋はし上がみ……サライさん……ですね」
　名前は、ビジョンで見たから知っていた。
『……そうだ』
　向こうは、私が本名を言い当てたことに驚いてないみたい。
　って言うかなんでこのケータイ番号知ってるんだろ――
　ニコ生で番号を公開して使ってたケータイは、あの放送用のもので、普段は使ってない。
『あぁ、今の一秒以上の沈黙の原因は、なぜ俺が君のプライベートなケータイ番号を知っているのか疑問に思ったからだろう？』


『簡単な話だ』
　なんだかガモ先輩とは真逆の意味で、いちいち面倒くさそうな人って予感がする。


『父はテレビ番組に何度か出演していた。そのときのプロデューサーが父の葬儀に来てくれた。その人物を通して、君を取材した番組のディレクターを紹介してもらったんだ』
　まさか〝知らなきゃ損だＰＯＭ！〟のこと!?
　世間って、広いようで、狭い……。
「私の出た番組、チェックしてたんですね」
『いや……それは、ググった』
　な、なるほど。なにもかも知っているわけでもないみたい。
「それで、あの……私はどうすれば？」
『これからどこかで会えないか？』
　サライさんは〝父の件〟と言った。
　以前、ニコ生で見たビジョンを思い出してみる。
　あのビジョンは、ノイズが多くて断片的にしか理解できなかった。
　それに、あのときの私ってすごく追い詰められてて、自分のパパとの想おもい出でなんかとごちゃごちゃになってたような気がする。
　私は、ちゃんと答えられるかな……。
　それでも。
　私は今、この人と話さなくちゃいけないような気がした。
「……分かりました」
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「……という推測により、ニート神としては集団催眠ではなく集団自殺オフ会説を推してるわけなんだけど、バサラーの皆さんどう思いますかね、……と」
　キーボードを軽快に叩たたいた後、『ターン』とエンターキーを華麗に押して新しい記事をアップした。
「ふう。久しぶりに力作の記事をアップしてしまったわけだが」
　井いの頭かしら公園の通称ニゴロ事件について、僕が考える〝集団自殺オフ会説〟をキリキリバサラの記事としてアップしてみた。
　普段は自分の考えだけで記事を作ることって滅多にない。だいたいは既存メディアが報じたニュース記事に対して〝ニート通神〟という形で煽あおるような内容のコメントを書いて、後は投げっぱなしだ。
　それだけで、バサラー連中は議論を勝手に白熱させてくれる。
「ぽややー？　でもでも、だったらどうして今回はガモタンの考えた〝すごいせってい〟を記事にしたのー？」
「ああ、りょーたす、そこ聞いちゃう？　僕にそれ聞いちゃう〜？」
「うん。聞いちゃう♪」
　りょーたすがポヤガンを僕に向けながらうなずいた。
　っていうか、人と話してるときに銃口を向けないでほしい。しかもポヤガンってただのおもちゃじゃないし。電撃パワーが半端ないし。むしろそんじょそこらのエアガンなんかよりよっぽど危ない代物だし。
　誰だ、こんな物騒なものをこのゆるふわ天然ＪＫに持たせたバカは。
「あえて僕が自分の意見を記事にしたのは……ここ最近の世論への警鐘だよ」
　ニヤリと笑って見せる。
「けいしょう？　って、どういう意味〜？」
「警告ってこと。日本の世論って、たとえばあるきっかけで誰かが右向くと、他ほかの人もそれにつられて一斉に右向いちゃうような傾向があるんだよね。空気読む、ってやつ。最近のオカルトブームってどうなのよ、と僕は言いたいわけ」
「ガモタくん、おかしなこと言うのねぇ」
　マスターイズミンは相変わらずカウンターの向こうで僕の話を聞いていて、途中で割り込んできた。
「ガモタくんがやってるそのインターネットって、オカルトを取り扱ってるんじゃないの？」
　マスターが何歳かは知らないけど、ネットに疎い世代にとってはノートＰＣを開いてなにかやってるとだいたい全部〝インターネットをやる〟でひとまとめにされるんだ。
　まあ、インターネットをやってるのは事実だから、いちいち指摘するのはやめておいた。
「僕は、オカルト情報まとめサイトの管理人やってますけどね。それはあくまでアフィで稼ぐためですよ。オカルトじゃなくても別にいいんですよ。稼げれば」
「でも、どうせだったらオカルトがブームになった方がいいんじゃない？　その分、みんな興味を持つだろうし」
「キリバサはオカルトアンチの巣そう窟くつですよ。盛り上がってくれるのは嬉うれしいけど、オカルトだと信じてる情弱どもを嘲あざ笑わらって論破して胸をスッキリさせるためのまとめサイトです。まぁオカルトが流行した方が議論も盛り上がるし、アクセスしてくる人も増えるので、もちろん大歓迎なんですけどね」
　軽くドヤ顔をしてみたのに、りょーたすが僕の脇わき腹ばらをつんつんと突いてきたから台無しになった。くすぐったくて「あふん」って声が出ちゃった。
「じゃーっく！　じゃーっく！」
「な、なに？　りょーたす、ちょっ、突かないで。じゃーっくってなに？」
「あまのじゃーく♪　ガモタンは〜、あまのじゃーく♪」
　あ、はい……。そうなのかもね。
　僕はバサラーとオカルトファンがもっと不毛な争いをしてくれればそれで万々歳だよ。
　とにかく、僕のこの記事でまたキリキリバサラが活性化してくれないと困る。
　一週間引きこもってた間、記事をアップできなかったのは痛手だった。おかげで他のまとめサイトに比べてこのビッグウェーブにかなり乗り遅れちゃってる。これじゃアフィだけで食っていけるまとめサイトへと上り詰めるどころか、閑古鳥が鳴く三流まとめサイトで終わっちゃうよ。
「それにしても、本当に謎なぞだらけよねえ、井の頭公園の事件」
　マスターイズミンが、その筋骨隆々な体を微妙にくねらせた。
「アタシ、家にいるときはテレビにかじりついて事件の続報を追ってるんだけど、本当にろくな情報が出てこないのよ。それって警察もよく分かってないっていうことでしょ。怖いわ〜。アタシもあの池に吸い込まれちゃったらどうしようかしら」
　ネットでちょっと調べてみても、ニゴロ事件の話題でほぼ一色っていう状況はこの数日ずっと変わらない。
『井の頭池の水抜き検討　本格捜査へ』
『二百五十六人の身元確認　いまだ難航なぜ？』
『全員の死亡推定時刻　前日午後九時〜翌朝四時』
『首相　井の頭公園事件犠牲者に哀悼の意』
『公安調査庁　カルト宗教組織に該当無し』
『毒ガスの痕こん跡せき無しで強まる集団催眠説』
『過熱する報道合戦　周辺住民が苦情』
『井の頭公園　捜査終了まで無期限の封鎖』
　そうした見出しが躍ってる。
　身元確認が遅れている理由がよく分からない、っていうのが最近一番ホットな話題だ。
　犠牲者はほぼ全員が水死で、しかも亡くなってから発見まで二十四時間も経たっていないため、遺体の損傷はほぼ皆無だった。
　なのに、いまだに身元確認は半分もできていない。
　警察はその理由について、マスコミに追及されてもはぐらかしていた。
　そこに陰謀論者が食いついた。
　おかげでネット上の議論は収拾が付かなくなって、オカルト論も平気ではびこってる事態っていうわけ。
　とにかくメディアもネットも、他のニュースなんてほったらかしにしてこの事件ばっかり扱っていた。
　……橋上教授が殺されたことなんて、世間じゃもうすっかり忘れ去られちゃってるよな。
　警察がニゴロ事件に手一杯になれば、それだけ橋上教授殺害事件の捜査は手薄になる。僕があの現場にいたことに気付く人も少なくなるかもしれない。
　一方でそれは、いつまでも真犯人が捕まらない可能性が高くなることも意味している。
　それは逆に言えば、僕の無実が証明されるのも延々と先送りにされるってこと。
〝見えない敵〟に対する焦りは、日増しに強くなってきている。
　西にし園ぞの梨り々り花かっていう人にコンタクトを取るなり警察に伝えるなりするべきだろうかって思うけど、自分の素性を明かすことになるからずっと躊ちゆう躇ちよしていた。
　と、ドアベルの音が鳴って、誰だれかが店に入ってきた。
　まさか、警察か!?
　ギクリとして僕は腰を浮かしかけた。
　でも、入ってきたのはみゅうポムだった。
　いちいちビクついちゃってるな……。
「こんにちは」
「あら〜、みゅうちゃん。お友達、連絡取れた？」
「あ、いえ」
　みゅうポムは、マスターイズミンに弱々しく笑顔を向けた後、僕のところまでやって来た。
「ガモ先輩」
「あ、うん。ども。土曜なのに来るなんて、珍しいね」
「あの……」
　なにか言いたそうにしてる。なんだろう？　告白？　いやいや、それはない。じゃあ……キリキリバサラスタッフをやめたい、とか？　あ、もしかして……。
「キリバサでみゅうポム特集をいつやるかって話？　ごめん、ニゴロ事件が起きてそれどころじゃなくなったんだ。それに特集やるにしてもいろいろ仕込みをしてかないといけないでしょ。だからもうちょっと待ってよ」
「…………」
　みゅうポムはなおも僕にすがるような目を向けていて。
　でも、結局は――
「いえ。分かりました」
　それだけ答えて、りょーたすのところへ行ってしまった。
　なんだったんだろう？
　気になった。女子の考えは読めない。
　近いうちにみゅうポムにインタビューでもしてあげて、ちゃんと特集組む予定だよってアピールしておいた方がいいかも。
　僕はそんなことを考えながら、さっき更新した記事をもう一度のぞいてみた。そろそろコメントが付いているはずだ。
　僕自身の考えに共感して絶賛してくれるコメントは、どれぐらい来てるかな。
　アンチな意見ばっかりだったら死にたくなるかも。
　付いていたコメント数は十件くらいだった。
　公開後に即ついたコメントばかりなので、『あ、はい』とか『長い。三行で』とか『うるせーバカ』とか、内容のないものばかりだった。死にたい……。
「もうちょっと様子見た方がいいか……」
　ＳＡＲＡＩあたりが登場してくれると、議論も盛り上がるんだろうけど。
　僕がしばらく更新できなかったせいで、常連バサラーたちも最近はめっきりコメントしなくなってしまっている。それも最近のコメントの傾向がオカルト寄りになってる原因かも。
　ため息をついて、ノートＰＣを閉じようとした。
　でもそこで、この前の西園梨々花についての〝どーも銭形です〟氏の書き込みのことを思い出した。
　あれも、ずいぶん昔の記事に新しく書き込まれてたんだった。
　ということは、他の記事にも新しくコメントが付いてるかもしれない。
　コメントの一覧を表示してみる。確認してみると、先月公開した『ひとりかくれんぼ実況男が帰ってこない！』と『コックリさんの呪のろいマジ怖ぇ！』に、ここ数日で新しくかなりの数のコメントが付いていた。




『コックリさんの呪いマジ怖ぇ！』


259：名っなしさんはマジ
　なあ、井いの頭かしら公園の事件の犠牲者さ、身元確認取れた人から公表されてるじゃん？
　その中に、この記事のＪＫと同じ名前があるんだけど [image: ]


260：名っなしさんはマジ
　>>259
　なにそれｋｗｓｋ


261：名っなしさんはマジ
　>>259
　なんでお前が女子高生の名前知ってるんだ？
　この子の名前ってどっかに出てたっけ？


262：名っなしさんはマジ
　>>261
　過去ログ見れ
　バサラーが特定した
　学校名と「秋ぐらい」って時期は判明してたから
　その時期のニュース漁あさったら
　それっぽいのが見つかった


263：名っなしさんはマジ
　>>十月十三日午後七時頃ごろ、吉きち祥じよう寺じ女子高校二年、宮みや前まえ悠ゆう奈なさん（十六）が校内で倒れ、
　救急車で搬送された。宮前さんは友人らとともに教室内で〝コックリさん〟の儀式をし
　ていたという。搬送された武蔵むさし野のメディカル総合病院の医師は「精神的なストレスで貧
　血を起こしたのではないか」と話している。だが果たして本当にそれだけなのだろうか？


　東スポの記事見つけたｗｗｗ
　ホントだ名前出てるｗｗｗ
　そしていかにもな内容だなｗｗｗ


264：名っなしさんはマジ
　え、ゆーなちゃん死んだってこと？
　だって入院中じゃなかった？


265：名っなしさんはマジ
　うわあ、俺たちのアイドル、ゆーなちゃんが！


266：名っなしさんはマジ
　おいマジか……マジか……


267：名っなしさんはマジ
　三月一日のニュース記事見つけた
　その日はどのメディアも井の頭公園の件だらけのせいで
　埋もれちゃってたけど




『武蔵野メディカル総合病院　患者脱走　いまだ行方不明』


　二月二十九日午後十一時頃、武蔵野メディカル総合病院から「患者がいなくなった」と通報があった。行方不明になっているのは、精神科病棟で入院中だった宮前悠奈さん（十六）。
　警察が捜索したがいまだ見つかっていない。病室に外出用の服が残ったままだったことから、薄手の服装で外へ出たとみられる。




268：名っなしさんはマジ
　うお、マジだ気が付かなかった


269：名っなしさんはマジ
　井の頭公園事件のリストにこの子の名前俺も見つけたわ


270：名っなしさんはマジ
　じゃあ病院脱走して井の頭公園行って自殺？
　直行したのか、誰かと合流したのか……
　この子の足取り追えば、集団催眠があったかどうか分かるんじゃね？


271：名っなしさんはマジ
　ユウナちゃん……ご冥めい福ふくをお祈りします


272：名っなしさんはマジ
　この子が集団催眠を受ける時間的な余裕はないんじゃないか？
　だって病院から井の頭公園まで歩いたんだろ？
　催眠なんてのんびり食らってる暇ないって


273：名っなしさんはマジ
　深夜でまだクソ寒い季節で精神科とはいえ入院患者が
　かなりの距離を薄着で歩いてきた
　つまりその時点でかなり弱ってる
　暗示にはむしろかかりやすかったのでは


274：名っなしさんはマジ
　彼女は明らかに死にに行くために病院脱走してるな
　だとしたら彼女の携帯電話とか調べれば
　誰と連絡してたかとか分かってくるんじゃ？


275：名っなしさんはマジ
　コックリさんの呪いが半年かけて発動したか
　実は二百五十六人の共通点って
「過去に一度でもコックリさんをやったことがある」
　だったりして


276：名っなしさんはマジ
　>>275
　それが共通点だと
　二百五十六人ってけっこうリアルな数字だな…


277：名っなしさんはマジ
　>>275
　え？　私も中学のときコックリさんやったけど
　こうしてピンピンしてるよ？




『ひとりかくれんぼ実況男が帰ってこない！』


311：名無し見ぃつけた
　なあ、ひとりかくれんぼ男の姉いたじゃん？
　弟が失しつ踪そうして困ってるって言ってた女


　なんか二十九日に変なことつぶやいてるんだけど


　twitter.cam/+si+sakaue+/status/551912348423900229


312：名無し見ぃつけた
　>>311
　え、なにこれ


313：名無し見ぃつけた
　>>311
　おい、これヤバイやつだって


314：名無し見ぃつけた
　>>311
　鳥肌立った
　通報しろ！


315：名無し見ぃつけた
　>>311
　つまり……そういうこと？


316：名無し見ぃつけた
　>>311
　いくらなんでも釣りだろ？
　それかただの偶然だって


317：名無し見ぃつけた
　>>311
　怖い怖い怖い怖い怖い怖い怖い怖い


318：名無し見ぃつけた
　>>311
　見つかった……のか
　でもこの場所ってことは絶望的？




　バサラーの動揺したコメントが気になって、僕もすぐにリンク先のツイッターアカウントをのぞいてみた。
　そのアカウントは、ひとりかくれんぼを実況した後で忽こつ然ぜんと行方をくらましたニコ生主の姉を名乗っていて、Ｊ―ＣＡＳＴの記事中にも登場している。
　なぜだか胸騒ぎがした。
　ツイッターアカウントの、該当のつぶやきがブラウザに表示された。




@+si+sakaue+
　皆さんからの情報のおかげで携帯電話の位置情報を調べられる方法が分かりました。さっそく弟の居場所を調べてみたんですが、場所が変で誰だれかにイタズラされたみたいなんです。



@+si+sakaue+
　え？　え？　なにこれなにこれなにこれ。
　やっぱり場所がズレてます。


@+si+sakaue+
　怖い怖い怖い怖い怖い怖い怖い怖い怖い怖い怖い怖い怖い怖い怖い怖い怖い怖い怖い怖い怖い怖い怖い怖い怖い怖い怖い怖い怖い怖い怖い怖い怖い怖い怖い怖い怖い怖い怖い怖い怖い怖い怖い怖い怖い怖い怖い怖い怖い怖い怖い怖い



@+si+sakaue+
　誰か助けて下さい！！！弟の携帯電話の位置情報が変なんです！！！
　お願いしｍｓす


@+si+sakaue+
　イタズラとかならやめて下さい！！！
　これってコンピュータのエラーとかあるんですか!?


@+si+sakaue+
　ごめんなさい。ほんとうにごめんなさい。
　もうわかりません。


@+si+sakaue+
　くわしい人いたら教えて欲しいです。
　弟の携帯電話のＧＰＳ？　の位置情報のスクショ公開します!!




　そこに貼はられているリンクをクリックする。


　東京都三み鷹たか市―――
　井いの頭かしら公園内―――
　井の頭池の―――


「ど真ん中ぁ!?」


　表示されていた画像を見て、僕はハッと息を吞のんだ。
「おいおい、マジか……」
　この情報が正しいなら、ひとりかくれんぼで失踪したあのニコ生主の携帯電話が、二月二十九日に、井の頭池の底に沈んでいたことになる。
　コックリさんで入院した女子高生も病院を脱走して井の頭池で死んだ。
　吉きち祥じよう寺じで起きたオカルト絡がらみの事件の関係者二人が、二百五十六人の中に含まれていた。
　だとすれば、つまり。
「僕のサイトで取り上げた他ほかの事件の関係者も、死んでる可能性が高いってことじゃないですかぁ!!」
　興奮のあまり声に出して叫んでしまった。
　マスターイズミンが、ビクッとした後、僕を笑顔でにらみつけてくる。
　雑談していたりょーたすとみゅうポムは、ポカーンとしていた。
　それでも僕は、声を上げずにはいられなかった。
「これは超スクープでしょ！　キリキリバサラでこのことを取り上げればアクセス数稼ぎまくり！　ニゴロ事件の真相に迫れるのはキリキリバサラだけ！　もう働かなくてもいいんだ！」
　その瞬間、僕はイヤなことも全部忘れ、勝利宣言に酔いしれた。
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　ブルゥムーンを出る頃ころには、すっかり暗くなっていた。
　りょーたすやみゅうポムがドン引きするのにも構わず、『ひとりかくれんぼ』と『コックリさん』についての続報記事を作るのに夢中になっちゃったよ。マスターに店を追い出されたときには、女子高生コンビはとっくにいなくなっていた。
「まったく、それでもバサラガールかよ……」
　小さな声で文句を言いつつ、夜の街を歩き出す。
　週末ということもあって、駅前はきっとけっこうな人ごみだろう。あえてそっちに出るのを避け、遠回りをして帰ることにした。
　例によって、歩きながらも鍵かぎ穴あなを探す。血眼になりながらいつも探してるけど、鍵穴は一日にせいぜい二個か三個見つけるのが精一杯だ。人の住んでいる家やマンションを除外すると、試せる鍵穴なんて滅多にないことに気付いて、愕がく然ぜんとする。
　いっそキリキリバサラで情報提供を呼びかけたいぐらいだよ……。もちろんそんなことできるわけがないんだけど。
「あ」
　そんなことを考えながら歩いていると、閉鎖された月つき極ぎめ駐車場を見つけた。入り口のところにかけられた鎖が、南なん京きん錠じようでロックされている。
　僕は周囲の目を気にしつつ、素早く鎖に歩み寄った。
　ポケットから金歯鍵かぎを取り出し、南京錠の鍵穴に差し込もうとする。でも。
「またダメか……」
　舌打ちし、その場から離れようと前を向いたところで、ギクリとして立ちすくんでしまった。
　前方から、自転車に乗った警官が近づいてきた。しかも、僕のことをまっすぐににらみ付けている。
　スーッと、全身から血の気が引いていくのが分かった。
　ヤバイ。バレた。職務質問される。そんなことになったら終わりだ。取調室に何日も軟禁されて、僕は橋はし上がみ教授を殺した犯人にでっち上げられてしまう。
　逃げろ！　逃げろ！　逃げろ！
　自分の心が警告する。
　でも、ここで逃げたらますます不審に思われてしまうかも。そう思ったら、ピクリとも動けなくなってしまっていた。
　警官が自転車を降り、無言で僕の前までやってくる。
　その鋭い視線に僕はすっかり威圧されていた。蛇ににらまれたカエル状態だった。声も出せず、逃げることもできず、視線を落とし、目が合わないようにするのが精一杯。
　警官は僕の目の前で立ち止まった。終わった、という絶望感でその場にへたり込みそうになった。
　警官はこれ見よがしに、さっきまで僕がいじっていた鎖を手で摑つかみ、激しく揺らし出した。金属が鳴る音が周囲に響く。
「なんなんだ？」
　警官が言った。
　反射的に僕は叫んでいた。
「な、なな、なんでもないです！」
「…………」
　警官はなおも鎖を揺らしていたけど、やがて舌打ちした。
「まったく、紛らわしい」
「すいません……」
　必死に頭を下げると、意外にも警官はそれ以上なにも言わず、僕をもう一度にらみ付けてから自転車に乗って走り去っていった。
「あ、危なかった……」
　持ち物の検査なんてされてたら終わるところだったよ。
　いや、ホッとしてる場合じゃない。あの警官が気まぐれに戻ってくるかもしれない。
　心の中は〝今すぐ逃げろ〟っていう気持ちだけで占められていて。
　警官が去ったのとは逆方向へと、僕は脇わき目めも振らずに歩き続けた。
　駅前まで来たところでようやく緊張が解けた。その場でしゃがみ込みたくなる。自分がどこにいるのかを、周囲を見回して確認してみる。ちょうど、ハモニカ横丁の大きな看板の前だった。
　予想したとおり、すごい人ごみだった。こんなところにいたら、人の多さにやられて気持ち悪くなってしまう。こんなところにいるのは、ほんの数分でも耐えられない。
　でも、ハモニカ横丁の看板を見て、ふと思い出したことがあった。
　――黒魔術で、人を呪のろってくれるらしいわよ。呪いたい相手の髪の毛を持っていかないと、依頼を受けてもらえないんだって。
　マスターイズミンだっけ、そんなことを言っていたのは。
　黒魔術代行屋『紅くれないノの館やかた』の女店主、紅ノ亞あ里り亞あ。
　りょーたすの話だと、僕らと年齢はほとんど変わらないぐらいで、しかもかなり美人らしい。
　いや、この際顔はどうでもいい。
　先月、よりによってりょーたすとみゅうポムが、取材のために僕の髪の毛を持って紅ノ館に突撃をかけた。わざわざ六万円以上もの大金を支払って、僕が二ふた股また掛けたクソ野郎だと偽り、呪いを掛けるよう頼んだ……とかなんとか。
　僕は元々、呪いなんてものは全然ちっともまったく信じてなかったけど。
　よく考えたらその呪いを掛けられた日以来、最悪な出来事ばかりと遭遇してないか？
　りょーたすが言うには、呪いは紅ノ亞里亞が契約している〝悪魔〟が掛けるんだと説明されたらしい。
　その悪魔らしき存在と、僕はほんの数日前に遭遇した……ような気がする。
　そう、あれは二月二十九日の夜。井の頭公園でニゴロ事件が起きた日だ。
　あのとき、僕はそこから少し離れた路上で悪魔と会った。
　あれは、ええと、夢だったっけ？　現実だったっけ？
　そんなことはどうでもいい。
　それよりも、紅ノ亞里亞による呪いがもし本当に僕に不幸を招き寄せてるんだとしたら？
　あるいは、すべては紅ノ亞里亞による自作自演で、橋上教授を殺したのもニゴロ事件で二百五十六人を集団催眠にかけたのも、彼女自身だったりするのかも――
「はは、ワロス」
　僕は無理矢理笑い飛ばした。
　そうしないと、際限なく猜さい疑ぎ心が肥大化しそうだったから。
　僕まで最近のオカルトブームに毒されちゃったかも。
　ヘタに動くのはよくない。今優先するべきなのは、金歯鍵に合う鍵穴を見つけることだ。
　西にし園ぞの梨り々り花かのことも紅ノ亞里亞のことも怪しく思えるけど、とにかく今は慎重にならなきゃダメだ。
　そう自分に言い聞かせて歩き出そうとしたら、正面からタバコをふかしながら歩いて来た男と肩がぶつかった。
「いてーなこのクソガキ！」
「す、すみませんっ」
　とっさに謝ってから相手の顔を見て、ゾッとした。髪はパンチパーマだし、夜なのにサングラスをしている。よく見ると前歯が欠けていた。
「テメーどこ見て歩いてんだ？　すみませんで済むなら警察いらねーんだよ！」
「ちゃんと前を向いて歩きます。ちゃんとします！」
　必死でそれだけ言って、逃げるようにサンロード商店街へと入った。
　夕食用に牛ぎゆう丼どんをテイクアウトで買って、サンロードから脇わき道みちに入ると、急速に人通りは少なくなる。
　人ごみにうんざりしていた僕はそこでようやく安あん堵どの息をつけた。
　ふと背後を振り返ってみる。
「…………」
　この裏通りを、同じ方向に歩いているのは、僕以外にただ一人だけだった。
　今度は若いメガネの男だけど、顔はよく見えない。
　そこで進行方向から車のヘッドライトの明かりを感じて、前へと向き直った。車が僕の横をすり抜けていく。
　このまま早足で歩き続ければ家までは10分もかからない距離だ。
　歩きながら、僕はまた、金歯鍵を試せそうな錠前や鍵穴はないかとキョロキョロしてしまう。
「…………」
　なんだろう。
　五分程歩いたところで、なにかが引っ掛かる。
　錠前のこと、じゃない。さっきの警官のこと……でもない。西園梨々花でも紅ノ亞里亞でもない。それ以外のなにか。
　すごく、気持ち悪い感覚。
　ブルゥムーンを出てここまで、警官に職質されそうになったり、怖そうなお兄さんにいちゃもんつけられた以外はなにもおかしなことなんてなかったはず。
　それなのに、なんだろう、この居心地の悪さは。
　困惑しながら、もう一度振り返っていた。
　やっぱり、僕と同じ方向に歩いているのは若い男一人だけで。
　前を向き直り。
　ゾクリ、とした。
　今見た、僕の三十メートルぐらい後ろを歩く、その若い男は、メガネをかけていた。
「さっき、駅そばの裏通りにいた、メガネ……」
　警察でも怖いお兄さんでもない。
　メガネは……ノーマークだった。ただのモブキャラだったじゃないか！
　あいつがなんで？
　どういうこと？
　後をつけてきたのか？
　背筋を寒いものが走る。
　――いやいやいや。
　不穏な考えを頭の中から追い出そうとする。
　偶然だ。
　単なる偶然だってば。
　駅から北西方向へ帰るなら、この道を通るのだってなんら不自然なことじゃないでしょ。
　そう思いながらも、自然と足を速めていた。
　あの男とハモニカ横丁でぶつかった後、僕は牛丼屋でテイクアウトの牛丼を買った。ちょうど夕食時ということもあって店内は混雑してた。テイクアウト待ちの人も僕の前に二人いた。だから店内で五分ぐらいは待たされたはず。
　その間、後ろの男はどこでなにをしてた？
　僕と同じ牛丼屋にはいなかった。
　もしかしたらどこかのコンビニとかファストフード店で買い物をしていたのかもしれない。僕が牛丼屋で五分くらい待たされたように、あの男も買い物にそれぐらい時間がかかったのかもしれない。
　後ろの男は、手にコンビニ袋のようなものを持ってたか？
　さっき振り返ったときにはどうだった？
　くそっ、そこまでは確認してなかった。
　持ってたような気もするし持ってなかったような気もする。
　どうしてもっとちゃんと相手を観察しなかったんだよ！
　確かめたい。
　もう一度振り返りたい。
　でも、三度振り返るのは不自然じゃないか？
　もし相手が僕を尾行してて、僕が尾行に気付いたことを悟られたら――夜道で襲いかかってくるかもしれない。
　橋上教授みたいに、ナイフで滅多刺しにされるかもしれない。
　遺体が浮かべていたあの表情が思い出された。
　床に広がっていた血だまりの色を。教授の服に滲にじんでいた血の色を、思い出した。
　大声で悲鳴を上げながら走り出したい気分になる。
　でも、ダメだ。なにも気付いていないフリを続けないと。
　決めつけはよくない。あの男が本当に僕を尾行してるかどうかなんて、どこにも確証はないんだし。
　ただ、このまま家までまっすぐ帰るのはよくない気がした。
　家に入れば逃げ切れるとは思うけど、もしかしたら相手は、僕の家を突き止めるのが目的だっていう可能性もあるんだ。もしそうなら、わざわざ僕の方から答えを提示してあげるようなものじゃないか。
　僕だけじゃなく、母さんまで危険な目に遭う可能性だって出てきちゃうし。
　そんなことを考えていたせいか、とっさに目の前の小さな交差点を、右に曲がっていた。
　曲がる瞬間にチラリと背後を見る。
　メガネ男はまだ付いてきていた。
　ちょうど街灯の下を歩いている。
　かけているメガネの縁が一瞬キラリと光ったように見えた。
　そして僕はますます混乱した。
　男の顔に、なぜか見覚えがあった。
　どこで見たのかは思い出せない。いつ見たのかも思い出せない。
　教授殺害現場から逃げる時、学校に残っていた生徒数人とすれ違った。
　生徒じゃない人とだってすれ違ってる。
　どこだ……？　どこで見たんだよ、僕は……!?
　心の中で警鐘が盛大に鳴り響いていた。
　――ヤバイヤバイヤバイヤバイヤバイヤバイヤバイヤバイヤバイヤバイヤバイヤバイ。
　焦りから、さらに早足になる。
　男が僕と同じように右に曲がってくるか、それともまっすぐ進むか。
　それで判断しようと思った。
　もし僕の方に付いてくるなら、あの男は僕を追ってる。そうじゃないなら、僕の単なる思い込みでしたちゃんちゃん、で済むんだ。
　まっすぐ行け。まっすぐ行け。
　歩きながら軽く振り向き、メガネ男の姿が現れるのを待つ。
　そしてその男は――
　なんら躊ちゆう躇ちよすることなく、右に曲がってきた。
「ひっ……！」
　悲鳴を上げそうになる。きつく奥歯を嚙かみしめてかろうじてそれを耐える。
　確信した。
　あいつは僕を追ってきている……！
　刑事とは思えない。若すぎる気がするから。身体からだの線だって細すぎる。
　じゃあ誰だれだ？
　真犯人か!?
　それとも事件の日に僕が逃げるのを目撃した人物か？　僕を脅して金銭でも要求しようって言うのか!?
　とにかく逃げろ。
　今すぐどこかに逃げろ。
　でもどこへ？
　もう一度駅まで戻る？
　あそこなら交番もある。
　って、ダメだ！　警察には頼れない！　だってそうしたら僕は橋はし上がみ教授殺害犯っていう冤えん罪ざいをなすりつけられる！
　だったらどこへ行けばいいんだよ！
　肩から提げているいつものケースの表面をバンバンと叩たたく。
　なんか喋れよ、ゾン子！
　元はと言えばお前のせいで僕はややこしい立場になっちゃったんだぞ！
　お前の言葉に従った結果こうなってるんだから、もう一度出てきて僕を助けろよ！
　もちろんゾン子は前に宣言した通り、周囲に人がいる状態じゃ答えてくれることはなくて。
　そうこうしているうちに五日市街道に出た。
　ブルゥムーンを出てから北へ行っては南に戻りと、吉きち祥じよう寺じの街をジグザグに歩いていることになる。まっすぐ歩けば二十分もかからず家に帰れるはずなのに、今日はもう一時間ぐらい歩き続けていた。
　左に行くと成せい明めい大学の方に出る。本能的に、そっちには行きたくないと思って、右へ曲がった。家からは遠ざかることになる。ブルゥムーンの方へ戻ることになる。かと言ってその先、どうやって逃げるべきかまったく思いつかない。
　後ろを振り返るとさっきの男の姿はなかった。
　今がチャンスじゃないか？
　そう思ったときにはすでに僕は走り出していた。
　それから、この後どうするんだよって自分自身に問いかけた。
　後先考えずに走り出しちゃったけど、このまま何キロも走る体力なんて当然ない。
　あの男はすぐに、僕が走って逃げ出したことに気付くだろう。そうなったらもう言い訳できない。向こうも本気で捕まえにくるかもしれない。
　どうしよう、なんで走っちゃったんだよ、僕はなにやってんだよ、もっと慎重に動けよバカが！
　半泣きになりながらなおも走っていたら、正面の信号が赤だった。
　そのまま止まることなく横断歩道を渡る。
　目の前に武蔵むさし野の八はち幡まん宮ぐうがあった。
　振り返っている余裕はなかった。
　鳥居をくぐり、真っ暗な境内に駆け込む。
　この暗さなら隠れられる。その判断に賭かけた。
　本殿までは行かずに、手前の境内社の陰に身を滑り込ませる。
　息が苦しい。呼吸の荒さはすぐには戻らない。声でバレないように口元を押さえてみたけど、どうやっても漏れ出てしまう。全身から汗が噴き出す。身体が熱い。今すぐダッフルコートを脱ぎ捨ててＴシャツ一枚になりたい気分。手に持っている牛ぎゆう丼どんを入れた袋がカサカサと音を立てるのがイヤで、地面に投げ捨てた。
　あの男は追ってくるだろうか。
　僕がこの神社内に入るのを見ていただろうか。
　見られていなかったなら、なんとかなる。
　もし見られていたら最悪だ。逃げ場はもうない。
　追ってこないでくれ……。
　心の中でひたすら祈る。
　ぎゅっと目を閉じて。
　この悪夢が去るのをじっと待った。
　……でも、無駄だった。
　境内の入り口、ちょうど鳥居の真下に、一つの人影があって。
　僕の隠れてる場所からじゃシルエットしか見えないけど、それはさっき後ろを歩いていたメガネ男に違いなかった。


「っ…!!」


　どうしよう、最悪だ、僕はこの神社で無惨に殺されるんだ、早朝に犬の散歩に来たどっかのおじいさんに発見されて明日の夕刊に載っちゃうんだ、母さんは泣いてくれるかな。


　と、その時――


「ここから先が神域だなんて、馬ば鹿かげていると思わないか？」
　男の声が、静かな境内に響いた。
　理知的な声だった。
　そこには苛いら立だちとか怒りとかそういう感情はまったくこもっていなかった。
「千歩譲って神がいたとして、こんな都会の真ん中の、交通量の多い場所に住み着くと思うか？」
　男の言葉は、呼びかけだった。
　誰に呼びかけてる？
　そんなの決まってる。僕だ！
　あいつは、僕がここに隠れてることを分かって、あんな余裕たっぷりの態度で追い詰めようとしてるんだ！
「なぜ『キリキリバサラ』なんだ？」
　……は？
　今、なんて言った？
　あいつは今、なんて言ったんだ!?
「軍ぐん荼だ利り明みよう王おうの真言『オンキリキリバサラウンハッタ』にかけているのか？」
　こいつ……！
　僕のことを、知っている！
「君のことは相あい川かわ実み優ゆ羽うさんを通して聞いた。父が死んだ日、君が成明大学十号館を訪れたことも」
「……!?」
　みゅうポムの知り合い!?
　成明大学十号館って、僕がそこへ行ったのを知っているのはりょーたすだけで……。
　りょーたすがみゅうポムに話したのか？
　そしてみゅうポムがあの男に話した？
　っていうか、〝父〟って、どういうことだ!?
　それって橋上教授のこと!?
　考えが追いつかない。うまく思考が回らない。
　そこでハッとした。
　思い出したんだ。
　あの男の顔を、どこで見たか。
　――テレビだ。
　橋上教授の葬儀を中継していたテレビ。
　そこに映っていた。
　あいつは、橋上教授の、息子だ……！
「僕は殺してない！」
　気付けば、たまらず物陰から飛び出し、叫んでいた。
　確かに僕は教授の遺体を見たし、第一発見者なのに警察に通報しなかったし、それどころか遺体から金歯をペンチで抜き取って持ち去った酷ひどい奴やつだ。
　でも。それでも！
「僕じゃないんだよぉ！　僕は、やってないんだっ！」
　涙があふれ出しそうになって。
「信じてよっ、信じてくれよぉ、僕は、あんなの……」
　男は――橋上教授の息子は――微動だにせず、冷静な態度のまま小さく鼻を鳴らし。
　こう言った。
「君を疑ってなどいないさ」
「……へ？」
　疑って……ない？
「ほ、本当に？」
　僕の言葉に、橋上息子はうなずく。
　拍子抜け……した。
　同時に、全身から力が抜けた。
　その場にしゃがみ込む。
　橋上息子がゆっくりと僕へ歩み寄ってきた。
　街灯のわずかな明かりで、かろうじて表情を窺うかがえるようになる。
　僕がこんなにも情けない姿なのに、彼は眉まゆ一つ動かそうとしなかった。
「君は『キリキリバサラ』の管理人ということで間違いないか？」
「そ、そういうあんたは、橋上教授の……息子？」
　相手はうなずき。
「橋上サライ。キリキリバサラにも何度かコメントしたことがある」
　そんなことを、サラッと言ってのけた。
　一瞬、言葉の意味が理解できなくて、ちょっとモヤモヤする。
　少し考えて。
　キリキリバサラに書き込んでたなんて、世間は狭いなって思ったりして。
　何度かその名前の字面と響きを頭の中で反はん芻すうしたら。
　一気にモヤモヤが晴れた。
「サライって、ＳＡＲＡＩ!?」
　橋はし上がみ息子――じゃなくて、橋上サライが、小さくうなずく。
　っていうか、ＳＡＲＡＩの父親が橋上教授ってことの方がビックリかも。
「君の個人情報はだいたい聞いた。我が聞もん悠ゆう太た。成明高校二年」
「あ、はい、そう……です」
「俺も成明大学だ」
「え……!?」
　同じ学園に通ってた!?
　まさかそんな近くにいたなんて。
　もしかしたら、知らず知らずのうちに大学キャンパスですれ違ってた可能性だってある。
「それで、確認させてほしいんだが」
　サライが、僕の目をまっすぐに見据えてきた。
「君は俺の父が死んでいる現場を見たのか？」
「……そ、それは」
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  「ごまかす必要はない。さっきも言ったように俺は君が犯人だとは一パーセントも疑ってはいない。なぜなら父は少なくとも一週間以上もあの研究室に監禁され拷問されていた痕こん跡せきがある。君がそれを行うのは様々な要因を考えると不可能だ」
　え、あ、そう、なの？
　それはサライ一人の考えなんだろうか。それとも、警察の考えなんだろうか。
「一方で相川実優羽さんから聞いて、君が二月二十四日の午後五時頃ごろに父の研究室を訪ねたことは把握している」
　みゅうポムがサライに告げ口のようなことをしたのは意外だった。ちょっと裏切られた気分。っていうか、みゅうポムとサライって知り合いだったっけ。ニコ生でバトルしてたはずなのに。
「彼女を責めるのはお門違いだ。むしろ彼女は君のことを心配していた」
「そう、ですか……」
　いちいち人の考えを読んだみたいに先回りして言葉を投げかけてくる人だ。自分がすごく馬ば鹿かに思えてきて、イラッとさせられる。
「もし君が現場を見た上で、逃げ出した後、警察に通報しなかったのなら、その行動は不可解だし不愉快だが」
「…………」
　なにも言えない。
　言えるわけがない。
「で、父が死んでいる現場を見たのか？」
　僕はゴクリと息を吞のむと。
　ゆっくりと、うなずいた。
「見ま……した」
　サライは眉一つ動かさなかった。
「なにか気になる点がなかったか教えてくれ」
「え、な、なにかって……？」
「なにか、だ。警察はあまり情報をくれないんだ。おかげで俺は遺族だっていうのに、父の死の状況をろくに知らない」
　サライが、僕の両肩をつかんで詰め寄ってきた。
「だから教えてほしい。君は現場でなにを見た？　なんでもいいんだ、気になったことを教えてくれ」
　それが人に物を頼む態度か、って文句を言いそうになった。
　でも、彼の表情を見てなにも言えなくなった。
　そこには、敵意なんてまったくなかったし、むしろ救いを求めてるようにすら見えた。
　そりゃそうだよな……。
　父親が、あんな風に殺されたんだから。しかも犯人はまだ捕まっていない。
　でも、気になったこと、か……。
　あのときあの場に居合わせた僕にとっては、気になったことなんてあまりにも多すぎて、なにを話せばいいのかさっぱり整理が付かない。
　一番気になったのは――
　今も僕のコートのポケットに入っている、金歯鍵かぎ。
　でも、それをサライ相手に話せるわけがなかった。だって、なんて言えばいい？　〝僕はあんたの父親の死体からペンチで歯を引っこ抜いて、今も持ち歩いています〟って言えとでも？
「……ＣＯＤＥ」
　だから、思わず口をついて飛び出した言葉は、あのダイイングメッセージだった。
「なんだって？　こーど？」
「君のお父さんが……血で、床に描いた文字……。アルファベットで、Ｃ、Ｏ、Ｄ、Ｅ」
　そう告げると、サライはハッとして僕から手を離した。
「ダイイングメッセージがあったと言うのか!?」
「し、知らなかったんですか？」
　サライは首を左右に振る。
「警察は一言も教えてくれなかった」
　なんでだろう？
「ＣＯＤＥ……どこかで見た覚えが……」
　サライはこめかみに指を添え、目を閉じて考え込んでいる。
「家の……書斎か？　ずっと昔に、そんなことが書いてある書類かなにかを見た気が……」
　サライの家の書斎。それはつまり橋上教授の書斎であるってこと。
　僕は反射的に、ポケットに手を突っ込んでいた。そこにある金歯鍵を握りしめる。
　この鍵を挿し込める鍵穴があるとしたら、橋上教授の家だ。
　そこに行けば――
「探して、みようよ。手がかりを」
　思わず口を衝ついてそんな言葉が飛び出してしまい、自分でも少し驚いてしまった。
「それは、真犯人を見つけるための重要なヒントなんだ……！」
　同時に、僕の無実を晴らすためのヒントでもある。
「いや、だが……」
　サライが急に困ったような顔をして及び腰になる。
　このままじゃチャンスをふいにしてしまう。そう感じて、僕はサライにすがりついた。
「頼むよ！　真犯人を見つけたくないの!?」
「お、俺だって見つけたいさ！　なんで父が殺されたのか、真実を知りたいさ！　でもどうせ無駄だ！」
　サライが僕を突き飛ばす。
　無様に倒れ込んでしまった僕を見下ろし、ぴしゃりとそう断言してくる。
　何度もメガネの位置を直すことで冷静になろうとしてるつもりなんだろうけど、そんな仕草が逆に彼の苛いら立だちを感じさせる。沸点が低いのはネット上でのＳＡＲＡＩと同じだ。
「父が殺された日、家の書斎が何者かに荒らされていたんだ」
　荒らされた……？
　なんだよ、それ。
「当日の俺や母の行動を厳密にトレースした結果、犯人が俺の家に忍び込んで書斎にいたのは午後四時四十五分から午後五時三十分の間だという推論は導き出した。その時間は、父の死亡推定時刻とほぼ一致する。完全に計画的な犯行なんだよ。当然、証拠なんて、全部持ち去られたに決まっている」
　その話を聞いて。
　なんだか、底知れない陰謀の淵ふちに足を踏み入れかけているような気がした。
　得体が知れなくて、巨大で、見えない敵の存在を感じる。
　そう思って、身体からだが震え出す。
　チラリと、肩から提げているスカイセンサーを一いち瞥べつした。
　――巻き込まれようとしてるんじゃなくて、アンタが好きで巻き込まれに来てるの！
　あのときのゾン子の声が、頭の中に響く。
　やっぱり、このまま僕は警察や真犯人に怯おびえながら、コソコソ生きていくべきなの？
　イヤだ。イヤだよそんなの。
　だって僕はまだ高校生だぞ！　十七歳だぞ！
　引きこもりとして生きて行くにしたって、自分で決めて悠々自適に引きこもるのと、敵の存在に怯えながら引きこもるのとじゃ、全然意味が違う。
　これから一生怯え続けるなんて、そんなのまっぴらゴメンだ！
「荒らされたからって、証拠が残ってないとは、か、限らないじゃないですかぁ！」
　僕は勢いよく立ち上がると、逆にサライの腕をつかんだ。
「と、とにかく、調べようよ！　連れてってくださいよ！　頼むから！」
「どうなっても!!　……知らないからな」


　僕の勢いに気け圧おされたのか、サライはもう少しだけ逡しゆん巡じゆんした後、覚悟を決めたかのようにうなずいた。


「これはゲームでもアニメでもないんだ」
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　橋上サライの自宅は、井いの頭かしら公園のすぐそば、高級住宅地の一角にあった。
　普段は駅近くにもかかわらずひっそりと静まり返っているような場所だけど、今はニゴロ事件のせいか道を歩く人も多く、妙に騒がしい。
　路上には堂々とマスコミの中継車やワゴン車が停とめられている。あれって駐車違反じゃないのかな？　井の頭公園には夜でもマスコミが常駐してるらしい。まだ春前で寒いっていうのにご苦労なことだ。
　本来なら、教授が殺されてからまだ十日くらいしか経たってないんだから、マスコミは橋上家の前に陣取っててもおかしくないんだよな。サライたち残された家族にとっては、ニゴロ事件が起きてマスコミが全部あっちに駆り出されたのは、ある意味でよかったのかもしれないけど。
「入ってくれ」
　そう言ってサライは門扉を開けた。
　橋上家は、ごく普通の和風の家屋だった。庭には松が生えていて、小さな池まである。ここに長い間住んでるんだろう。
　もっとシャレオツで派手でモダン建築な家を想像してたから、少しビックリした。
　家の外灯は点ついていた。明かりが点いてるなら、家族が家にいるっていうことになる。それなのにいきなり僕なんかが訪ねちゃってもいいんだろうか。サライは気にする素振りも見せないけど。
　サライが玄関の引き戸の鍵を開けて、中へ。
　玄関はいくつもの靴が片付けられることなく脱ぎ捨てられ、郵便物や新聞が無造作に放り出されていた。ただ、汚れているっていう感じはしない。ここまで散らかってしまったのはごく最近、というように思えた。
　それ以上に気になったことがある。
　――家の中が静かすぎるんだ。
　外が騒がしかったせいか、余計にそのことが気になった。
　外灯は点いてるのに、この家には人の気配がない。
　もしかするとサライの家族は――例えば母親は――もう寝ちゃってるのかもしれない。父親があんな殺され方をしたんじゃ、平静に暮らすことなんてできないし、心労で寝込んじゃってるのかも……しれない。
　そこまで考えたときに、脳裏にまた教授の死に顔が思い浮かび、慌てて首を左右に振った。
「こっちだ」
　教授の書斎は、二階にあるみたいだった。
　まだ靴を脱いでる途中だったのに、サライは正面の階段をさっさと上って行ってしまう。
　なんだかやっぱり当たりが強い。それも当然か。さっき、はっきりと〝不可解だし不愉快だ〟って言われちゃったもんな。
　きっと僕のことを恨んでるんだろう。でもそれにしたって、憎むべき相手は教授を殺した真犯人であって、僕なんかじゃないはずなんだけど。
〝あの〟ＳＡＲＡＩと一緒に居ること自体、凄すごく不思議で、奇跡だとも思うんだけど、残念ながら友達になれるような気はしない。
　そもそも僕のリアル友達って……りょーたすぐらいだけど。
　なんてことを思いつつ、慌てて靴を脱いだら。サライは階段の途中で立ち止まり、じっと僕を見下ろしていた。
「な、なん……ですか？」
「君は今、俺のことを嫌いなタイプの人間だと考えていただろう」
「えっ、ちょっ、いやっ」
「噓うそをついている時にでる仕草を知っているか？　一つ目は視線を合わせないってヤツだ。君は今どうかな？　さっきからずっと右斜め下を見つめているようだが。二つ目はまばたきの回数が減る。成人男性の平均は一分間におよそ二十回。つまり三秒に一回。この話を開始してから既に三十秒が経過しているが、驚くことに君はまだまばたきをしていない。三つ目は鼻の頭にうっすら汗が浮き出ている点だ。今日の最低気温は五度。今の時間ならそこまではいかないまでもおよそ七度ぐらい。汗をかく気温じゃない。ましてこの家には今、暖房はまったく入っていない。外と同じぐらいの冷気だ。そこで汗をかいた。体温が上昇したのは、俺の指摘に対して動揺するなにかがあったからという事になる。まだあるけど続けるか？」
「いぃ、いや！　もう結構です！」
　マンドクセ。
　なんなんだコイツは！　どうでもいい細かい事をグチグチグチグチと指摘してきてさ。しかもドヤ顔で！　今、そんな細かい情報とかいらなくない？　素直に「お前は俺みたいなインテリボンボンが嫌いなんだろう。俺もお前みたいなクズニート野郎は嫌いだ」って言ってくれた方がよっぽどやりやすいんですけど。いや、面と向かって言われるのもイヤだけど。たとえばツイッター越しに言ってくれたら、僕だって気の利いた嫌みをズバッとリプライしてやりますよ。っていうかいつまでそこに立ち止まってるんですか。さっさと階段上ってくださいよ。これじゃ僕はずっと玄関に立ち往生じゃないですか。
　いつもの調子で心の中で文句を言っていたせいか、なんとなくさっきまでの動揺が落ち着いてきたような気がした。
　サライの長いだけのつまらない話を聞き流していると、急に気になるノイズが耳に飛び込んで来た。僕もサライも立ち止まっているのに、「ミシミシ」と床の軋きしんだ音が聞こえてくるんだ。一階の廊下の先には磨すりガラスがはめ込まれたドアがあった。それは半分だけ開いていたけど、奥の部屋は明かりが点いてなくて、様子は分からない。たぶんリビングだろう。
　音が聞こえた薄暗がりの方向へ意識を集中させてみると―――


　白い影が動いた。


「うぁっ!!」
　ビックリして思わず小さな悲鳴を上げてしまった。


「ちょ、おい」
　呆あきれ顔のサライ。気付けばサライの腕にしがみついていた。
「ご……めん。でも今のって……」
　たまらず自分の目をゴシゴシと擦った。
　白い着物を着た、老婆のように見えた……。
　サライのおばあちゃん……かな？　でも、だとしたらどうして電気を点けないんだろう。
　も、もしかして……ゆ、幽霊？
「君はそれでも本当にキリバサの管理人なのか？」
　サライが、不満げにそう言う。
　僕が見たものについては、なにも気付いてないみたいだ。
　よし、今の人影のことはスルーしよう。そうしよう。目の錯覚なんて日常的に起こってるらしいしね。うん。後日、りょーたす特派員あたりを派遣して、正体を探らせよう。その上で、幽霊なのかただのＢＢＡなのかを検証するとしよう。
　サライに続いて、階段を上りきった。
　二階には三つの部屋があって、サライは突き当たりにあるドアの前で立ち止まる。
「ここが、橋はし上がみ教授の書斎……？」
「ああ」
　ドアは閉まっている。中の様子は分からない。サライは〝荒らされた〟って言ってたけど。
「俺はここで待っているから、調べるなら君一人で行ってくれ」
「えっ、な、なんで!?　まさかこの部屋にも幽霊が!?」
「幽霊？　なんのことだ？」
「あ、いや……」
「俺はまだ父への気持ちを整理できていないんだ。どうしても、感情に邪魔されてしまう」
　そんな、いちいちめんどくさい言い方をしなくてもいいのにさ。
「ぼ、僕も、父さんを亡くしてるんだ……」
「なに？」
「だ、だからその――」
　サライの気持ちは分かるって言うか……。
「あ、辛つらいのは自分だけだなんて……思うなよ」
「ゴホン…………」
　あ、しまった。言い方間違えたっぽい……。
　サライはわざとらしくムッとしたような顔を作ったけど、特になにも言わなくて。ただ黙って書斎のドアを開け、軽くうなずいてみせた。
　頭を下げながら、サライの横をすり抜けて部屋の中へ。
「……片付いてるじゃん」
　拍子抜けした。
　荒らされたって聞いてたから、ドラマの犯行現場みたいな惨状を予想してたんだけど、全然そんなことはなかった。
　きっと家族が整理しちゃったんだろう。ほとんどの本や書類は、紐ひもで結ばれて床に積み上げられている。奥の壁一面を占拠している本棚もほぼ空っぽになっていた。
　部屋の真ん中には、シンプルな書斎机。その机の上も片付けられていて、行き場を失ったペン立てだけが、ぽつんと淋さびしそうに取り残されていた。怪しげなオブジェがたくさん置かれて雑然としていた大学の教授の部屋とは大違いだ。
　でもこれじゃ……。
「手がかりなんて、探しようがないぞ……」
　見つけたいのは、教授を殺した真犯人の手がかり。金歯鍵かぎに合う鍵穴があれば言うことなし。真犯人の手掛かりを見つけられれば、僕は堂々と警察に第一発見者として名乗り出ることができる。殺人の罪をなすりつけられる恐れはなくなる。
　それなのに。
「刑事ドラマみたいにはいかない、って？」
　それでも、せっかく来た以上は調べないわけにはいかなかった。なにしろ僕の人生がかかってるんだ。この歳としで人生詰むなんてまっぴらゴメンだよ。
　とりあえず床にまとめて置かれている本の表紙をざっと目で追ってみた。大学のゼミ室にあったのとだいたい似通ってる。オカルト関連、物理学関連なんかの書籍が目立つ。あとは古い論文とか、ムムーのコラムの下書きっぽいメモなんかもあった。
　書類を全部調べたいところだけど、ここまでしっかり紐でくくられちゃっていたら、そう簡単には手を出せない。後でサライに許可を取った方がいいかも……。
　本以外の小物類はどこにも見当たらなかった。ダンボール箱のようなものは書斎の中には置かれてない。もう全部処分しちゃったのかな。
　そうなると、調べる場所は書斎机くらいしかない。途方に暮れつつも、三つほどある引き出しを上から順番に開けていこうとして――
　いきなり引っ掛かった。
　一番上の引き出しに、鍵が掛かっている。よく見ると、引き出しの表面にはこじ開けようとしたのか、金属でこすったような傷が付いていた。
「鍵……」
　たまらずゴクリと息を吞のんだ。
　自分の胸に手を当てて、ひとつ深呼吸をする。
　落ち着け。
「これって確実に……フラグ立ってるよね……」
　部屋の外で待つサライの様子を一度うかがってから。
　ポケットに忍ばせた金歯鍵を取り出す。
　そうだよ、これを求めてたんだ。僕があの日以来、いったい何個の鍵穴を試したと思ってるんだ。そのどれも一致しなかった。でも薄々は気付いてたんだ。答えは、橋上教授の自宅――つまりここにあるって。
　やっぱりここに来たのは無駄じゃなかった！
　これで僕の無実はきっと証明されるんだ！
　歓喜と緊張がない交ぜになった変なテンションのまま、金歯鍵を鍵穴へと挿し込んだ。
　そのままゆっくりと回して――
「あれ……？」
　手て応ごたえがまったくなかった。
　それもそのはず、認めたくはなかったけど、鍵穴の大きさがまったく一致していない。鍵の方が明らかに小さかったのだ。
「やっぱり違うのかぁ……」
　期待しただけに、その反動は大きかった。机の表面に額をガンガンと打ち付けたいぐらいショックだ。
「事実は小説より奇なりとか、あれ噓だろ。リアルな世界じゃ全然ミラクルなんて起こらないし」
　でもこの引き出しには鍵がかかってる。それは紛れもない事実だ。
　きっと中には手がかりがある。というか、可能性はもうここにしかない。
　だから諦あきらめるわけにはいかなかった。
　昔、とらのあなで買ったエロ同人誌を、母さんに見つからないように机の引き出しの裏に隠していた時期がある。今は念には念を入れて、第二、第三の隠し場所に定期的に入れ替えてるけど。そんなわけで引き出しについてはけっこう詳しいんだ。
　僕はとりあえず鍵のかかった一段目の引き出しには触れず、二段目、三段目を先に確かめてみた。どっちも中身は空っぽだった。
　それから二段目、三段目の引き出しを取り外す。こうすれば、下から一段目の引き出しにアプローチできる。うまくすれば裏側から手を入れて、中のものを引っ張り出せるかもしれない。
　期待を胸に引き出しの中に顔を突っ込み、見上げてみた。
「な、なんだこれ……!?」
　一段目の引き出しの底の部分は、無惨にも破壊されていた。つまり空洞。
　僕と同じアプローチ方法で底を壊して、中身を全部持っていったんだ。
　きっと、犯人の目当てのものがここに入っていたんだろう。
　思ってたよりもずっと、この部屋を荒らした連中は執念深かったみたいだ。
「遅かった……」
　結局、ここにはなんにも残ってなかった。
　ため息が出てしまう。
　僕なんかしょせん、ただの素人、ただの高校生、ただのニート神。その僕が、小説なんかの名探偵みたいに華麗に証拠を手に入れることなんてできるわけないんだ。
　この部屋だって、襲撃犯が荒らした後、サライの家族や警察が散々調べたはず。だから、この結果はある意味で当然なんだよ。
　なのに僕は、なんで自分に期待した？
　無駄だよ。どれだけ行動したって、証拠なんて見つからない。僕程度の奴やつに証拠を押さえられるほど、犯人一味はバカじゃないし、警察だって無能じゃない。
　当たり前過ぎるこの結果を目の当たりにして、一気に虚無感に支配された。
　もう動きたくない。今日はいろいろあって気疲れした。
　もうやだ。また家に籠こもろう。で、真犯人が捕まるのをおとなしく待とう。警察が訪ねてくるのに怯おびえながら、気長に待とう。学校もサボるんだ。卒業できなくなるけど仕方ない。
　諦めた僕は、床に大の字になって寝転がる。
「どうでもいい……すべてがどうでもいいよ……」
　その思いに辿たどり着いた瞬間、涙が出そうになった。
　それを拭ぬぐって、なんとか気持ちを落ち着かせようとする。
　見上げた先に、部屋の天井。たくさんの小さな穴が開いてる。
　これって、学校の音楽室なんかで見かけるタイプのやつかな。防音用なんだっけ。それともただの通気穴？　なんにせよ普通の家じゃ見たことない気がする。
　しかも、音楽室の場合は一定間隔で規則正しく小さな穴が並んでるけど、この部屋の天井は違う。いくつかの穴がパテかなにかで塞ふさがれているのだ。おかげで、すごくみっともなく見える。子供にいたずらでもされたみたいだ。
「雨漏り防止……なわけないか」
　これ、業者がやったのかな？　実は本来は全部の穴を塞ぐ予定が、手抜き工事で途中で放置されちゃったとか。


「気になる天井」


　天井の穴の数を数えはじめてみる。素数を数えたら気持ちが落ち着くってキャラが『ジョジョ』にいたけど、あれみたいにあの穴を数えているうちに僕も少しはテンション回復できるかな。
　でもすぐに、酔ったような気持ち悪さを覚えた。視界がクラクラする。
　規則的に並んではいるが、ところどころ塞がれて不規則になったドット柄の天井。
　目を凝らしていると、その中に人の顔が見える……気がする。
　昔からよくこんな遊びをしてたっけ。
　試しに適当に選んだ三つの穴に的を絞って、ジッと見つめてみる。それでじゅうぶんだった。三つの点はあっという間に人の顔のパーツ――二つの目、一つの口――へと変化していく。
「はいはい、これがいわゆる、シミュラクラ的なやつですね分かります」
　サライが以前、キリキリバサラのコメント欄でレクチャーしてくれてたっけ。
　まったく間抜けな顔だ。
「ども、天井たん」
　冗談めかして呼びかけてみる。
「君は襲撃犯がなにを持ち去ったのか、そこでずっと見てたんだよね？　だったら僕にそれを教えてくれよ」
『答えはもう――ジジ――アンタの目に映ってるでしょ！　――ジジジッジ――なんで気付かないの？　バカなの？』
「うわあっ！」
　慌てて飛び上がった。
　僕の耳に届いたのは、有り得るはずのない、声――
「て、天井が喋しやべった!?」
　しかも女の声だ！　この部屋には僕しかいない。外に待機してるサライが声音を変えてからかってるならともかく、女の声が聞こえるはずなんてないんだ！
『天井が喋るわけないでしょうが。――ジ、ジジジ――バカもんが』
「…………」
　待てよ。ちょっと待ってくれよ。
　この少しくぐもったような声、この生意気な口調……。
「って、ゾン子!?　ビックリした。なんかノイズ凄すごいけど？」
　飛び起きてスカイセンサーのケースのフタを開く。やっぱり電源は入っていない。
「それにしても、なんでこのタイミングで喋り出したわけ？」
『理由を――ジジ、ザザッ――話してる暇はないわ』
「え、またそれ？」
『もうすぐこの部屋に、幽霊――ザザ――のお婆さん――ジ、ザザ――来ちゃうからね』
「幽霊!?」
　その言葉を聞いて、ゾワリと背筋に冷たいものが走った。
　さっき、下の階でチラリと見た、白い着物を着たお婆さんらしき人影。あれはやっぱり……？
『ま――ジジ――幽霊ってのは冗談――ザザッ――だけど』
「冗談……だと？」
　え？　え？　どういうこと？　ちょっと待って。
　ノイズが増えてきた気がする。
『さっきのメガネクンの――ザッザジジ、ジ―――お母さんよ、あのお婆さんは』
　お母さんが、お婆さん？
「お、お前はなにを言っているんだ……」
『きっと心労のせいであんなに老けちゃったのね。――ジジザザ――でも、それだけ他人を警戒――ジジジ――してる。アンタだって、この部屋を漁あさりに来たゴロツキと――ザーザッザジージジ――勘違いされるかも』
「僕はサライにちゃんと許可を――」
『そんなの説明してる場合じゃ――ジジジジザーザーザジジ――いい？　よく聞いて。探偵小説の真ま似ね事ごとなんかしてても、現実の――ジジ――そっちの世界じゃなにも見つかりっこない』
「な、なにが言いたいんだよ……。お前は僕がなにを探してるのか知ってるのか!?」
　いや、違う。そうじゃない。
「お前は、この部屋になにが隠されていたか、知ってるんだな……!?」
『もう乗りかかっちゃった船――ジジーザーザザジジ――仕方ないのよね。アンタは』
「日本語でＯＫ。っていうか映画やドラマじゃないんだから、ヒントとかじゃなく答えだけ教えてよ！」
『さっき言ったでしょ。――ジジッザッザ――答えは、アンタが見てる――ジジージージーザーザッザ――天井』
「そんなんじゃ、分かるわけないだろって！」


　天井の無数の穴――
　不規則なドット――
　音楽室の防音天井――
　雨漏り防止の、手抜き工事――
　パテで穴埋め、子供のいたずら――


　パテ？


　ふと、机の上に淋さびしく取り残されたペン立てが、視界の中に捉とらえられた。さっきまでスルーしてたのに、なんとなく急にそこが気になったのだ。ペン立てには赤や黒のペンや鉛筆の他ほかに――パテのチューブがささっていた。


「もしかしてこの天井って……」


　手抜き工事なんかじゃない!?
　つまりこれは業者じゃなくて教授本人がやったって事になる。
　だとすると――この穴は〝意図的に〟埋められているんだ！
「ゾン子！　穴がところどころ塞がれてるんだ！　これが教授が残したメッセージって事？」
『珍しく今日――ジジジーザッザッジーザザ――鋭いね。それは――ジジジ――』
『コード』
「コード？　またＣＯＤＥなの？　この不規則なドットの並びが？」
『後は察しなさ――ジジジザザザッザ――ぽやぽやしてな――ジジ――お婆さんの――ジジッジジ――幽霊が――ザージジジザージジッジ――』
「え、ちょまっ！」
『ザ―――――ジジジ、ザ―――――ジジ』
　耳障りなノイズを残して、それきり声は途切れてしまった。
「ゾンッ！　子……」
　なんなんだ……なんなんだよ！
　一方的に喋るだけ喋って、命令して、考えさせるクセに、僕の質問にはまともに答えず謎なぞだけ残してさっさといなくなるなんて！
　部屋に静けさが戻る。
　しばらく耳を澄ましてみたがゾン子が帰ってくる様子はない。
　改めて天井を見上げる。
　こんなの……解けるワケないじゃんか。
「名探偵じゃあるまいし」
　ＣＯＤＥが示した、死んだ教授からのメッセージって何だよ。
　だいたい、こんなに手の込んだ方法で隠さなきゃいけなかった〝文字〟って……。
「ん？」
　つまり『ＣＯＤＥ』って言うのは……
　ドットへと暗号化された……
「これって文字なの？」


『――ジジ――や？　るじゃ？　ん！　――ジージジッ――』


「ちょ、まだ居たしー！」
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「私たちにとって霊界は、もはや幻想の話ではなくなりました」
　鷹たか栖すの芝居がかった話し方に、座している者たちの視線が集まる。
「そもそも霊界と、我々が今いるこの現実界との間に、区別などありません。それは百年も前に、ニコラ・テスラによって証明されています」
　鷹栖はそこで間を置き、部屋の奥の闇やみへと目を凝らした。
「……此こ処こは死者の意志と同居する世界であると、総帥もおっしゃっています。霊界などと俗な言い方を踏襲してはいますが、異世界などではない。最初からこの現実界と同じところにあるのです。霊界と現実界は量子力学的に言えば〝重ね合わせ状態〟なのであり、両者の間で違うのは、時間が流れていないことぐらいでしょう」
　だがその違いこそが、彼らにとっては最大の障壁だった。
「霊界に行けば〝時間の牢ろう獄ごく〟にとらわれてしまいます。その解決は、我々の計画にとって最後の、そして最大の課題です」
　鷹栖らが研究の末に辿たどり着いた〝時間の牢獄〟。現実の時間が拡張されたその牢獄は、今のところ決して脱出不可能だった。
「その牢獄さえなければ、我々もとっくに死を選んでいたと言うのにな」
　羽は斗と山やまが苦々しい口ぶりでそう言った。
　鷹栖はうなずいて。
「ですが、その解決のヒントはついに手に入りました」
　鷹栖は持っていたタブレットに、データ化したテキストを表示させた。
　つい先日、橋はし上がみ諫いさ征ゆきの自宅書斎から見つかった未発表の論文『霊界化する世界と時間』だ。
　これが見つかったからこそ、第一世代をまるごと破棄するという鷹栖の判断も可能になったと言っていい。
「私も理研チームからのレポートを読ませていただきましたが、実に興味深い。これが公表されていれば、人類の常識が覆るほどの騒ぎになっていたでしょう。もちろんすべての答えが書いてあったわけではありませんが、これを元に我々の研究に軌道修正を加えていけば、あるいは霊界の時間を今この現実とシンクロさせることも可能になるかもしれません。その先に見えてくるもの。それはつまり――」
　鷹栖はいつものように芝居がかった様子で、座している者たちを見回した。


「霊界の――獲得です」
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「奥歯に、同人マンガ、占い師に、黒魔術ねぇ……。最近の吉きち祥じよう寺じは、コナン君もびっくりのファンタジーな謎に満ちてます」
　我が聞もん悠ゆう太たを、家から尾行することおよそ十五分。
　黄色とグレーのツートンカラーという個性的なダッフルコートを着た彼は、その間、落ち着かない様子でしきりにキョロキョロと周囲を見回していた。それほどまでにおどおどしているのに足取りはしっかりしていて、ここまで急ぎ足でまっすぐ歩き続けてきていた。
　けれど、どうやら僕には気付いてない様子。
「まぁファンタジーな謎の中でも、この局面、最初にドローすべきカードは……やっぱりキリキリバサラでしょ」
　我聞悠太が、吉祥寺公園に入っていく。
　住宅街の中に作られた、目立たない公園だ。普段から訪れる人などほとんどいない。そこに公園があることなんて、地元の人間しか知らないぐらいだ。
　なのに、今日は珍しく先客がいた。
　巨乳の、まだ若い女の子。顔は……かわいいけど、頭は悪そう。やっぱり、不二子ちゃんに匹敵するような妖よう艶えんさと知性とを持ち合わせた完かん璧ぺきな女性なんて、リアルにはいないんだろうなあ。
　女と合流した我聞悠太は、公園には留まらずに吉祥寺シアターの方へと歩いていってしまう。
　その先にはラブホがあったりするわけだけど。
「……ま、そんな精神状態じゃない、か」
　尾行対象者にとって、今は女を抱いてるどころじゃないだろうからね。
　なにしろ、橋上諫征が殺害された事件の容疑者だ。いつ警察が自分を訪ねてくるかと、ビクビクしてるんじゃないかな。
　実際のところ僕には確信がある。
　彼の指紋を採取して、現場である橋上教授のゼミ室に残された沢山の指紋と照合すれば、ぴったり一致するであろうことが。
　そうなれば警察は彼を緊急逮捕し、記者会見で犯人逮捕を発表する。
　それでこの事件は表向き、解決だ。
　表向きは、ね。
「逮捕は簡単だけど……。なんかもっとこう、年がら年中追いかけっこしてるような、泥棒と刑事なのに、ちょっとした目に見えない信頼関係すら芽生えてしまうような、そういう張り合いのある相手が欲しいよね」
　少なくとも、今僕が追いかけている彼のようなタイプじゃないんだよなぁ。僕が追いかけたいのはさ。
「手錠を握りしめて、〝待て〜ぃ！〟って叫びながら追いかけると、〝いやなこった〜！〟って返される。そういう仲に憧あこがれるんだよね〜」
　ま、そうは言ってもこうして見つからないように誰だれかを尾行するのも、けっこう楽しいんだけど。
　そんなことを考えているうちに、二人となった尾行対象者は雑居ビルの二階にある怪しげなカフェへと入っていった。
　階段の下に、カフェの立て看板が出ていた。
　カフェ☆ブルゥムーン。
　夜は酒も出してるみたいだ。
「ふーん。イマドキの高校生カップルの割には、渋めのカフェデートですかぁ。金がなくて時間ばかりある高校生は、マックに行くか、クソ寒い井いの頭かしら公園でバカみたいに携帯いじってる以外に選択肢はないと思っていたのに」
　あるいは……この店でなければならない理由がある、とか？
「そんなわけないかー、あはは」
　とりあえず僕も入ってみよっかな。
　客はあんまり来なさそうなカフェだから、もしかしたら尾行対象者と接触しちゃう可能性もあるけど。
　ま、そのときはそのときだ。
　階段へと一歩、足を踏み出したところで、タイミングがいいのか悪いのか、ポケットの中の携帯電話が振動した。
「はい、エージェント森もり塚つか」
『なぜ二百五十六人の方を追わない？』
　前置きもなく、電話の相手はそう報告してきた。
「それはまさしく愚問だね。僕にニコラ・テスラの亡霊とダンスをしろとでも？　いずれにせよ〝リスト〟は二百五十六人へと繫つながる」
『やはり鍵かぎは、橋上諫征だと言いたいのか？』
「亡霊の尻尾しつぽをつかむには、それしかないのさ。二百五十六人の死体の数には意味がある。橋上諫征は、その意味について間違いなく知っていた」
　僕は電話の相手に向けて話しながら、ブルゥムーンへの階段に足をかけた。
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「あ、やっと来た……ん？」
　待ち合わせの約束をしていたサライがようやく現れた、と思って店の入り口を見たら、見覚えのない小柄な中学生男子だった件について。
　トレンチコートを着てるけど明らかにぶかぶかで、体型にまったく合ってない。そのせいかコスプレ感が強い。っていうかコスプレ？
　あんまりジロジロ見るのもまずいと思いつつ、そいつの事を観察する。
　本当に中学生だろうか？　背は僕より低そうだけど、顔つきは思ったほど幼くない。
　もしかして……プロっぽく見えないような男を選んで、警察がここに刑事を送り込んできたんじゃないか？
　橋上教授の事件のことで、警察はいまだに僕のところに来る気配はないけど、確実に捜査の手が伸びてきているような、そんな妄想を毎日のようにしていた。
　ここ何日かは、ニゴロ事件のこともあって吉祥寺には警官が溢あふれかえっていて、歩いているだけでしょっちゅうすれ違うんだよね。ハッキリ言ってすごく心臓に悪い。
「サライきゅん、遅いね〜☆」
　僕の不安なんかまったく気にする素振りもなく、りょーたすがあくびを嚙かみ殺してそうつぶやいた。
　昨日、サライの家を訪ねて、書斎の天井に〝文字〟が隠されている事まで突き止めた。教授が残した『ＣＯＤＥ』って言うのは、つまり「暗号化された文字」の事だったんだと思う。まぁほとんどゾン子が教えてくれたようなものなんだけど。でもそのドットをどうやって文字に変換するのか？　って言う、肝心の所が全然分からなくて、その事をサライに話したら、今朝になって〝ＣＯＤＥの謎なぞが解けた〟って連絡してきたんだ。まさに昨日の今日。性格はイマイチだけど天才。いや、天才だから性格が悪いのかも。ＳＡＲＡＩよりサライの方ができる子だ。
　というわけでこうしてブルゥムーンで待ち合わせの約束をしたのに、バイトが終わってから行くとかなんとか、ふざけた事を言ってきたわけ。
　こんなに大事で、かつ切羽詰まってる状況だって言うのに。サライの奴やつ、なにがバイトだよ。僕に対する嫌がらせかよ。誰のおかげでＳＡＲＡＩとしてやっていけてると思ってるんだ。
　手元にある水を飲もうとしたら、そのとき冷風を感じて、僕はたまらず身を震わせた。
　例の男子コスプレ中学生が、いまだに店の入り口でドアを開けたまま立っているせいで、外気が暖かい店内にまで入り込んできていた。
「ちょっとちょっとそこの彼氏〜、外寒いんだから、入ったらすぐにドア閉めてくんないかしら？」
　カウンターの中から入り口に向けて、マスターイズミンが文句を言う。でも、そこに立っているのが知った顔じゃないことに気付いたのか、「あら」と手で口を押さえた。
「やっだ〜、新しいお客さん？　気付かなくてごめんなさいねぇ」
「もしかしてまだ開店前でした？」
「いえいえ〜。夜じゃないからお酒は出してないけど、もちろん営業中よん♪　ま、ウチには時々、客じゃない〝客風〟の人が来ることもあるのよ。ウフフフフ」
　思わせぶりでキモい笑みを浮かべつつ、マスターイズミンは僕の方をチラ見する。
　僕がこの店では水しか頼んだことはないのは認めるよ。反論してみようかとも思ったけど、今はそんな下らないことで余計な波風を立てたくなかったから、華麗にスルーする。
　それよりも――
「じゃあ、なんかオススメのドリンクください。冷たいのでいいです」
「はーい。適当に座っててん♪」
　男子コスプレ中学生は気軽な様子で店に入ってきて、僕らとは少し離れた席に座った。
　目が合って、子供みたいな無邪気な笑みを向けられる。
　なんだか奇妙な感じ。
　これまで、夜前のブルゥムーンってほぼ貸し切り状態だったから、他ほかの客と会うこと自体、珍しいんだ。
　マスターイズミンの反応を見る限り、男子コスプレ中学生がこの店に来たのは初めてみたいだけど。ホントに純粋な客なのか？　それとも――
「は〜い、お待たせ〜♪　『相あい川かわみゅうちゃん監修による、今日のラッキー全部乗せラッテ』よ♪」
　ちょっ、よりによってスゴイやつ来た。
　ラッテとか言いながら、見た目は完全にドロッとした灰色の粘液。言ってみれば固まる前のセメント。
　しかもみゅうポム監修とか勝手にそう名乗っちゃってるだけの地獄行きドリンク。
　男子コスプレ中学生は、後に訪れるだろう悲劇も知らずに大げさに喜んでいる。あれを『美お味いしいねぇ？』なんて、りょーたすみたいに飲みやがったら、あの男子コスプレ中学生はタダ者じゃない何か、確定。


「うわあ、すごいなこれは。見た目のインパクトがハンパないですよ！」
　そのままなんら疑うこともせず、ストローに口を付け、その凶器とも言えるドリンクを飲み――
「え、普通に飲んでる……」


　直後に盛大にむせた。
「げほあああ、まっず！　ゲロマズ！　いやホントゲロマズ！　センスゼロじゃんこれ！」
「ぷっ……」
　男子コスプレ中学生の感想があまりにストレートすぎて、僕までたまらず噴き出してしまった。どうやら生きつ粋すいの天然ボーイが確定した模様。登場シーンの疑惑に使ったＨＰ返してよ。
　すると彼は僕の方にその恐怖のドリンクを差し出してきた。
「そっちの君たちも笑ってるけど、飲めば分かるって！　飲んでみてよ！　ゲロマズなんだって！」
「いや……いらない。見た目だけで予想ついたし、そのシリーズ知ってるんで」
　そんな事よりも、男子コスプレ中学生が連呼する『ゲロマズ』っていう単語がだんだん面白く聞こえてきて、笑いをこらえるのが辛つらい。
「りょーたすは……飲んでみたいなあ……」
　僕の横で、りょーたすが口の端からよだれを垂らしつつ、目を輝かせてそのドリンクを見つめていた。今にも身を乗り出して、差し出されたグラスを受け取っちゃいそうな勢い。
「りょーたす、流石さすがだ……ゲロマズらしいのに……流石としか……」
「なによぅ」
　マスターイズミンはと言えば、明らかに不満そうに唇を尖とがらせていた。
「今日のラッキー全部乗せなのに、まずいだなんて失礼しちゃうわ！　ぷんすか！」
「ご主人、仮にラッキーが全部乗っていたとしても、この味がすでに不幸なんですってば！」
　この男子コスプレ中学生、笑いながらも容赦なくマスターにツッコミを入れている。やるな。マスターイズミンは見た目と性格にインパクトあるのに、出会って五分でここまでツッコミ入れられるなんて大した奴だ。
「いやぁ、それにしても世の中にこんなにゲロマズなドリンクがあるとは」
「ゲロマズシリーズ制覇を是非」
　僕までだんだん笑いが止まらなくなってきて、つい口を挟んでしまう。
　笑いを我慢しすぎて腹が痛い。
　男子コスプレ中学生は尚なおも続けている。
「あえてネーミングするなら、シリーズとゲロマズを掛け合わせて『ザ・ゲロマーズ』いや、違うなぁ。もっと夢のある『ファンタジックゲーロ』これも違うなぁ。あ、ラッキーがテーマなんだから、いっその事……」
「ラッキーゲロ☆」
　りょーたすまで乗って来たけど、よりによって一番ダメなやつ。全然違うものになっている。そもそも「不ま味ずい」の意味の『マズ』はどこへやった。
「マズク・オブ・ゲロ！」
　怪傑ゾロみたいに言うな。
「げろげろ〜☆」
　それじゃただのカエルだろ。
「んもぉ！　なんなのみんなして！　ホント、やんなっちゃうわ！　んもー！　ちょっとガモタくん！　ちょっと上に行ってくるから罰として店番してなさい！　テキーラ切れちゃったのよ！　まったくもう！」
　だいぶ八つ当たりのような気もするけど、マスターはそう言って、肩を怒らせながら店を出て行った。この雑居ビルは上の階でも別オーナーが小さなカフェバーを開いている。そっちは昼営業はやってないらしいから、僕は入ったことないけど。
「あ、りょーたすも行く〜」
　りょーたすがマスターについていっちゃって、店内に僕と男子コスプレ中学生の二人だけになっても、僕らはまだまだ笑いの余韻に浸っていた。
　ここ一週間くらいの暗い気持ちが吹っ飛ぶぐらい笑った。
　こんなの、すごく久しぶりに思える。
　そういう意味じゃ、この男子コスプレ中学生には感謝だな。
　その彼が、なおも僕の方に例のラッキー全部乗せドリンクを差し出してくる。
「ほら、君も一口でいいから飲んでみなって」
「いらねーし。ゲロマズだって分かってるのに、飲むわけないじゃん」
　さっきから同じやり取りばかり繰り返しているのに、それでもまた笑っちゃう。いわゆるお笑い用語で言うところの〝天てん丼どん〟。こうなるともう、なにを言っても面白く思えて。
「っていうか、あんたのその格好、まるで銭形みたい。それコスプレだったらゲロいよ」
「コスプレね。それもゲロ憧れなんだよ〜」
「コスプレ会場には時々、ゲロカワの娘も居るからね。りょーたすにもお勧めしてるんだ」
「あ、コミケなら僕も行ったことありますよ。ゲロい同人誌買いに」
「ゲロいってなんだよ？　アハハハ。エロイみたいに言わないでよ？」
「ところでここ、ゲロ暖房効いてるけど。暑くない？」
「ゲロ普通だけど？」
「奥歯を無理矢理抜くとゲロ痛いらしいね」
「ゲロ――？」
　え？
　今、なんて？
「ちなみにこれは、コスプレじゃなくて普通に仕事着なんだよね」
　男子コスプレ中学生は、なおも顔に笑みを張り付かせたまま、懐から手帳のようなものを取り出して僕の方に掲げて見せた。ドラマでしかお目にかかったことのない光景を、目の前に突き付けられる。
　警察手帳……！
「今君、ゲロマズって思ったでしょ？　で、もう一度聞くけど、奥歯抜いたことある？」
「け、けいさ……っ」
　油断した！
　ハァハァハァ……。
　油断した……！
　息が止まりそうだ。
　奥歯を抜いたか、だって？
　こいつ、完全に知ってる！
　中学生なんかじゃない！　コスプレイヤーなんかでもない！
　最初の僕の予測通り、僕に接触するために送り込まれた本物の刑事だ！
　見た目に騙だまされた！
　心を許した僕がバカだった！
「あれ？　ゲロマズブームはもう終わり？　やけに顔色悪いけど。どうかしたのかな、成せい明めい高校二年Ｂ組、出席番号三番、我が聞もん悠ゆう太たくん？」
「……っ！」
　こいつは僕を、逮捕しに来たんだ！
　自然とガチガチと歯が鳴ってしまう。グッと奥歯を嚙みしめ、それをこらえる。
　まずい。これはすごくまずい。まだサライは来てない。サライに僕の無実を証明してもらってない！　今、この刑事と二人きりの状況なのに！　マスターイズミンもりょーたすもみゅうポムもサライも、どうして僕をここに一人にしたんだ！　誰だれでもいいから早く助けに来てよ！　このままじゃ冤えん罪ざいで逮捕される！　警察署に連れていかれたらもう終わりだ！　密室で取り調べを受けて、どんなに「違う」って主張してもカツ丼どん食わされつつ罵ば声せいを浴びせられて、ありもしない自白を強要されるんだ！
　なんとかして、逃げないと。
　でも――
　そこで思い至る。
　この刑事が一人だけでこの店まで来たって、僕は勝手に決めつけてるけど。
　ホントに一人だけか？
　外には、何人もの屈強な刑事が待ち構えてるんじゃないのか？
　パトカーが何台も、横付けしてるんじゃないのか？
　その考えが頭の中によぎったら、もう、一歩も動けなくなっちゃって。
「僕じゃ……ない……」
「なんのことだい？」
「僕じゃない……！」
「会話がゲロ成り立ってないなあ。僕は単に、奥歯を抜いたことがあるかと聞いてるんだけど。実はこの後、歯医者に行って親知らずを抜かなくちゃいけなくて。ゲロ痛いんだろうなぁ。子供の頃ころから歯医者って苦手でさ〜」
　噓うそだ。
　なにが親知らずだよ。
　この刑事、ずっとヘラヘラしてるけど。
　目は、ちっとも笑ってない。
「だからもし奥歯を抜いた経験があるなら、それを聞かせてもらいたかっただけなんだけど。ほら、君と僕はいまや、ゲロマズ兄弟だし？　あはは」
　笑えるわけがなかった。
　全身から大量の汗が噴き出してくる。
　息ができない。呼吸すらも、咎とがめられるような気がして。
　逃げ道を必死に探してみるけど、思考はまとまらなくて。
　今すぐこの場からワープでもできたらどんなにいいだろうって、現実逃避に走ることしかできなくて。
　もうダメなのか、って諦あきらめかけたそのとき――
「ただいま〜ガモタン☆」
「りょーたすちゃんが一緒にいたおかげで、お裾すそ分わけもらっちゃったわん♪　ほら、見てこのおいしそうなシフォンケーキ」
　りょーたすとマスターイズミンが戻ってきた。
　それと同時に、刑事はクシャクシャの千円札をテーブルに置き、勢い良く立ち上がった。
「っ!!」
　思わず声が出る。
「さてと。そろそろ僕は行かなくちゃ」
「……？」
　行く、って？　どこへ？
　刑事の顔を見ることができない。ただうつむいて、身を縮こまらせて、なにも起きないでくれ、連れて行かないでくれって祈るのが精一杯。
「あら、どうかしたのガモタくん？　汗びっしょりだけど」
「ぷ♪　う♪　る？　ぷ♪　う♪　る？　ぷ♪　う♪　る♪　だ♪　ぷ♪　う♪　る？」
　りょーたすが楽しそうにプールのダンスを踊り出す。
　でももちろんそれに付き合うことなんてできなくて。
「今日はゲロマズな話ができてよかった」
「…………」
　刑事は、そのまま一人で店の出口へと向かう。
　僕を捕まえようとしない？　逮捕しないの？　なんで？
「ご主人、ゲロマズラッテのお代はそこに置いときました」
「ゲロマズってこれ以上言わないでよん！　アタシ、そんなにマズイって言われたの初めてなのよ。傷ついちゃうわ」
「あはは。すみません。根が正直者なんで」
　刑事は朗らかに笑い。
　僕の方を一度振り返って、小さく手を振った。
「じゃ、また」
　そのまま、店を出て行った。
　ホントに、出て行っちゃった。
　その後、十分以上待っても応援の刑事を連れて戻ってくる事はなかった。
「助……かった……の？　それとも、見逃してもらった……のか？」
「ぽやや？」
　なんにも分かっていないりょーたすが、いつものアホっぽい声を発しつつ首を傾かしげている。そのなんにも分かってなさそうな顔に、今ほど救われた事はない。
　緊張の糸が切れ、どっと疲れが出た。
　あの刑事……いったい、どういうつもりなんだ。
「それにしても……」
　あの、人を惑わせるような独特な駆け引きと、人を小こ馬ば鹿かにするような独特の口調には、どこかで聞き覚えがあるような気がした。
　そう、どこかで……


「みゅうポムの……ニっコニコ生占い!?」
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　昼間のハモニカ横丁は、少し、居心地が悪い。
　さながら吸血鬼のような夜型の生活を送っている今の私にとって、この時間に店にいることはこれまでも滅多になかった。陽ひの光を浴びない生活の方が、私の身体からだのバイオリズムには合っているから。
　でも今日に限って、この時間に呼び出された。おかげで少し寝不足気味。意識がいつもよりぼんやりしているような気がする。
　暗幕で覆った窓からは、かすかに外の明かりが漏れてきていた。その日差しによって、店の中を舞っている小さな無数の埃ほこりがキラキラと輝いている。自由気ままな埃の振る舞いを目で追いかけていると、まるで酔ったような気分になって。吐き気を抑えるように、じっくり蒸らしたハーブティーを、いつものお気に入りのティーカップに注いだ。
「それで――」
　私は、無人の店の中へと呼びかける。
「なにか手掛かりはつかめまして？」
　私を呼び出す存在なんて、悪魔以外にはいない。
　私が今日店に来たときにはすでに気配はあった。けれど、いまだに話しかけてはこない。
　どうしてこの時間に呼び出したのかの説明もない。
　夜はお店の営業時間中でちゃんと話す余裕がないので、わざわざ時間をずらしてくれているのだろうか。
　まさか。
　悪魔はそんな気遣いなどしないだろうし、私も求めてはいない。
　私はただ、悪魔に呼ばれたからここにいる。
　それ以上の意味などなかった。
《ああ、尻尾しつぽをつかんだぜ。ついさっきな》
　悪魔の、人を不快にさせる声が、ようやく私の頭の中に響いた。
　この声を聞かされるのは、いつまで経たっても慣れないけれど、それでも私はホッとする。私はまだ、悪魔と繫つながっているのだと実感できるから。
　声の不快さなど、悪魔と契約したことの代償ならば安いものだ。
《前にこの店を張ってたトレンチコートの男を覚えてるか？》
「……？」
　この店を張っていた……？
　いつの話だっただろうか。
　思い出そうと考え込んでいると、悪魔が呆あきれたように舌打ちをした。
《テメエにそういう隙すきがあるからハメられるんだろうが》
「興味のないことは、意識から締め出すようにしていますの」
　もちろん悪魔の言うことはもっともだ。
　橋はし上がみ先生の髪を私の店のポストに入れた何者かも、きっと私にそういう迂う闊かつなところがあることを見抜いていたのだろう。
　――私はただ、悪魔に取り憑つかれたまま死んだように生きていきたいだけなのに。
《ガキみてえな見た目に、トレンチコートを着てソフト帽をかぶった男だ。そいつが店の前をうろついてるのを最低でも二度は見かけた》
「何者なのでしょう」
《さあな。だがなにか企たくらんでるのは確かだ。さっき、そいつを見かけたから、逆に行動を監視してやったのさ。そうしたら、意外な連中と会っていた》
　意外な連中？
《この間、悪魔の儀式を依頼してきた女子高生二人組がいただろ？》
　覚えている。二ふた股またをかけた男を呪のろってほしいという依頼だった。女子高生なのにポンと七万近い大金をキャッシュで払った。そんな大金を払ってまで呪いを依頼したというのに、当人たちはあまり思い詰めている様子が見受けられなかったのが気になっていた。
　呪いの対象者である男子高校生はたしか……我聞悠太、という名だったはず。
《トレンチコートの男を追っていったら、女子高生の片割れ、胸のでかい方のメスガキが現れた》
「下げ衆すな表現ですわね」
《しかもそれだけじゃねえ。そのメスガキが呪えと言ったヤリチン二股野郎まで一緒だった》
「…………」
《依頼者と、呪いの対象者と、この店の前をうろついてた怪しい男が、三人そろって同じ場所に出入りしてたってわけさ。カフェ☆ブルゥムーンって店だ》
「偶然では？」
《だからテメエはナメられるんだよ。その店に、他ほかに客はいなかった。三人は妙に深刻そうな顔でなにかを話し込んでやがった。連中がグルになって俺たちのことを嗅かぎ回っているのは間違いない》
「彼らが悪魔の存在を知ろうとするなら――」
　私はドールのうちの一体、『カヴン』の五つの目玉を順番にグリグリと押おし潰つぶしつつ、誰だれもいない虚空へ向けてつぶやいた。
「こちらも、しかるべき対応をしなければなりませんわね」
　私が悪魔と契約をしていることが誰かに知られてしまったら、おそらく今のようなひっそりとした生活は送れなくなってしまうだろうし、私の過去を嗅ぎ回ろうとする鼠ねずみも増えるだろう。
　それは、私としても望むべきことではない。
《向こうがやる気なら、逆にこっちから仕掛けてやろうじゃねえか》
「…………」
　私は気持ちを落ち着けるために、再びティーカップに口をつけ――
　そこで、ハーブティーが冷めてぬるくなってしまっていることに気付いた。

   
  site 47　橋上サライ




　今にも日が暮れそうで、空は藍あい色へと変わり始めている。
　我が聞もん悠ゆう太たとの待ち合わせ場所である、カフェ☆ブルゥムーンの扉を開けたとき、時間はすでに午後五時になろうとしていた。
　その店に入るのは初めてだった。高校生が選んだにしてはずいぶんアダルトな雰囲気の内装だ。かすかにヤニの香りが染みついているこの感じと言い、カフェではなくカフェバーと呼ぶのがふさわしい。
　我聞悠太とこの店の関係性について何パターンか推測してみたが、そんなどうでもいいことのために俺の脳のメモリを割くのは無駄なことだと判断し、途中で考えを放棄した。
　店内には、店主をのぞいて三人の先客がいた。
　男性が一人と、女性が二人。
　男は我聞悠太。隅の席で、なぜか膝ひざを抱えてうずくまっている。
　女性のうちの一人は、相あい川かわ実み優ゆ羽う。ついこの前も会った。我聞悠太のことは彼女から教えてもらったんだ。
　目が合うと、相川はハッとした様子で立ち上がり、小さく会釈してきた。こちらも軽くうなずきを返しておく。
　もう一人の女性については見覚えがなかった。
　なかったのだが――
「ＳＡＲＡＩきゅんは〜♪　かわいそうな♪　かわいそ人なの〜♪」
　か、かわいそう、だって!?
　なぜか俺に同情してきたその女性のことは、最初は我聞悠太に寄り添うようにして座っていたから彼の連れかと思っていたのだが。
　今は店内を縦横無尽に踊り回っている。そんな彼女を見ていると、自分の分析に自信がなくなってくる。それくらい、まったく行動パターンが読めないのだ。
　彼女はキリキリバサラの関係者ではなく、むしろこのブルゥムーンの関係者、要するに単なる店員である可能性も捨てきれなくなってきた。店員が客前で踊り出すようなサービス形態をこの店が取っているなら、という前提条件が付くが。……そういう店でないのは一いち目もく瞭りよう然ぜんで。
　俺のことをかわいそうと言い放ったということは、つまり俺が父を亡くしたのを知っているわけで。それを考慮しても、いまいち何者かつかめない。
　で、待ち合わせの相手である我聞悠太はと言えば、俺のことを恨めしげな目でにらみ付けていた。
「なんだ？　遅れたのは謝るが、今日はもともとバイトを入れていたし、そのことも電話で伝えていたハズだろう？」
「…………」
　我聞はなにも言おうとはせず、唇を尖とがらせてそっぽを向いた。ひどく子供じみた態度だが――
「顔色が悪いな。俺が遅れたことで、君になんらかの不利益があったんだな。ただし俺がその不利益の直接の原因ではないから、責めるに責められない、と言ったところか。警察に職質でもされたか？」
　俺がそう推測した途端、我聞はびくりと身を震わせた。
「な、なんで……」
「考えるまでもないことだろう」
　膝を抱えるのは、心理学的には丸くなって自分の身体を守るためという説がある。ダンゴムシの習性と同じだ。
　つまり今の我聞は、自分が待ち合わせ場所に指定した店にいるにもかかわらず、膝を抱えて身を守ろうとするくらい怯おびえているということ。そして我聞がなによりも恐れているのは、やってもいない橋上諫いさ征ゆき殺害の罪で警察に捕まることだ。その警察に遭遇する危険を冒してまで、こうして俺とこの店で待ち合わせたのだって、自分の罪を晴らす証拠――すなわち真犯人に繫がる証拠――を欲しているから。
　であればこの行動が裏目に出た――すなわち、この店に来る前、あるいはこの店に来てから、警察関係者に接触されたと考えるのはごく自然なことだ。
「あの刑事、僕のこと知ってた。偶然じゃなくて、僕を狙ねらってここに現れたんだ。でも、なぜか捕まえなかった。泳がされたのか、見逃されたのか」
「…………」
　どうやら任意同行も求められなかったらしい。
　あり得る話だ。
　俺が我聞のことを犯人ではないと結論付けたように、警察も――あるいは捜査関係者のごく一部だけかもしれないが――同じ結論に至ったとしてもおかしくない。
　それでも任意に事情聴取すらしなかったのは不可解だが。
「あの〜、刑事ってなんの話です？」
　相川が困惑した様子で首を傾かしげた。
「え？　あ、いや、その、ほら、最近の吉きち祥じよう寺じは警官多すぎって話だよっ」
　見苦しい言い訳をしている我聞悠太の様子を見る限り、俺の父が殺された現場を目撃したことについては少なくとも相川に話してはいないようだ。
「そ、そんなことよりさ、天井に隠されたＣＯＤＥの謎なぞ、早く教えてよ」
　話題をすり替えたいのだろう、焦った様子で我聞が俺にすがりついてきた。
　そう、今日こうしてこの店に来たのは、それが目的だ。
「ねえねえ、四人も集まったなら、せめてなにか注文してくれないかしらん。ガモタくんは、いっつもお水しか注文してくれないのよ〜」
　カウンターの奥で、がっしりした体つきの『マスター』と呼ばれる男が、その身をくねらせながら言った。かなり気色悪い。
「いいから、謎っ！　早く！」
　苛いらついた声で、我聞が急せかしてくる。
「分かった、始めよう」
　俺と相川、そして突然踊り出した女――成なる沢さわと名乗った――が飲み物をそれぞれ注文し終えてから、俺は一枚のプリント画像を、テーブルの上に広げた。
　我聞をはじめとした全員が、それをのぞき込んでくる。
　写っている画像は、書斎の天井に開いた無数の穴。我聞が昨日、俺の自宅で撮影したものだ。
　そこには、確かに俺の父の〝メッセージ〟が残されていた。
　その内容の解読そのものは、昨日の夜のうちには成功していた。この謎をゼロから探し当てるのは至難の業だっただろう。しかし、これが〝文字列だ〟と言われれば、そこから先はそう難しい事ではなかった。父が残したというダイイングメッセージ。
　我聞に連絡したのが今朝になったのは、単に伝えるのを忘れていただけだ。
「この天井のような、無数の穴がある板の事を、有孔ボードと呼ぶ。学校の音楽室の壁などに使われているのを見た事があるだろう」
「防音効果があるんでしたっけ？」
　相川の問いに、俺は首を左右に振った。
「防音ではなく吸音だ。部屋の内部で発した音の反射率を下げ、有孔ボードの裏に設置した吸音材で音を吸収する」
「え、じゃああの穴って、外からの音をシャットダウンするためのものじゃないんですか？」
「外からの音にも多少の効果はあるかもしれないが、本来の目的ではない」
「っていうか、そもそも普通の家にこういう壁を使うのって、珍しいんじゃ？」
　我聞が、眉まゆ根ねを寄せながらそう言った。
「ああ、俺の父は音楽家などではなかったからな。書斎に有孔ボードを使う意味はまったくない。ちなみにこのボードは、一年ほど前に急きゆう遽きよ、書斎だけをリフォームして設置したものだ。当時、理由を聞いても父にははぐらかされた」
　思えば、父がオカルト否定派から肯定派へと鞍くら替がえしたのも、あの時期だった気がする。
「じゃあ、橋はし上がみ教授があの天井を設置した目的は、最初からメッセージを残すためだったって事？　ヤバくね？」
　印象論だけで語るのは、バカと素人のやる事だと我聞に言いかけたが――やめておいた。元より、まとめサイト管理人の高校生にそのような理性的な対応は求めていない。
「天井の穴は、およそ四万個あったんだが――」
「うえっ!?　数えたの!?」
　我聞が目を丸くする。
　よくもまあ、いちいちそんな事で驚けるものだ。
「一個一個、律儀に数えるような非効率的な真ま似ねをするわけがないだろう。縦列の穴の数と横列の穴の数の積を求めればいいわけだから、作業自体は十五分もかからなかった」
　我聞はそんな俺の言葉が不服だったらしく、またも俺に恨めしげな目を向けてくる。
「はいはい。それは悪うござんした。んで、この穴に隠された謎のメッセージって結局なんだったわけ？」
「君の言っていた通り、これはＣＯＤＥ化された〝文字〟だった」
「コードっ☆　コードっ☆　ダイイング？　ダイニング？　キッチン☆」
　話について行けない様子の成沢が、不定期に邪魔をしてくる。恐らくこの巨乳の女の辞書に『不謹慎』などという文字は無い。
　この謎の生物は敢あえてスルーだ。
「まぁ要するに天井には、びっしりと文字が書かれていた、という事になる」
「天井に文字!?　それって超絶ビックリなんですけど！」
　相川に良い所を見せたい我聞も、すかさず割り込んでくる。
「聞いてよみゅうポム！　文字だってトコまでは僕が考えたんだよ！　これ、ゾン子にも褒められたんだよ！」
「えー、ガモ先輩凄すごいじゃないですか！」
「ゾン子とは？」
　もしかして此こ処こには他ほかにも女が居るのか？
「そうそう。このラジオがゾン子ね」
　我聞が、肩から提げているバッグを掲げて見せた。中にはずいぶん古いラジオが収められている。
「なにを言っているんだ？」
「ああ、こいつ、結構喋しやべるんで」
「ガモ先輩、またその話ですか……」
　相川が困ったように苦笑した。どうやら我聞という男は、妄想癖でもあるようだ。別に驚きはしない。そういう性質の人間だという気はしていた。その前に、ラジオが喋るのは当然の事なのだが。
　我聞の言葉も成沢同様に無視しよう。与太話を挟み込んで会議をダラダラと長引かせるのは、日本人の悪い癖だ。
　俺はテーブルに広げた有孔ボードの画像を、指で軽く突いた。
「厳密には〝ボー・コード〟というフォーマットに該当する」
「ボー・コード？」
　誰だれもが首を傾げている。
「知らないのも無理はない。なにしろ五十年以上前にパソコンの記憶媒体として使われていた文字コードだからな」
「記憶媒体？　ハードディスクのこと？」
「昔のパソコンは、鑽さん孔こうテープと呼ばれる紙テープに、五列の穴をパンチして記録していたんだ」
　パソコンでは読み書き可能な記憶媒体として使われていたが、それ以前には電信に使われていたりと、歴史は古い。
　後には五列だけでなく六列や八列の紙テープも登場したようだが、少なくとも俺の父が残したメッセージについては、五列での変換で解読できた。
「はーいはーい！　りょーたすはね、古い映画とかで見たことあるかも〜」
　ずっと呆ほうけたような顔をして口の端からよだれを垂らしていた成沢が、急にはしゃいだようにぴょんぴょん跳ね出した。どうやら鑽孔テープのビジュアルがイメージできたようだ。
「穴をパンチ……って、それじゃ、あの天井の穴も……!?」
「二進法と同じ考え方だ。五列の穴を開いたままにするか、閉じるか。空いたままなら０。閉じれば１というわけだ。これをボー・コードと呼ばれる文字コードに割り当てていく。例えば『０００１１』が『Ａ』で、『１１００１』は『Ｂ』に対応している」
　さらに右手を使って二進数の指数えを披露してみせるも。
「なるほど分からん」
「まぁいい。とにかくこの文字コード変換表を参照すれば、五つのドットで一つのアルファベットを導き出すことができる」
「なにそのマンドクセー仕様。たった十文字のアルファベットで、ドットを五十個も追いかけなきゃダメなの？」
　我が聞もんが珍しく良い指摘をする。
「そういうことになる」
「それで天井にはどんな文字が書かれてたんですか？」
　相あい川かわが心配そうな面持ちで先を急ぐ。
「そうそう、肝心なのはそこなんだよ」
「かんの？☆　じん☆」


「わかった。言うよ。人の……名前だ」
「名前？」
　と、我聞はハッとして立ち上がった。
「まさか、西にし園ぞの梨り々り花か!?」
「それは誰だ」
「え、違うの？」
「特定の一人なんかじゃない」
　そこで俺は一度言葉を区切り――
　息を整えてから、ゆっくり慎重に言った。


「二百五十六人分の――名前だ」


　全員が、息を吞のむのが分かった。
　店内が静まり返り、そこにいる全員が〝ある一つの解釈〟へ辿たどり着き、沈黙している。
「試しに一部を抜き出して解読してみたら、『ＫＡＭＡＴＡ　ＮＯＲＩＹＵＫＩ』という名前が出た」
「誰？」
「さあな。他には『ＵＳＵＩ　ＳＡＣＨＩＫＯ』とか『ＳＨＩＲＡＹＡＭＡ　ＴＯＲＵ』とか」
「あ、あのぅ！」
　相川が、これまでにも増して身を乗り出してきた。
「その中に、川かわ畑ばた千ち津づってゆう名前、ありませんでした？」
「知り合いか？」
「……はい。親友なんです」
「確認していない。さすがに全部の名前を解読するには相当な時間がかかる」
「そう、ですか……」
　相川は見るからに肩を落としている。
「っていうか、なんで解読しないん？　そこは時間かかってもやるトコでしょ」
　代わりに今度は我聞が怒ったような口調で問いかけてきた。
「解読は単純作業だから、俺がやる意味はない。変換アルゴリズムが分かった以上、後は誰でもできる作業だ。それこそ、どんなバカでもな。なんなら君がやるか？」
「……ぐぬぬ」
「その作業をするより、もっと不可解な文字列の解読を優先したんだ」
「不可解な……文字列？」
「ああ、二百五十六人分のそれぞれの名前の後ろにはすべて、十桁けたの意味不明な文字列がセットでくっついていたんだ。それについては、一晩考えても答えが見つけられなかった」
「ほほ〜」
　一瞬にして我聞はニヤリといやらしそうに唇を歪ゆがませた。
「あのサライが、白旗上げるなんて……ワロス！」
「白旗は上げていない。時間がなくてまだ検証し切れていないと言っているんだ」
「はいはい。言い訳乙」
　こいつ、答えを知りたがっているくせに、なぜ無意味に挑発してくるんだ？
　俺を挑発してもなんの得もないのに。
「あの、その後半の十桁には、法則性みたいなものってないんですか？」
　相川がしびれを切らしたように我聞を押しのけ、そう聞いてくる。
「十桁のうち、末尾七桁は統一されていた。『ＥＥＱＴＵＷＩ』という単語だ」
「うみゅ？　確かに、なんの意味もなさそうなアルファベットの羅列ですね」
「ただ、なぜかその前の三桁については変動する。『ＱＥＱ』が一番多く、他には『ＱＱＱ』『ＰＯＱ』『ＱＲＱ』『ＱＰＱ』『ＱＥＹ』『ＱＥＱ』『ＱＱＹ』『ＱＷＱ』『ＰＩＱ』があった。『ＱＱＹ』などは、確認した限り、一つしか存在しなかった」
「法則性はあるみたいだけど、意味までは分かんない、って事ですか。桐とう子こさんなら知ってるかな……」
「桐子さん？」
「ムムーの編集者さんです」
「え、それマジ？」
　我聞が興奮した様子で声を上げた。
「マジです」
「今度紹介して」
「あ、はい。オッケーです。分かりました」
「よろしく……。ええと、それで」
　我聞は俺に向き直り、おずおずと挙手をした。
「ところで、その……この二百五十六人って、どう考えても……アレ、だよね？」
　我聞がなにを言いたいのかは分かった。
　もちろん相川も、成なる沢さわさえも理解しているだろう。
　二百五十六。
　数学的に特別な数字。処理数としてキリもいい。昔の８ビットパソコンで表現できる最大のデータ数が二百五十六だ。
　だが今やこの日本において、その数字はまったく別の意味を持ってしまっている。
　ここ数日、この数字をメディアやネットで見ない日はない。
「もしかするとこれは……井いの頭かしら池から見つかった〝犠牲者のリスト〟かもしれないという事だ」
　みんな黙り込み、再び空気が重くなる。
「ちなみにその、サライ殿は、すでに公表されている犠牲者の名前と照らし合わせてみたりはした？」
「いや。していない。解読した名前はまだランダムに取り出した十人ぐらいのものだからな」
　その後は、末尾十桁の謎なぞを考える方に脳のメモリを全すべて割いたんだ。今日もバイト中ずっと考えていたが、暗中模索状態だ。
　そもそもニュースで報じられた犠牲者の名前も、半数くらいしか分かっていないという状態が続いていて、これはこれでネット民たちの間では『闇やみ組織の陰謀』や『政府による報道規制』など、好き勝手に騒がれていた。でも確かに犠牲者の身元確認がこれほどまでに遅れている理由は謎だ。
　と、我聞が成沢に指を突き付けた。
「じゃありょーたす、解読よろ」
「りょーたす？　うん分かったぁ。今のＳＡＲＡＩきゅんの説明、ちんぷんかんぷんのあっぺらぽーだから、まかせてくれていいよー♪」
「ちょっ」
「…………」
　やはりこの成沢という女は、頭のネジが何個か外れている。
　とにかくいつでも、どんな時でも……無邪気だ……。り、理解に苦しむ。
「ダメだこいつ、早くなんとかしないと……。じゃあ誰に解読してもらえばいいんだよ」
　我聞は、あくまで自分がやるとは言おうとしない。面倒事を他人に押し付けるような生き方をしてきたのは容易に推測できる。
「私、やりましょうか？」
　相川が遠慮がちに手を上げた。
　我聞が顔を輝かせたが、意外にも成沢がブンブンと首を左右に振った。
「みゅうちゃんはそんなことしてる場合じゃないよぅ」
「え？」
「お友達のことだけ考えてあげて。ねー？」
「成沢さん……」
　友達？　さっき言っていた川畑千津のことか？
「でもそれじゃ解読する人間が――」
「我聞がやればいいだろう」
　話がまとまりそうにないのであえて俺が口を出すと、そこにもまた成沢が口を挟んできた。
「ガモタンもダメー。そんなことしてる場合じゃないでしょー」
「そうなのか？」
「……そ、そうだよ、そう。うん。まったくその通り。僕は忙しいんだ」
　我聞はやたらと視線を泳がせている。ウソをついている態度だ。この男は分かりやすい。
　このままだと埒らちがあきそうになかった。リスト解読の件はとりあえず保留にしておくか。
「ところでさっき、西園梨々花という名前を口にしたな。それは誰だれだ？」
「……もしかしたら、真犯人かも、って、勝手に僕が思ってる人」
「真犯人？」
　俺の父を殺した真犯人、ということか。
　ただ、歯切れが悪いところを見ると、これといった根拠はなさそうだ。
「いったい何者だ？」
「エロ同人作家だよ」
「なんだって？」
「これ描いた作者」
　そう言って我聞がバッグの中から俺に差し出してきたのは――
　男同士が裸で絡み合っている、いかがわしい同人誌だった。


「なぁ、帰ってもいいか？」
「ちょ、ま！　待て！　これにはワケがっ！」
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　西にし園ぞの梨り々り花かの描いた『昏い水の底』を突き出したら、その場にいた全員にドン引きされた。
　特にサライの拒絶っぷりって言ったらなかった。帰ろうとするのを引き留めるのに、三十分はかかったよ。
「寄るな、この変態高校生め！」
「ホオイ？　誰がホモですと!?　自意識過剰乙！」
「ガモタンは〜♪　ホモだち何人できるかな？♪」
「ガモ先輩ってそうゆう趣味だったんだ……。私はよく理解できないですけど、人、それぞれですから。否定は、しません。頑張ってください」
「はいはい、中途半端な理解を示すとか一番偽善的行為だし！　つーか僕はホモじゃないと、さっきから何度言えば！」
　僕は普通のエロ同人が好きなんだよ！
「それより聞いてよ！　このエロ同人はただのエロ同人じゃないんだって」
「あぁ、だからホモ同人なんだろう？　それは聞いた」
「ホモとかどうでもいいんだっつーの！　この本の中で、橋はし上がみ教授殺害が予言されてるんだよ！」
「なに？」
「え？」
「ぽや？」
　一同がようやく黙り込んだ。
　まったく、ホモ同人を見たぐらいで騒ぎすぎなんだよ……。
「いったいどういう事だ？」
　眉まゆ根ねを寄せて困惑しているサライに、同人誌のページを開いて中を見せる。
　計五本収録されてる話のうち、ちょうど真ん中、三本目の話だ。
「殺されて、歯を抉えぐり取られた男が倒れているだろ？」
「おいちょっと待て。君はまさか、そのレベルの一致で〝予言の書〟だとほざくつもりか？」
　サライの怒り顔にはハッキリと『時間の無駄だ！』と書いてある。自分の父親の事でもあるのだから、この反応は当たり前なのかも知れない。
「違う違う！　それだけじゃないんだってば。ここまでは、ごく一部だけどネット民も騒いでる。で、僕が注目したポイントがもう一つあるんだ」
　前置きをして再びページを開く。
「ここ見てよ。うつぶせになった被害者の右手。不自然に人差し指だけ伸びているようにも見えない？」
「見方によっては……そうも見えるってゆうか」
　あまり納得していない様子で、首を傾げているみゅうポム。
「その指先から真まっ直すぐに線を引っ張ると……」
　カウンターから急いでストローを持ちだして来て、ページの中に直線を作ってみせる。
「死んだ男が指し示しているもの。それは額に入ったオブジェなんだよ」
「コーラ☆　コーラン☆」
「りょーたす、良く見て」
「ぽやや？」
「これは一体……」
　違和感に気付いたのはサライだけみたいだ。
「これ、良く見ると『ＣＯＬＡ』じゃなくて『ＣＯＤＥ』って書いてあるんだ」
「…………」
「『ＣＯＤＥ』だよ。サライに話したよね。現場に残されてた、橋上教授のダイイングメッセージ」
　これを知り得る事が可能なのは、僕と、犯人と、僕の後から駆けつけてきた謎の男と、警察だけ。しかもそれだって、事件犯行後の話だ。そして警察は、遺族であるサライにはダイイングメッセージの存在をなぜか隠していた。
「この同人誌は去年の冬コミに出されたものなんだ。後は分かるな？」
　教授殺害よりも前に、教授のダイイングメッセージと同じ単語がこの本には書かれていたことになる。
「ガモ先輩、ドヤ顔決めてるところ悪いですけど、それ単なる偶然じゃ？」
「え？」
　みゅうポムの言葉に、サライも同調するようにうなずく。
「偶然だろうな。ＣＯＤＥ、なんて単語はありふれているし、著作権法の観点から、似せたロゴに描き変えたと考える方が自然だ。これだけでは証拠としては弱い。少なくとも三つ以上の一致がなければ、偶然は必然にならない」
　ぐぬぬ……。
　ホントはもうひとつ、この本には現実と完全に一致してる箇所がある。殺された男が歯を抉り取られ〝持ち去られた〟っていう描写がそれだ。でもそのことについては、僕は話せずにいた。
　とっさに、ポケットに忍ばせてる金歯鍵かぎに指先で触れた。
　このことをサライたちに話せば、人間としての信頼はもっと失っちゃうだろう。それでも、話すしかない。でないと、西園梨々花が怪しいってことが信じてもらえない。
　さあ、言え！　全部正直にぶちまけろ！　洗いざらい話すんだ！　今の僕の味方は、ここにいる連中だけなんだから……！
「と、とにかく、一度ちゃんと、中身を読んでみてほしいんだけど。ほ、ほら、そしたら僕が言ってることも、少しは分かるかも……なんて。あはは」
　ああ……。気持ちとは裏腹に、結局口ではお茶を濁してしまった。
　自分のヘタレっぷりに、軽く絶望しちゃうよ……。
　勇気を出して話そうとしただけで、こんなにも心臓がバクバクと早鐘を打っている。
「とにかく、頼むよ……」
　サライの目を、まともに見られない。
　それでもなんとか懇願したら、サライは軽くため息をつき、同人誌をパラパラとめくり始めた。
　できれば、流し読みじゃなくてちゃんと読んでほしいんだけど……。
「シンクロニシティ、とでも言いたいのか？　だがそれは科学的な意味での解明はされていない。結果が出た偶然の産物を、蓋がい然ぜん的であると当てはめているだけだ。世界は偶然に満ちている。にもかかわらずあらゆるものに意味を持たせようとした結果、陰謀論が生まれたんだ。人の好奇心や想像力が、世界の構造を複雑にしてしまったと言ってもいい。妄想は人の想像力を増幅させる。このＢＬ本の性的描写もまさにそうだ。現実とは大きく乖かい離りしている」
　うっぜええええ……。
　僕がうんざりして耳を塞ふさごうとしたら。
「そうかしら？」
　おとなしかったマスターイズミンが口を挟んできた。カウンターの中からこれまでの話をずっと聞いてたくせに、今まで黙ってたのが不思議だったんだけど。ついに我慢できなくなったらしい。
「それはサライくんが斜に構えているだけじゃないのかしら？　陰謀はきっと世界に存在してるわ。そう信じた方が面白いもの」
　援護射撃はありがたいけど、マスターイズミン、そんな言い分じゃサライは信じてくれないよ……。
「陰謀論を完全に排除するつもりはありませんが、それを掲げる人たちの論旨展開には無理な飛躍ばかり見られるのも、否定できないでしょう？　都合の悪い部分には触れない、というのも陰謀論者の常じよう套とう手段です」
　サライの容赦ない反論に、マスターイズミンはあっさりと論破された。ぐうの音も出ない様子だった。
　僕だって、なにも言えなくなってしまった。
　やっぱり西園梨々花が真犯人かもしれないっていう僕の推理は、間違いなのかな……。
「……ん？　ちょっと、待ってくれ。これは」
　話しながらもページをめくっていたサライの手が止まった。
　目を見開き、同人誌のとあるページに見入ってる。
　……なんだ？
「どうしたの？」
「この……数字……」
　僕も横から同人誌をのぞき込む。
　サライが開いてるのは、最後のページだった。
　ストーリーを追いかけていっても、そのページは直前の内容と脈絡が合ってなくて、意味不明だったんだよね。だって、物語のオチのはずなのになぜか唐突に、車の絵だけがポンと描かれてたんだ。
　でも、サライはこのページになにかを見つけた……のか？
「その車に見覚えが？」
「いや、違う。車じゃない――」
　サライの指は震えていた。
「なんだよ、ねえ！　なにを見つけたんだ!?」
　その指先が指し示したのは。
「ナンバープレート？」
　日本のものと違って、そこには七桁けたの数字が描き込まれてた。
「３３１５７２８……？」
「この数字がどうしたんです？」
　みゅうポムも、僕と同じように同人誌をのぞき込んでる。
　当のサライは、目を閉じ、ブツブツと声にならない声をつぶやいてた。
「そう……そうだ、ボー・コードに当てはまる。そういうことなのか……」
「なあ、サライ、説明してくれってば！」
　肩をつかんで揺さぶると、サライは目を開いて、さっきテーブルに広げたままにしてあった画像のプリントアウト――サライの自宅の書斎の写真――を手でバンと叩たたいた。
「ＥＥＱＴＵＷＩだ」
「は？」
「解読できてなかったＥＥＱＴＵＷＩなんだよ！　ボー・コードではアルファベットだけじゃなく数字に置き換えることも出来るんだ！　『００００１』はアルファベットの『Ｅ』だが、文字コード変換表で見ると……同時にそれは３として当てはめることもできる」
「まさか……！」
「ＥＥＱＴＵＷＩは、すべて数字にも置き換えられるんだ。その数字が――」
　そこでサライは、落ち着きを取り戻そうとするように、一拍置いてメガネの位置を直した。
「３３１５７２８、このナンバープレートと同じだ！」
「……！」
　同人誌に書かれてる数字と、橋上教授が書斎に残したメッセージが……同じ！
「おい、我が聞もん！　この本の作者は、何者なんだ!?」
　サライが同人誌で僕の胸を叩いてくる。
「西にし園ぞの梨り々り花かとは、何者なんだ！」
「だ、だからエロ同人作家だって！　僕は、一度も会ったことない」
「まさか、この人物が本当に未来を予言しているとでも？　あり得ない。そんなのはあまりにオカルトじみている。オカルト以外で、当てはめられる理屈があるとすれば――」
「西園梨々花自身が犯人かもしれないって。そうなるでしょ？」
「…………」
　サライの表情が明らかに険しくなっている。ようやくこの同人誌のヤバさに気付いたみたいだ。
「奥付に連絡先が書いてある。連絡してみたか？」
「してない……」
　連絡先としてメールアドレスだけ書いてあったけど、勇気がなくて結局まだコンタクトは取っていなかった。
「我聞、疑って悪かった」
　サライが頭を下げてくる。
「この本に書かれた内容が予言かどうかはともかく、西園梨々花という人間については俄が然ぜん、興味が出てきた。ＥＥＱＴＵＷＩの件は、俺なりに掘り下げてみようと思う。それで、他ほかに気になる記述はあったか？」
「え？　ええと……」
　金歯鍵のことは、話せないけど――
「なにを隠している？」
「え？　え？」
「さっきから我聞、君は俺の目を見て喋しやべろうとしない。しきりに『え？』と聞き返しているな。質問された内容を認識していながら、あえて分からないフリをしようとしている証拠だ。なにか後ろめたいことでもあるのか？　俺に話していないことが、まだあったりするのか？　やたらとズボンのポケットに手を入れるな。そこになにが入っている？　今、また目をそらしたが。もし隠し事をしているなら、ふざけるな、と言ってやる。俺は君に、父の書斎まで見せてやったんだぞ。そっちも手の内はすべて晒さらせ」
「うっ……」
　こいつ、なんていう観察眼なんだ……！　みゅうポムよりずっとリアル超能力者っぽい。
　じっとにらみつけられて、僕は、迂う闊かつに指一本すら動かすことができなくなってしまった。
　ちょっとした仕草からすらも、僕の隠していることをサライに見透かされてしまうような気がした。
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「霊界に落ちた〝死者達〟の信号はどうなっているんだ？　〝生存〟しているのか？」
　的まと場ばの問いに、鷹たか栖すはうなずきはせず、一方で首を左右に振ることもなかった。
「数値は良くなっています」
「死後のモニタリングが可能になれば、計画は大きく前進する。第二世代だけと言わず、第三世代についても実験に組み込んでいいのではないかね？」
　羽は斗と山やまがそう言うと、的場は首を傾かしげた。
「そもそも一ケージにつきなぜ二百五十六人なんだ？　もっと細かく調整することはできないのか？」
「システム上の問題で、それはできません。システム自体は、古いものですので」
　的場はまだ不満そうだったが、それ以上は口を挟んでこなかった。
「井いの頭かしら池で二百五十六人を処分したことは想定外だったがね。結果的には〝オッドアイ〟がじゅうぶん実用段階にあることを証明した。そういう意味では、第一世代をケージごと破棄したことも無駄にはならなかったわけだ」
　羽斗山のその言葉には、鷹栖を責めるようなニュアンスも言外に含まれていた。
　しかし鷹栖はあえてそれに気付かない振りをして、満足げにうなずいて見せた。
「時間の牢ろう獄ごくの問題を解決できれば、新・世界システムはいよいよ完成し、我々は霊界を獲得します」
　いつもの芝居がかった仕草で両手を広げ、鷹栖は天を仰いだ。


「それはすなわち、世界の恒久的な支配を意味するのです」
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「まあいい」
　サライが、ふと息をついて僕から目をそらした。
　問い詰めに対して僕が言葉に詰まってから、どれぐらい時間が経たっただろう。すごく長く感じたけど、実際にはほんの三十秒すら過ぎていなかったかもしれない。
　どうやらサライは、僕からこれ以上話を聞くことについて諦あきらめてくれたみたいだった。こいつのことだから、時間の無駄だと判断したのかも。
「だがこの同人誌の内容については、もっと詳細に分析をするべきだろう」
「それについては、さ、賛成」
「私、見てもいいですか？」
　直前まで息を吞のんで僕とサライのことを見つめていたみゅうポムが、同人誌を手に取った。パラパラとページをめくっていく。
「あのさ、みゅうポム的には、ＢＬって、どうなん？」
「どう、とは？」
「興奮したり、し、しますかぁ？」
「ガモ先輩、いまはそんなことどうでも――」
　と、そこまで言いかけてみゅうポムはハッと息を吞んだ。
「あ、これ！」
　同人誌のあるページを開けたまま、目を見開く。
　様子がおかしい。
「どうかした？」
　まさか、この同人誌にまだまだ隠された秘密があるとか？　そんなに都合良く、現実との符合がポンポン出てくるものなんだろうか。どれだけの予言をこの一冊に詰め込んでるんだよ。
　西園梨々花、恐ろしい子……！
「こ、これ……」
　みゅうポムが指し示したのは、同人誌の中で二本目に描かれている短編のコトリバコの鍵かぎ穴あなが描かれているページだった。
　そのことに僕もドキリとする。
　そのコトリバコについては、僕自身も気になってたんだ。
　その鍵穴が、僕が持ってるあの金歯鍵の形と似ているような気がして。実際に金歯鍵の先端をその絵の部分にあてがってみたけど、ほとんど一致した。これが偶然だとは思えなかったけど、やっぱり鍵のことは言えない。
「コトリバコ？　なにか気になるの？」
「…………」
　みゅうポムの顔色がどんどん青ざめていく。
　その二本目の短編の内容は、『コトリバコ』って呼ばれる、小鳥を入れるための箱を持つアルビノのスカシ野郎が、二人の福の神と３Ｐするっていうキモい話だ。主人公が、いつもニヤニヤしながら世の中を斜めに見てるっていうウザい奴やつなんだ。で、二人の福の神はそんなスカシ野郎になぜか惚ほれちゃって、三人でイタしちゃう話だ。
　結局、コトリバコってのがなんなのかは、ストーリーにあんまり関かかわってこないまま終わる。
　だからなおさら、その箱の不自然さが気になる。
　まるで箱のイメージがまずあって、それに無理矢理、ＢＬのストーリーを付け加えたような、そんな印象を感じたんだ。
「コトリバコが、どうかしたの？」
　もう一度問いかけてみると、みゅうポムは今度は自分自身を抱きしめてわなわなと震え出した。
「ことり……ことりば……ことりばこ……」
　明らかに動揺している。説明することもできないぐらいに。
『ニっコニコ生占い☆』でサライのビジョンを見たときに泣き崩れた、あの時となんだか似ていた。
「コトリバコって、なんなんですか？」
　みゅうポムがかろうじて絞り出すようにして言ったのは、そんな疑問。
「ネットの怪談に出てくるヤバイ箱、っていうことぐらいしか、僕も知らないんだけど」
　一応自分でも調べたけど、２ちゃんですら〝検索をしてはいけないワード〟として、誰だれも語りたがらないぐらいだった。
　サライやマスターイズミンも、知らないみたいだ。
　りょーたすはいわずもがな。
　と、みゅうポムは携帯電話でどこかへ電話をかけ始めた。
「桐とう子こさんに聞いてみます……」
　え、それってさっき言ってたムムーの編集者!?
「あ、もしもし！　桐子さん？」
　みゅうポムは、電話の相手にコトリバコのことを質問し始めた。さすがはムムー編集者だけあって、コトリバコについて知っているらしい。
　みゅうポムはみんなにも聞こえるようにと、携帯電話をスピーカーモードにした。
「それで桐子さん、コトリバコって、いったいなんなんですか？」
　みゅうポムの問いに、電話の向こうでハキハキとした口調の女性が喋り始めた。
『名前だけ聞くと、鳥とり籠かごとでも勘違いしそうだけど、そんな生ぬるいものじゃない。もっと……エグいものよ』
「エグい……？」
　怪談かなにかに登場するようなアイテムなのか？　それを知らなかった僕っていったい。オカルト系まとめサイトの管理人としてはまずいかも――なんていうどうでもいい懸念は、次の桐子さんの言葉であっさりと僕の頭の中から吹っ飛んだ。
『コトリバコって言うのは……〝子供を取る箱〟って意味なの』
　聞いた瞬間、ゾワリと全身の肌が粟あわ立だった。
「……う、そっ」
　みゅうポムも絶句している。
　子取り、って。その字面だけ見てもヤバそうに感じる。
「いったい、どんな言い伝えが……？」
『元は、ネットに転がっていた怪談よ。噂うわさじゃ島根県あたりが発祥らしいけど、明確なソースは見当たらないから、もしかしたら創作かもしれない』
　やっぱりオカルト系の話か。
『コトリバコは寄せ木細工。普通の箱じゃないの。複雑なパーツで組み上げられた正方形の形をしていて、特定の手順を踏まないと開けることができない』
「お土産なんかで売っていたりしますよね」
　サライも寄せ木細工については知っているらしい。
『ええ。箱根あたりじゃ、昔から伝統的に作られているみたい。でも、コトリバコはそれとはまるっきり性質が違う。作られたのは、一説によれば一八六〇年頃ごろと言われているわ。大きさはだいたい二十センチ四方ぐらい、だったはず』
　西にし園ぞの梨り々り花かのマンガでも、だいたいそれぐらいの大きさで描かれていた。
「箱根の寄せ木細工に比べると、かなり大きいですね」
『そうね。これは呪じゆ術じゆつ的てきなアイテムだった。いわば、人を呪のろい殺すためのもの。箱が置いてある場所の周囲に影響を及ぼすの。呪いの影響を受けた者はありとあらゆる内臓が〝千切れて〟いき、最後は血を吐いて死んでいく。そしてその呪いの影響を受けるのは、女性と子供に限定された』
「呪い……って、まさか、黒魔術!?」
　脳裏に、紅くれないノの亞あ里り亞あの名前が浮かんだ。
『いいえ、これはあくまで日本の話で、西洋魔術は無関係よ』
「そ、そうですか……」
『元は、重い年貢に苦しんでいたとある集落の人々が、支配者である庄しよう屋やを呪い殺すために作ったものだとか。これを呪わせたい相手の家の庭なんかにこっそり埋めておけば、女子供が次々と死んでいき、やがて子孫が途絶えてしまう。だから〝子取り〟箱』
　なかなか強力な呪術アイテムだ……。呪いステータスはＳランクのレアアイテム。使えば相手は死ぬが、自分も死ぬ……的な。
『問題は作り方。これがエグいの』
　気付けば、僕らは桐子さんの話に真剣に聞き入ってた。
　あの落ち着きのないりょーたすまでが、唇を嚙かみしめながら耳を傾けてる。
　僕なんか、掌にベッタリ汗をかいていた。ズボンに押し付けて、その汗を拭ぬぐう。
『まず箱の中を、雌の獣の血で一杯にする。獣はキツネとかニワトリが多かったらしいから、弧酉箱っていう字が当てはめられたっていう説もある』
　獣の血……。
『それを一週間放置し、血が乾ききらないうちに、間引いた子供の身体からだの一部を収める』
　え？
『当時は、間引きと言って、いらない子供を殺すことが普通に行われていたの。その子供の身体の一部を入れるのよ。子供の年齢によって、身体の部位は変わるわ。生まれた直後の子供なら、ヘソの緒か、人差し指の第一関節。それと、生き血。七歳までの子供なら、人差し指の第一関節と、生き血。十歳までの子供なら、人差し指の第一関節のみ。入れたら箱の蓋ふたをして、呪いたい相手の家に送りつける』
「確かに、エグいっす……」
　気持ち悪くなってきた……。
「我が聞もんはオカルト系まとめブログの管理人だろう？　怖い話に耐性はないのか？」
「べ、別に怖がってないし……」
　サライめ、余計なツッコミを入れるなよ！　なに冷静に人の顔色を観察してるんだよ！
　正直、吐きそうです。
『呪いの効果は、箱に入れる生け贄にえの子供の数で変わってくるわ』
「え？　一人分じゃ、ないんですか？」
『何人の生け贄を入れたかで、箱の呼び方も変わるそうよ。一人ならイッポウ。二人ならニホウ。三人ならサンポウ。四人ならシッポウ。五人ならゴホウ。六人ならロッポウ。七人ならチッポウ。八人ならハッカイ。八人以上入れると、箱の力が強くなりすぎてかなり危険らしいわ。場合によっては百年以上も効果が継続するとか』
　八人って……。
　それだけの数の子供を殺してでも、呪いたいほどの怨おん念ねんが込められてるのか……。
　想像するだけで、身震いする。
『ちなみに、これは本当は教えちゃまずいんだけど。ムムーと付き合いのある、さる情報筋から仕入れた情報で』
　そこで、桐子さんは電話の向こうで声を潜めた。
『そのコトリバコのうちの一つが、吉きち祥じよう寺じのどこかにあるらしいの』
「な……!?」
　吉祥寺、呪われすぎでしょ。
『いい、あなたたち。コトリバコは、かなりシャレにならない代物よ。安易に探そうなんて、考えない方がいい。分かったわね？』
「ありがとう、桐子さん」
『え、ちょっと、実み優ゆ羽う？』
　みゅうポムは礼だけ言うと、さっさと電話を切ってしまった。
　もっとムムー編集者の話を聞きたかったんだけどな……。
「う〜〜、りょーたす今夜トイレ行けないよぅ……」
　りょーたすはすっかり泣きべそ状態だった。いつもよりずいぶんおとなしいと思ったら、泣いてたのか。
　確かに桐子さんの言う通り、コトリバコは危険すぎる。怖くて、近づきたいとも思わない。もし現物を見つけても、触ったりなんて絶対したくない。
　でも、もしかしたらコトリバコも、橋はし上がみ教授の事件になにか関係あるかもしれない。西園梨々花の同人誌に登場する以上、無関係とは言い切れない。
「っていうか、みゅうポムさ、そのコトリバコがどうかしたの？　なにか気になってるみたいだけど」
　みゅうポムは、同人誌の中にコトリバコが描いてあるのを見つけてからずっと様子がおかしい。明らかに怯おびえ、憔しよう悴すいしてる。
「私……できれば、今すぐにでも、探し出したい……感じかも」
「探すってコトリバコを？　正気？」
　そこでみゅうポムは、親友が一週間以上も行方不明で、その子が最後に送ってきたメールに『小鳥ば』と書いてあったことを教えてくれた。
　親友の手掛かりになるかもしれない、って考えてるらしい。
　それが偶然なのか、それとも西園梨々花の予言通りなのか。
　そしてコトリバコが橋上教授の事件となにか繫つながるのか。
「探すと言っても、吉祥寺にある、という情報だけではな」
　サライは、渋い顔。
「ネットで検索したら出てこないかな？」
　僕はノートパソコンを起たち上げて、試しに〝吉祥寺　コトリバコ〟というキーワードで検索してみた。
　でも、それっぽい情報はまったく見つからない。
　他ほかにもいろいろ手段を検討してみたけど、どれも現実的じゃなかった。
　打つ手なし、か……。
「あの、ガモ先輩はその同人誌が、現実を予言してるって言いましたよね？」
「ん？　あ、うん」
「だとしたら、その同人誌の中にヒントが描いてあったりするんじゃ？」
「ヒント……ねえ」
　コトリバコの話は、箱を持った男が、二人の福の神（男）と３ＰするＢＬ話だ。
　ヒントがあるとしたら、この内容のどのあたりなんだろう……。
　この同人誌はただのＢＬ同人だと思わせておいて、思った以上に多くの情報量が詰め込まれてるのは確かなんだ。だから、『二人の福の神』にも、きっと意味があるはずなんだけど。
「神社が登場しているのはこの話だけだが……」
　サライがそう指摘する。
　確かに、主人公がセックスする相手が福の神というだけあって、舞台は神社がほとんどで、複数のコマにわたってその描写が描き込まれてる。
「つまり、コトリバコがあるのは、神社？」
　さすがにストレートすぎる気もするけど、説得力はある。それだけの強力な呪術アイテムだから、神域に封印するのが保管方法としては一番安全だ。
　試しに、吉祥寺にはいくつの神社があるか調べてみた。
「吉祥寺にある神社は、地図で調べると三つある」
　玉光神社、武蔵むさし野の八はち幡まん宮ぐう、八や枝えだ神じん社じや。
「隣の三み鷹たかとか西にし荻おぎ窪くぼまで広げると、さらに増えるけど」
「井いの頭かしら公園の中にも神社がなかったか？」
　サライの問いに、みゅうポムがうなずいた。
「弁べん天てん様ですよね？　私、行ったことあります」
　西園梨々花の同人誌に描いてある神社が、もしも仮に吉祥寺近辺にある神社をモデルにして描いているなら、どこかに類似点は見つかるかもしれない。
「特定できるかな？」
「西園梨々花は、そこまで絵が上う手まいわけでもないからな」
　サライがうなった。
「写真をトレースしているようでもない。パースはメチャクチャだ。適当に描いているようにしか見えない」
　だとしたら特定は難しい。
「鳥居が描いてあれば、そこから多少は絞り込めたんだが」
「鳥居？」
「鳥居の形は神社によって違う。だいたい六十種類近いバリエーションがあるんだ」
　え、マジで？　全然知らなかった件。
　さすがはサライきゅん。パネエっす。
「だが……この同人誌には、鳥居はどこにも描かれていない」
　そう、鳥居は描かれてなかった。二人の福の神が登場するシーンに描かれているのは、境内だけだ。
「境内はけっこう広めに描かれているから、武蔵野八幡宮ぐらいは広い神社じゃないかな？」
　ストリートビューで確かめてみたけど、吉祥寺にある三つの神社のうち、八枝神社については社と鳥居しかないようなすごく狭い神社だから、除外してもいいかも。
　あくまで、西園梨々花がすべて計算して描いているなら、だけど。
　実は神社にはなんの関連性もない可能性だって、じゅうぶんある。だとしたら今の僕たちの議論はまったく無意味なものになる。
「この二人の福の神って、七福神のことじゃ？　だとしたら、その神がいる場所だから、やっぱり井の頭公園の弁天様が怪しいかもって感じ、しません？」
　みゅうポムのその推理は、悪くはないんだけど……。
「この二人、福の神って言ってるけどそれっぽい特徴はまったく描かれてないんだよね」
　七福神はそれぞれがかなり特徴的で有名な神様だから、キャラクターとして描かれる場合は、それっぽいパーツを付けたりとか、格好に気を付けたりするんだけど。
　西園梨々花の描いた福の神からは、普通のイケメン男子以上の特徴を見出せない。
　もちろん、それがダメって言ってるわけじゃない。所しよ詮せんはオリジナルの同人誌なんだし、作者の好きに描けばいい。
　ただ、登場する二人の福の神のどちらか――あるいは両方――が弁べん財ざい天てんなのかどうかは、まったく推測できなかった。名前だって明かされないし。
　今から直接行ってみて、箱がないか調べてみようかとも思ったけど、井の頭公園はそもそも封鎖中だ。
「っていうかあそこの弁天様って、神社じゃなくてお寺じゃなかった？」
「あ、そうでしたっけ？」
「あそこも、鳥居は……なかった気がする」
「だとしたら――」
　僕はもう一度、ノートパソコンで吉祥寺周辺を検索した。
「そもそも神社縛りで考えてたのが間違いだったのかも」
　お寺は、吉祥寺周辺だと六つほど見つかった。
　でも、だから新たな手がかりになるかって言えば、別にそんなことはなくて。
　むしろ候補が三つから九つに増えただけだった。
「…………」
　気付けば、誰だれもが無言になっている。
　議論が行き詰まってきていた。
　やっぱりこの同人誌一冊だけじゃ、決定的なヒントは見つかりそうにない。
「僕、ちょっとトイレ」
　頭の中を切り換えるため、トイレに向かった。
　照明が薄暗い、相変わらずやたらとムーディーなトイレだ。壁にはあちこちにチラシやらなにやらが貼はり付けられていて、いつも落ち着かない気分になる。
　ぼんやりと用を足しながら、そうしたチラシのひとつひとつを何気なく眺めていたら、一枚のＡ４サイズのポスターが目に留まった。
『武蔵むさし野の吉祥七福神巡り』
「これは奇遇」
　七福神の話題をしてたら、まさにその七福神を巡るっていうイベントのポスターを見つけるなんて。すごい偶然だ。偶然か？　この中にヒントがあったりして。
「ん？」
　それは、毎年一月の頭に行われてるっていうバスツアーだった。吉祥寺周辺の、七福神に縁のある神社仏閣を巡るというもの。
　ちゃんと、井の公の弁天様もツアーの中に含まれてる。他にも安あん養よう寺じとか、武蔵野八幡宮とか、大だい法ほう禅ぜん寺じとか。
　延えん命めい寺じと杵き築づき大たい社しやの二つは、かなり距離が離れてた。杵築大社なんか、電車で二駅隣の武蔵むさし境さかい駅にあるし、延命寺に至っては、武蔵野大学の近くっていう交通の便の悪いところにあった。
　これはバスツアーなのも納得だ。徒歩じゃ、六カ所すべて回るのはすごく大変だから。
「ん？　六カ所？　七福神なのに？」
　僕の数え間違いかな？
　そう思って、用を足し終えて水を流しつつ、身を乗り出してそのパンフレットに顔を近づけた。
　ツアーの行程を、順に追っていってみる。
「井の頭弁財天、武蔵野八幡宮、安養寺、大法禅寺、延命寺、杵築大社……。あれ〜？　やっぱり六カ所だ」
　なんで一つ足りないんだろう。
　そう思ってよくよく確認してみたら、すぐにその謎なぞは解けた。
　一つの神社、またはお寺に一人ずつ神様がいる。武蔵野八幡宮なら大黒天、杵築大社な恵え比び寿す様、っていう具合だ。でも延命寺だけは例外だった。そこには毘び沙しや門もん天てんと寿じゆ老ろう人じん、二人の福の神がいて――
「これって……」
　ゾワリと、全身の毛が逆立つ。
「二人の福の神!?」
　まさか……そういうことなのか!?
　僕はとっさにそのポスターを引っぺがすと、トイレから飛び出した。
「ちょっ、これ！　これ見て！」
　サライたちにポスターを差し出す。
　二人の福の神が延命寺にいることを話すと、みんなの間に動揺の波が広がっていった。
「確かに納得できるが、これが、答えなのか……？」
「延命寺に……コトリバコが？」
「確かめに行ってみる価値はあるんじゃね？」
「でもでも〜」
　りょーたすが不安げに首を傾かしげる。
「あぶないんじゃないかなぁ？　コトリバコって、よくないものなんでしょ〜？」
「見に行くだけなら問題ないって――」
「それはそれは。勇敢なことですこと」
　そのとき、静かな、けれど凜りんとした女の声が響いた。
　ハッとして声の方を見る。
　いつの間にか、黒い外がい套とうに身を包んだ、艶つやのある黒髪が特徴的な超美人女子が、店のドアを開けて入ってきていた。
　突然の来客。もちろんブルゥムーンは僕らの貸し切りってわけじゃないから、他の客が来ても全然不思議じゃないんだけど。
　とても近寄りがたい雰囲気を醸し出してるその黒髪女子は、僕たちひとりひとりに、凍えそうなほどの冷たい視線を巡らせた。
　誰もがポカンとしている中で、りょーたすがくるりとその場で回って、黒髪女子を指差した。
「魔女さんだー☆」
　魔女……さん？
「紅くれないノの……亞あ里り亞あ……」
　みゅうポムが、呆ぼう然ぜんとしてそうつぶやく。それでようやく、相手の名前が分かったよ。
　って、紅ノ亞里亞だって!?
「う、うわあああ！　呪のろいに来たんだっ！」
　僕はとっさにりょーたすの背中に隠れた。
「や、やっぱり間違いないんだ！　西にし園ぞの梨り々り花かの同人誌に隠されていた真実に僕が気付いたから！　その共犯者である紅ノ亞里亞が、黒魔術で僕を呪い殺しに来たんだ！　なんて出来過ぎた物語なんだ！　サライ、この人は黒魔術代行屋で、人を呪い殺すのが仕事なんだよ！」
「落ち着け我が聞もん！」
　サライが舌打ちとともに諫いさめてくる。
「呪いなんて、現実にあるわけがないだろう！」
「でも――」
「西園梨々花、などという方のことはまったく聞いた覚えがありませんが」
　亞里亞が、落ち着いた様子のままそうつぶやいた。
　それが噓うそなのかホントなのか。もちろん分かるわけもなくて。
「貴方あなたがたが今話していたこと、とても興味深く聞かせてもらいましたわ」
「え、聞かせてもらったって、いつから？　今来たばっかりじゃないですか」
「正確には〝伝聞〟です。話を聞いていたのは、私のパートナーである――」
　そこで亞里亞は、かすかに唇を舐なめ、切れ長の目をさらに妖あやしく細めた。
「悪魔、ですわ」
　ゾッとする。
　その一言で、店内の温度が急に下がったように錯覚した。
　全員が、気け圧おされたのか一歩、亞里亞から後ずさった。
　この女……本気で言ってる、のか？
　本物の悪魔を、使役してるってこと？
　悪魔に、ずっと話を聞かれていたってこと？
　全身黒ずくめな時点で、きっと普段なら僕も「中二病ひどすぎワロタ」で済ませちゃってただろう。
　でも、今は違う。
　この女の振る舞いが、言葉にいちいち説得力を持たせている。
　真実を語ってるように聞こえてくる。
　魔術で魅了でもされたみたいだ。
　それともデフォで声に洗脳能力でも備えてるのか？
　亞里亞は、僕、サライ、続いてりょーたす、そしてみゅうポムへと、順にゆっくりと視線を巡らせた。
「フン、バカらしい」
　口火を切ったのはサライだ。
「黒魔術に、悪魔だと？　この現実世界にダークファンタジーを持ち込んだ上に、それを商売にしているという時点で、呆あきれるのを通り越して軽けい蔑べつにも値する。ましてや今度は、悪魔からの伝聞だと？　見れば君はまだ若い。冗談はそのコスプレ染みたファッションセンスだけにしてもらいたいよ」
「……」
　亞里亞は押し黙ったまま下を向いている。
　サライ……流石さすがだ。強すぎる。でも呪われたって……知らないぞ。
「なぁ君、悪魔と会話が出来るというなら、今すぐに此こ処こに呼んでくれないかな？　是非とも一度お目にかかって、後学のためにギリシャ神話の想おもい出でについて聞かせてもらいたいもの――」


『パン!!　バリンッ!!』
「ひゃっ！！！」
「きゃっ！！！」


　サライの口上を急停止させ、僕達全員に悲鳴を上げさせた破裂音の正体――
　それは店内の電球だった。二つの電球が見事に……砕け散っていた！
　これは一体どういう……。


「マ、マジックにしては良く出来ているじゃないか。この類たぐいのやつはテレビなんかでも観みた事があるが、それにしても仕込みの準備もせずによく――」
　サライが必死に食らいついたところで。
「しー」
　亞里亞は柔らかな動作で唇に人差し指を立て、サライに黙るよう命じた。
　店内に静けさが戻る。バチバチと小さな電気音だけが聞こえる。
　サライが僅わずかに後ずさりした瞬間、亞里亞は天井のあたりへと視線を移し、僅かに微笑ほほえみながら、今度はブツブツと独り言を始めた。
　この悪魔……マジ悪魔。
　すると亞里亞は不愉快そうに鼻を鳴らし、今度はその視線を僕の方へと向けた。


「これは黒魔術を、いいえ、私を試そうとした報いなのかも知れません――」


　試そうとした!?　報い!?　って、僕が二ふた股またをかけたってウソをついて黒魔術代行を依頼した事を言ってる!?　やっぱり！　僕は殺される！　さっきの電球みたいに！　頭を破裂させるんだ！
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「そんな事より、急いだ方がよろしいのじゃなくて？」
「え？」
　亞里亞は一瞬だけ目を閉じて、耳を傾けるような仕草をした後で。
　こう告げた。
「この世界は悪意に満ちています。そしてその悪意は一つの意志に繫つながっている――」
「は……？」
　意志？
　意志って、なにが？　誰だれの？
「どうやら〝私達〟の思い違いだったようね」
「一体何を言ってるの？　誰と喋しやべってるの？」
「それは悪魔の意志よりも無慈悲で、残酷で、痛みを知らぬ純白なる存在。大きな箱を抱く、かの者は……」
「箱って、まさかちいちゃん……!?　きっとそうだよ！　私、行ってくる！」
　みゅうポムが、店を飛び出していく。
　なんだよ、いったいなにが起きてるんだよ！
「あなたは一体何を！　何を企たくらんでるんだ!?」
　彼女は冷たい表情のまま、小さく息をついた。
「延えん命めい寺じにて……箱を抱くのは……少年――」
　彼女は、テーブルの上に置きっ放しになっている西園梨々花の同人誌の方を一いち瞥べつし。
　告げた。
「髪の色も、何もかもが、真っ白な少年」
「なっ!!」
『アルビノのスカシ野郎』だ！
　同人誌に描かれてる通り！
　そいつが、真犯人だ！
　橋はし上がみ教授を殺して！
　僕を罠わなにはめた、真犯人だ！
　いてもたってもいられなかった。亞里亞の罠じゃないかとか、そんな事すら疑う余裕はなかった。
　今すぐに、その白髪の少年を捕まえてやるっていう強い衝動に、僕は突き動かされてた。
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　カタリ、カタリって、乾いた音が響いてる。
　マスターさんが呼んでくれたタクシーで延命寺に乗り付けた私は、ちいちゃんに会いたい一心で真っ暗な本堂へと急いだ。
　そこで、その音が聞こえたの。
　決して大きくはない音だけど。
　境内が、怖いくらいに静まり返ってるから、どうしても耳に響く。
「この音……なんだ？」
　タクシーに同乗したガモ先輩が、不安そうな声でそうつぶやいた。
　ここに、〝箱を持った少年〟がいるらしい。タクシーの中で、ガモ先輩からそう教えてもらった。
　ちいちゃんじゃないって聞いて正直ガッカリだったけど、もしかしたらその少年がなにか知ってるかもしれないし。


　とにかく話を聞きたかった――
　余計な事は考えたくなかった――
　想像したくなかった――


　周囲を見回してみる。
　日が暮れて暗いせいもあるけど、パッと見て、人の姿はない感じ。
　でも。
　音は、いまだに続いてる。
　それは一定間隔じゃなかった。
　リズムに規則性はなくて。間隔がすごく短くなったり、長くなったりしてる。
「あっちの方からじゃないかなぁ？」
　成なる沢さわさんが境内の奥の方を指差した。
　進んでいくと、本堂が見えてくる。
　そこに、いた。
　本堂のすぐ横、毘び沙しや門もん天てん様の像の目の前に、人影がうずくまってる。
　私たちがやって来た事に気付いてもいいはずなのに、こっちを見ようともしない。
　人影は、笑ってた。鼻息みたいな、かすかな笑い声。
　その人物の手元には、正方形の箱っぽいものが置いてあって。
　カタリ。カタリって。
　音は、その箱から響いてる。
「あなた誰？」
　私は、携帯のライトを点灯させた。
　光の中に浮かび上がったのは。
「白い……人間……！」
　刈り上げられた短髪は、雪みたいに白く、顔も体も土か白おし粉ろいのようなもので、真っ白に染められていた。


「ホ、ホントに、いた……」


　ガモ先輩が息を吞のむ。怯おびえてるのが私にも伝わってくる。
　私は思い切って、少年へと一歩、踏み出した。
　そのとき、やけに生臭い匂においが鼻をついた。
　なんの匂い？　気分が悪くなりそう。
「みゅうポム、待って。アイツ様子が変だって」
　ガモ先輩が私の肩をつかみ、引き留めてくる。
　また、声が聞こえた。
　ほとんど聞き取れないぐらいの、独り言。
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  　その白髪の少年は笑いながら、なんかブツブツつぶやいてる。
「なんでかな？　変だな。ちゃんと閉まらないなんてこれ不良品じゃん。ふふ」
　カタリ……。
　音が、まだ、してる。
　この音、いったいなんなの？
「ねえねえ、おねえさん」
「……!?」
　不意に話しかけられた……ような気がした。
　私を、呼んだの？
　急だったから、私はただびっくりして、返事ができなくて。
　少年はやっぱり私たちの方を見ようともしない。
　カタリ……。
　また、音が鳴る。
「僕、箱の作り方間違えちゃったみたいなんだ」
「は……こ？」
　もしかして、コトリバコのこと？
「ネットとかにトリセツみたいなのあるんだけど、あんまり見なかったからしょうがないんだ。でもああいうのって普通見ないじゃん？　真ま面じ目めに見る人っているの？　きっと日本人の八割はトリセツ見ずに組み立て始めるよね」
　なに言ってんの、この子。
　カタリ……。
　さっきから続いてるこの乾いた音は、なんなの？
　訳分かんなくて、パニクりそうで、音の正体を知りたくて。
　携帯のライトで少年の手元を照らした。
　そこにあったのは、箱……なのかな？
　大きさはだいたい四十センチ四方ぐらい。
　表面はやけにデコボコで。正方形ってゆうにはビミョーな感じ。
　箱って感じがしない。
　むしろ、積み木を適当に積み上げただけ、みたいな。
　そして、箱の周囲にはカードがたくさん散らばっていた。トレーディングカードだ。ちいちゃんが最後に送ってきた写真に写っていたのと同じ、あのカード……。
「か、鍵かぎ穴あなはっ？」
　ガモ先輩が、箱へと目を凝らしてる。
「ない……ね」
　音の正体が、やっと分かった。
　箱は、手で押さえてないとその形を保てないってゆうか。特に外側。縦に長い積み木がひとつ、かなり適当にはめ込まれてるんだけど、手を離したらそれが自立できずに飛び出しちゃう。
　それを、手で押さえる音だった。
　あの白い少年は、さっきからずっと、積み木のひとつが飛び出すたびに、めんどくさそうに手で直してるんだ。
「血の臭においがする」
　この生臭い臭いは……血だ。
　どこから？
　あの……積み木から？
　そこで私は、気付いた。
　積み木の表面が、なぜか濡ぬれてることに。
　デコボコした積み木の隙すき間まから――毛みたいなものがはみ出していることに。
「ねえ……」
　我慢できなくて、私は少年に呼びかけてた。
　声が震えちゃったのは、寒さのせいじゃない感じ……。
「私の友達、知らない？　ちいちゃんってゆうんだけど。本名は、川かわ畑ばた千ち津づ。成せい明めい高校一年生――」
「生け贄にえが必要なんだ！」
　少年がいきなり顔を上げた。
「ひっ」
　びっくりして転びそうになっちゃったけど、後ろで成沢さんが支えてくれた。
　少年はヘラヘラした笑みを浮かべて、また箱へと視線を落とした。
「コトリバコの中には生け贄が必要なんだ。あと、その生け贄は、みんなに愛されてるような存在じゃなきゃダメなんだってネットに書いてあった。あ、でも僕は未成年だから、罪にはならないよ。未成年だからね」
　カタリ。
　積み木がまた押し出されて。
　その積み木を元に戻す少年の手も、濡れてた。
「生け贄にふさわしいヤツがいるって教えてもらったんだ。しかもそいつって、実はだいぶ前にモリヅカが話してた大注目女子高生とかなんとかって。これなら生け贄にぴったりだって思ったんだけどさ」
　少年が箱から手を離したら、また積み木はヌルヌルと押し出されてくる。
　さっきからもうずっと、その繰り返し。
　見ちゃいけないような気がした。
　今すぐに、この場から逃げ出したい。
　なのに、ひたすらその行為を続ける少年の手元から、私は目が離せない。
「ねえ、なんで？」
　気付いたら、疑問を口にしてた。
「なんであなたの手は、濡れてるの？　そんな、真っ赤に」
　でもその問いかけは無視された。
「なのに僕、間違えちゃったみたいなんだ」
「え？」
　間違えたって、なにを――
「生け贄だよ――間違えても未成年だから罪にはならないけど」
「ねえ！」
　たまらず声を張り上げてた。
「その箱の中に……なにが……」
　もう声が出ないよ。もう……。
「どうしたの？　どうせ僕、未成年だから罪には問われないんだよ？」
　少年がおもむろに立ち上がる。
　また積み木が倒れたけど、もう少年はそれを直そうとはしなくて。
「け、警察、呼ぶぞ!?」
　ガモ先輩がそう言っても、少年はヘラヘラしたまま、肩をすくめた。
「警察？　なんで？　僕は未成年だから罪に問われないって、さっきから何度も言ってるじゃん？」
「私の質問に答えて！」
　これが精一杯の声。
「そんなに知りたいなら、この箱、あげるよ。失敗作だけど、途中まではできてるんだ」
　そこで少年は、また私を見て。
　それまでとは違う、満面の笑みを浮かべた。


「みゅうちゃんは――」


　――この子、なんで私のこと知ってるの!?


「アンタの方だったんだね」


　そう言い残してから、白い少年はその場に、今にも壊れそうな箱を置き去りにして、どこかに行っちゃう。
「あ、ちょっ、待て！」
　ガモ先輩が、必死に制止しようとしたけど、少年の異様な雰囲気に圧倒されてるのか、動けないでいる。
　そうこうしてるうちに、少年は悠然と、寺の裏手にある墓場の方へと姿を消しちゃって。
　後には、私たち三人と、毘び沙しや門もん天てん様の前に置かれた箱だけが残された。
　想像したくない。見たくない。
　見たら、絶対後悔するよ。
　心の中で、箱の中身を占うことはできるかもしれない。ビジョンが見えるかもしれない。
　だけど結果が怖すぎて、それをできずにいる。
　ううん、しないままの方がいい。
　あの箱の中身を、見ちゃダメ。
　分かってる。分かってるのに。
　私は一歩、また一歩と。
　箱へと、歩み寄ってた。
　ねえ。
　この中に、あの少年はいったいなにを入れたの？
　生け贄ってなに？
　間違えたってなに？
　私の名前をどうして知ってたの？
　私にくれるって、どうして？
　この、あまりにも歪いびつで、陰湿で、狂気が漂う、箱とすら呼べない不完全な物体の中身は、いったいなんなの？
　私は箱の前に膝ひざを突いて。
　そっと指先で触れてみた。
　ぬるりとした感触。
　かなり粘ついてる。
　それに超絶冷たくて、思わず手を引っ込めそうになった。
　素材は木でできてるはずなのに、ステンレス製かもって錯覚しちゃう。
　箱はいくつもの小さな木を正方形に無理矢理積み上げたもの。比ひ喩ゆなんかじゃなくホントに積み木だった。
　しかも、ひたすら無造作に、適当に積み上げただけって感じ。
　生臭い匂においはますますきつくなってる。箱の中からの匂いなのは間違いないっぽい。
　ガチガチって、なにかが鳴ってる音がする。
　それが、自分の歯と歯が当たってる音だって、しばらくして気付く。
「みゅうポム!!」
　ガモ先輩が後ろから声をかけてきた。
「そんなの、開けちゃダメだ!!」
　私はその忠告を無視した。
　一番上の積み木をひとつ、取り除く。
　匂いはさらにきつくなった。
　それでも構わず、さらに積み木を崩していって。
　中は、思った以上に狭いって分かった。
　これじゃ、大きさの割に入れられる容積はかなり少ない感じ。
「やめろって！　みゅうポム!!」
　ガモ先輩の手を振り払って。
　箱を、壊していく。
　はみ出してた毛が、指に引っ掛かる。人毛みたいに見えるけど、きっとそんなことなくて、ただの繊維だって思い込む。
　手のヌルヌルが冷たくて、指先の感覚が早くもなくなりそう。
　それでも、止められなかった。
　噓うそだよ。
　絶対に、噓。
　この中に入ってるのは、きっとどうでもいいもので。
　生け贄とかそんなの、あるわけない。
　だって今は二十一世紀で。ここは日本なんだから。
　戦国時代とかそうゆう超絶昔の出来事じゃないし。
　マンガやアニメの中の話でもないし。
　だから、私の予感は外れる。外れて。お願いだから。
　そう祈りながら。
　積み木をさらに半分ぐらいまで崩していって。
　そこで、ふと箱の中にキラリと光るものを見つけた。
　息を詰めて。
　そっとのぞき込む。
　見えたのは、かわいらしい犬のマスコットの髪留め。赤黒く濡ぬれてる。
「あ……あ……」
　それを、私は知ってる。
　だって。
　私も、その髪留めを今、自分の頭に付けてるから。
　ちいちゃんの誕生日に、私が〝おそろ〟の髪留めを、プレゼントしたから。
「いや――」
　たまらず髪留めへと手を伸ばす。
　でも暗くて。目測を誤って。
　髪留めと一緒に、その下にあるものに触れてしまった。
　ヨーグルトみたいにドロドロしてて、その気持ち悪さに慌てて手を引っ込めた。
「みゅうポム!?　もういいよ！　もうやめようよ!!」
　ガモ先輩の携帯のライトが、私の手を照らす。
　指が、赤色の混じったピンク色のヨーグルトまみれになってた。
　ううん、違う。
　それは、ヨーグルトなんかじゃないんだ。
　こんな状況なのに、私の脳は、冷静にそれがなんなのかを推測した。
　これはきっと。
　うん、きっとそう。
　ちいちゃんの、ズルズルに崩れた脳みそだ。
「いやあああああああああああああああああああ――――」
　そこで私の意識は、ぷっつりと途切れた。
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　延えん命めい寺じでの衝撃的な出来事から、数日が経たっていた。
　みゅうポムはあの後、ショックのあまり倒れて入院した。
　あのアルビノの少年と、少年が持っていた箱の中身の件について、僕は詳しくは聞いてない。
　新聞でも特に報じられなかった。
　でも確かに、あのコトリバコの中には、かつて人だったものが詰められていた。それは、間違いない。
　あれから一度も、僕はブルゥムーンに行っていない。
　学校にも行っていない。
　ずっと家に籠こもっている。
　携帯で撮った、橋はし上がみ邸書斎天井の写真。それをプリンタで大きく引き伸ばして印刷して、ひたすら、リストの解読をし続けていた。
　一人でコツコツやるのは時間がかかるし飽きそうになるけど、このリストを全部解読したとき、警察でさえ摑つかめていないなにか重要な情報が分かるかもしれないから。


　僕にはもうこれしかない。これぐらいしか出来る事はないんだよ――


　案の定、このリストに載っている名前は、ニゴロ事件で亡くなった二百五十六人と同一だった。
　今のところ、四十三人分の名前が一致してる。
　その中には、コックリさんで病院に運ばれた宮みや前まえ悠ゆう奈なの名前もあった。
　ニゴロ事件犠牲者の身元は、いまだに百五十人ぐらいしか公表されてない。だから一致した人数はまだ少ないけど。
　このまま行けば、最終的には全員が一致するはず。
　それを警察に言うべきかどうかは、まだ少し迷ってる。
　警察の動きもおかしい気がするんだ。あんまり信用できない。
　居間で点つけっぱなしにしているテレビでは、ワイドショーがニゴロ事件の続報を報じている。
『――先ほど、警察は新たに判明した犠牲者のリストを公表しました。これで身元が判明した方はようやく二百名となりましたが、いまだ残る五十六名については身元不明のままです』
　おっ、タイミングよくそんな事を女子アナが言い出してるぞ。
　新しく公表されたなら、僕が解読してるリストとまた照らし合わせないと。
『アンタさあ』
　スカイセンサーから声がした。
『そんなチマチマしたつまんない作業、いつまでやってるつもり？　そんなの他ほかの誰だれかに任せた方がよくない？　それってバカのやる仕事なんでしょ？』
　ゾン子は僕がこの解読作業を始めてからずっと、そればかり言ってる。
　あんまりしつこくて、鬱うつ陶とうしいぐらいだ。
　そのくせ、母さんが家に帰ってくると途端に黙り込んじゃうし。本当に僕と二人だけでいるときしか、話す気はないらしい。
『そんなリストよりも、鍵かぎよ鍵。そっちの方が大事でしょ？』
「そりゃ、鍵だって大事だけど。散々あちこち歩き回って探したって、合う鍵穴なんて見つからなかったんだからさ。仕方ないだろ」
　例のアルビノの少年が持っていたコトリバコに、鍵穴はなかった。あの日の記憶はまるで全すべてが悪夢のようだ。
　西にし園ぞの梨り々り花かとはまだコンタクトを取ってない。
　このリストの解読を、とにかく終わらせたいんだ。
　そうすればなにかが見えてくる気がする。悪夢じゃない何かが。
　この単純作業を続ける意味なんてないのは自覚してる。ゾン子からも『そんなの現実逃避してるだけでしょ』って図星を突かれた。数人の名前が犠牲者と一致した時点で、本当ならもう警察に届けるべきなんだろうな。だけど一度はじめた以上、これもちゃんとやり遂げなきゃいけないような気がするんだ。
　このリストには、きっとなにかある。
　ニゴロ事件の二百五十六人分のリストが、少なくとも一年も前に橋上教授によってまとめられていたなら。
　亡くなった二百五十六人には、とんでもない共通点があるに違いなくて。
　それを隠したいがために、真犯人は橋上教授を殺したかもしれないんだ。
　僕が容疑者じゃなくなる世界線。
「よし、と」
　またひとつ、名前を解読した。
　ドットから名前を導くのは意外と手間がかかるんだよね。
　これでようやく七十人目っと。


　ええと――


「ＧＡＭＯＮ――？？？」


「ＹＵＴＡ――？？？？」


『新たに判明した犠牲者の方は、次の通りです。イグチタダシさん、イシヅカヨウコさん、エドミツコさん、オオバトヨヒコさん、オガタヤスミさん、カガシンゴさん、ガモンユウタさん――』


『ガモンユウタさん――』


「へ？」


　なぜか、女子アナの口から自分の名前を読み上げられて変な声が出ちゃった。
「なあゾン子！　今の聞いた？　僕、僕、が……犠牲者だって！　あは、あははは！　これってなんか、笑えるよなぁ！　天井の文字コードからも、テレビのニュースからも、同時に僕の名前がコールされるなんてね！　ははは！」


「一体コレって――」


『あーあ』
　ゾン子が、僕の言葉を遮る。
　そして、がっかりしたように投げやりな声で――


『見つかっちゃったか』


――ジジッザージジジサ――ジジッ――
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　オーバーラップ文庫読者の皆様、千ち代よ丸まるスタジオに興味を持ってくれている愛いとおしきマニアの皆様、そして３００人委員会会員の皆様、さらに都市伝説愛好家の皆様、加えてオカルトを信じ切っている人も、そうでない人も、呪われている人も、なんか見えちゃってる人も、あるいはすでに死亡している幽霊の皆様、第２巻までご購読頂きまして誠にありがとうございます！　このあとがきを書く直前にオカルトな事を想像しながらシャワーを浴びてたんですが、途中で廊下から物音が聞こえたような気がして、その後は特に何も起こってないにも関わらず、怖くて怖くて目をパッチリ開けながらシャンプーをしていた誇大妄想能力者、志し倉くら千代丸です。今回の第２巻では沢山の人の命が奪われてしまいました。
　それにしても『死』とは一体何なのでしょうか？　このテーマを誰もが一度は考えてしまうのは、人間の死亡率が１００％だからです。絶対に避けては通れない将来やってくる事実ですからね。皆さんが考える『死後』の世界には多少の感性の誤差はあれど、恐らく２種類のどちらかに大別できるでしょう。「死んだ瞬間に無になる」か「死んだら次の世界が待っている」の二択。ということで、ここからは性格診断のコーナーです！
　前者をセレクトしたアナタは、自称ハートが強い科学絶対主義のサライ＆ガモタくんタイプ。「私、霊感が強いんです」なんて人を見ると「ただの人気者になりたいだけでしょ？」と穿うがった見方をしてしまいがち。
　でも実際は、死に対する恐怖感が後者セレクト組よりも強く、また死ぬ瞬間が孤独である事を恐れる傾向にあります。さらに、このタイプはコミュニケーション能力が低く友達を選びます。なぜか幽霊は信じないのに宇宙人の存在は絶対的に信じ、熱く語ったりもします。あと遠回りが苦手で、好きな季節は冬でしょう。
　次に、後者を選んだアナタは寂さみしがり屋のみゅーぽむ＆桐とう子こさんタイプ。「ポジティブに生きたい」と常に考えていて、それに共感出来る人をみつければすぐに交友関係が築けます。色んな事に興味を持ち、友達の悩みも親身になって相談にのってあげます。誰かの為には世話を焼くクセに、自分の部屋は結構散らかっていて、いつも「明日こそ掃除しよう」と考えています。このタイプの人達は怪しい勧誘や宗教などに洗脳されやすいので注意が必要です。趣味は旅行。バラエティー番組が好き。好きな季節は夏。
　どうでしたか？
　さて、物語の話に戻りましょう。今回のラストシーンではとんでもない事実が主人公に突き付けられたところで終わってしまいましたね。
　あとがきなのでネタバレを気にせず書かせてもらいますが、第２巻にしてまさかの主人公死亡ですよ（笑）。
　橋はし上がみ教授が天井に残した犠牲者の暗号リストから自分の名前を発見し、同時にテレビのニュースでも遺体の身元確認が出来た犠牲者として、自分の名前が読み上げられるというシーン。あれ実際あったら衝撃ですよね。もしあなた自身が同じ状況に陥ったら、自分が死んでいる事を素直に受け入れられると思います？　だって体はとても元気で、ほっぺをつねれば痛いし、お腹は空すくしetc……。
　僕なら絶対に信じられないと思うんですよね。「いやいや、ちょっと待て。これは何かの間違いに決まっとるがな（笑）」と。そして自分が生きている事の証拠集めを徹底的にするでしょうね。ふと気になって仏壇を見たら父の遺影のとなりに、自分の写真が並んでたって、僕ならきっと「オイオイ、さては……ドッキリやな？」と思っちゃう（笑）。さてさて、急にそんな状況におかれてしまった我が聞もん悠ゆう太たは、この後一体どんな行動をとるんでしょう？　あ、作者の僕の考えとシンクロするとは限りませんからね？　我聞悠太は特別で、選ばれし存在ですから！
　早々に自分の死を認めて、逆にそれをうまく利用し、幽霊としてやり放題！　好き放題！　なんてラノベにありがちなハーレム世界を創り上げてしまう可能性だって否定出来ません！　逆にその方が売れるかも知れませんし！（笑）。という事で、第３巻もご期待下さい。感想はツイッターで是非！　ぽやや～[image: ]


志倉千代丸
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